

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「リチャード・リンスター公子──……あ、いえ。副長！　全部隊配置につきました。最も早はや、目標が屋や敷しきから逃にげ出すことは不可能です。御ご命令があらば何時いつでも突とつ入にゆう出来ます！」

「ありがとう、ライアン。待機、と伝えてくれるかな。通信宝ほう珠じゆを各自忘れないように。封ふう止し解除は突入と同時。突入時刻は変へん更こう無し。消音魔ま法ほうも維い持じだ」

「はっ！」

　廃はい屋おく内の待機所に飛び込んできた若い近この衛え騎き士しは、緊きん張ちようした様子で下がっていった。

　公おおやけの場以外は、リチャード、でいいって言っているのに……まだまだ態度が硬かたい。彼の実家はリンスター公こう爵しやく家け幕下の男爵家だし、仕方ないのかもしれないけど。

　あの毒どく舌ぜつ参さん謀ぼうの弟さんとは思えないや。




『とっとと、サイクス伯はく爵しやく家けへ婿むこ入いりし、実力主義の模も範はん例になってください』




　頭の中に、彼のよく言う皮肉が聞こえてくる。

　……是ぜ非ひともそうなりたいものだね。窓の戸板を少しずらし、外を覗のぞく。

　涼すずしい初夏の風。微かすかに潮の香かおりが混じる。

　一山越こえれば大陸最大の塩湖である四し英えい海かい。そこを渡わたってしまえば、もう外国だ。

　外はすっかり夜の帳とばりが下り、王国東北部の山村は漆しつ黒こくに包まれている。

　雲は厚く月明かりすらない。目標である古い屋敷にも灯あかりなし。元の持ち主は西方出身だったのだろう、特とく徴ちよう的な尖せん塔とうが見える。屋敷周囲に壁かべらしい壁はなく、生いけ垣がき程度だ。

　隣となりに立つ見事な髭ひげを蓄たくわえた壮そう年ねんの騎士へ話しかける。純白の鎧よろいの上には外がい套とう。

「ベルトラン、因果だと思わないかい？　つい先日まで、まがりなりにも同どう僚りようだった男を捕とらえる役回りが僕等だなんて。しかも……叛はん乱らん容疑だよ？　魔王戦争以来、王家に対する叛乱なんて、僕が知る限りない。それを、王位継けい承しよう権第二位だった男が画策するとはねぇ」

　近衛騎士団第二中隊の最先任騎士は、厳いかめしい顔を真ま面じ目めにし、僕へ返した。

「リチャード、此こ度たびの任務、我等を王都より呼び出さずとも……。合が点てんがいきませぬ」

「ジェラルドをわざわざ引き受けた、オルグレン公爵家が動かないことかい？」

「……何か理由が？」

　熟練の近衛騎士は深刻そうに尋たずねてきた。部屋に詰つめている他の騎士達も僕等の会話に耳を澄すませている。皆みな、今回の任務に疑問を感じているのだ。

　──王国四大公爵家は、王家に絶対の忠誠を誓ちかっている。

　これは、かつて公爵家が封ほうじられた際、王家の血が入ったことと、様々な歴史的背景によって醸じよう成せいされてきたものだ。

　王国は、国土の南北に、帝てい国こく、侯こう国こく連合という大陸列強と接し、西に至っては人類の宿敵である魔王領と唯ゆい一いつ接している。約二百年前の魔王戦争以降、魔族と人類は大規模に干かん戈かを交えていないとはいえ油断など出来るわけもなく、西方のルブフェーラ公爵家とそれに列つらなる家々は無論、王国騎士団主力も西方に張り付いているのが常態化。

　結果、四大公爵家には、国家防衛及および王家守護の高い自意識が自然と芽生えた。

　北方のハワード家は、約百年前、帝国との国境紛ふん争そうに完勝、有力な農作物生産地帯として名高かったガロア地方を割かつ譲じようさせ、領国化している。

　僕の実家である南方を統すべるリンスター家は、侯国連合と二百年の間に三度の紛争を経験。祖母と母が関かかわった第二、第三次南方戦せん役えきでは一侯国ずつを併へい合ごうした。

　西は西で、幾いく度どか魔王軍と交戦。赫かく々かくたる戦果を挙げている。

　が、東方のオルグレン公爵家は、地続きの隣りん国ごくが友好関係にある聖せい霊れい騎士団領であることと、東北部に四し英えい海かいがあることもあり、戦場の武ぶ勲くんに恵めぐまれなかった。

　故ゆえに──王国と王家への忠誠心の発はつ露ろとして、命を懸かけることに躊ちゆう躇ちよしない。

　歴代オルグレン公爵で、天てん寿じゆを全まつとう出来た人物は数える程ほど。そんな家が、王族に関かかわる事象で動かないのは不可解。昨日、謁えつ見けんした老人の病やまいに疲つかれた顔を思い出す。

　息を吐はき、ベルトランへ告げる。

「端たん的てきに言うとだね、老公は御病気なんだ。今春、新任の近衛騎士と王宮魔法士の就任式の際、お見かけした時はお元気そうだったんだけど」

「御子息が率いられれば良いのでは？　既すでに成人されている、と記き憶おくしていますが」

　熟練騎士に首しゆ肯こう。

「息子むすこが四名いるね。一人はまだ大学校生だった筈はずだけど」

「学生の公子殿でん下かは別として……にもかかわらず、老公は我等に依い頼らいをなされた、と？」

　部屋内にいる騎士達の空気が更さらに重くなる。

『オルグレン老公と三人の息子達との間に確かく執しつあり』と知らしめるようなものだからだ。

　──当初は、僕等がこんな王国の外れまで派は遣けんされる予定はなかった。

　連日、外交儀ぎ礼れい式典に駆かり出されたうちの団長及び僕の妹は不ふ機き嫌げんで、僕と毒舌参謀は二人がその発散に衝しよう突とつしないか、冷や冷やしていたのだ。

　そこへ、唐とう突とつにオルグレン公爵直じき筆ひつの密書が王宮へと届けられた。




『ジェラルド王子、貴族派と接せつ触しよく盛さかん。謀む反ほんの疑い之これ有あり。近衛の派遣を至急乞こう』




　誰だれが派遣部隊を率いるかは紛ふん糾きゆうした。事の重大さから、団長か僕か参謀が率いるのは必ひつ須す。侃かん々かん諤がく々がくのやり取りの結果、結局、僕になった、というわけだ。

　ベルトランが、強こわ張ばった表情で再質問。

「……公爵家が動かぬのと、王宮魔法士派遣を断られた件は連動していますか？」

「確証はない。ただ、帝国大使が帰った後、リンスターと国境で接するベイゼル、アトラス侯国の特使。東方の聖霊騎士団からも国境沿いでの演習を伝えに使者が来た。近衛と王宮魔法士がいないのも、外交上、ね？　妹と王族護衛隊もいるし、十分な気もするけどさ」

　大おお仰ぎように両手を挙げ、もっともらしい理由を提示。

　が、最先任騎士を含ふくめ、他の騎士達は依い然ぜんとして押し黙だまっている。

　──かつて、王国最弱と揶や揄ゆされていた近衛騎士団はこの数年で激変した。

　陛下直じき々じきの命を請うけ、実力主義を試験的に導入。僅わずか六個中隊、三百名足らずではあるものの、今や、王国最精せい鋭えいとすら評価される。騎士団内に残っていたジェラルド以下、守旧派の騎士達も王立学校の件以降に除隊処分となり、精鋭度は更に極きわまった。

　同時に彼等は理解している。既き得とく権益を守る為ために手段を問わない守旧派の悪あく辣らつさを。

　現団長の就任からして、もめにもめた。公的には名ばかり貴族の三男坊ぼうだし。

　……僕の苦労を分かってくれるのは、アレンだけかもしれないなぁ。

　壮年の騎士へ返答する、

「御子息が率いない理由はね、長男のグラント殿どのは聖霊騎士団の演習に呼応する公爵家側大演習準備中。次男のグレック殿は王都。かの家は、他国の大使とかが来ると軍を率いて王都へ上る。三男のグレゴリー殿は病弱。四男のギル殿は大学校生。整合性は取れている。他ほかに質問はないかな？」

「はい──戦場に赴おもむく前に、心を落ち着かせようと思います」

　そう言うと、ベルトランは懐ふところから映像宝珠を取り出した。

　そこに映っているのは──王宮内近衛騎士団演習場で、僕がリンスター家メイド長のアンナに公衆の面前で正座、お説教されている姿。後方には切り結ぶ妹とアレン。

　手を伸のばし奪うばい取ろうとするも、太い腕うでに阻はばまれる。

「リチャード、何をするのです？」

「べ、ベルトラン！　だ、誰から、そんな物を!?」

「王都を出る際、団長と参謀が『心が安らぐ宝珠だ』と」

「なん、だ、って？」

　周囲の騎士達もニヤニヤ。き、君達までっ！

　……王都へ戻もどったら、奴やつ等らの奥さんにあれこれ話しておこう。

　口調を変える。




「──総員傾けい注ちゆう」




　室内の近衛騎士達が、一いつ斉せいに居ずまいを正した。

「最終確かく認にんをしておこう。相手はジェラルド・ウェインライト。容疑は叛乱。王立学校の事件により右みぎ腕うでを負傷。剣けんは振ふるえないが、魔法は使える。油断は禁物だ。なお、オルグレン老公の話によると、警備の兵は下がらせてあるそうだ」

「ふ、副長！」

　頰ほおを紅潮させたライアンが挙手。確か二十歳は超こえていた筈だけど。

「何だい？」

「王子が抵てい抗こうした場合は」

「捕ほ縛ばくに留とどめるように。相手は一人。難しくはないだろう。他には？」

　騎士達は口を真一文字に引き結んでいる。戦意に問題なし。いいね。

「よし！　では行こうか!!」







　ジェラルドの軟なん禁きん先である屋敷は意外なことに木造だった。優に築百年は経たっているだろうに、建物自体に目立った損傷はない。獣じゆう人じん族の珍めずらしい魔法式が使われているようだ。

　突入した小隊長達から、次々と報告が入る。

『こちら、第二小隊、目標発見出来ず』

『こちら、第三小隊。人っ子一人いません！』

『第四小隊、同じく。副長殿、もぬけの殻からですぞ』

　僕は立ち止まり、独白する。

「誰もいない……？　この屋敷にいたことは間ま違ちがいない筈……」

　その時、通信宝珠にベルトランの野太い声が轟とどろいた。

『副長！　地下です！　大広間の大時計下から下りられます。地図にはない地下室、っ！』

『分隊長!?』

　屋や敷しきの一階を探たん索さくしていた僕の耳を悲鳴と剣けん戟げきの音が打った。

　即そく座ざに命令を発する。

『第一、第二小隊、地下へ！　他の隊は出口を封ふう鎖させよ！』

『了りよう解かい！！！』

　薄うす暗ぐらい屋敷内を駆け、螺ら旋せん階段から地下へ向かう。

　──一気に視界が広がった。相当広い。

　壁には複数の剣。そこを燭しよく台だい替がわりにし、灯りがともっている。

　前方では剣や槍やりを構えた十数名の近衛騎士が戦列を組み、灰色のフード付き外套を着た大男と対たい峙じしている。ベルトランを含め複数の者達は荒あらく息を吐き、負傷。

　対して、左手に持った大剣を肩かたに置き、フードから黒くろ茶ちや髪ぱつに白の混じり髪がみが覗く大男は無傷。左目は爪つめで抉えぐられた酷ひどい傷きず跡あとで潰つぶれ、右腕は半ばから黒い籠こ手てに覆おおわれている。義手だ。

　すると、大男は突とつ然ぜん、右目をかっと見開き、大剣を振り下ろした。十数個の水魔ま法ほうが高速発動。大水球が襲おそいかかってくる。上級魔法！

　咄とつ嗟さに僕も剣を振るい、炎ほのお属性上級魔法『灼しやく熱ねつ大火球』を発動。

　魔法同士が激げき突とつし衝しよう撃げき波はが発生。剣を掲かかげながら、やり過ごす。ライアンが慄おののく。

「ふ、副長の炎魔法と互ご角かく……？」

　大男の後方には、幾いくつかの木箱が散乱し、更に奥には苔こけむした石いし扉ど。両開きの片方が開いている。どうやらジェラルドはあそこから脱だつ出しゆつしたらしい。

　……うちの部下達相手に、単独でここまで渡わたり合い、仮にもリンスター直系の僕と互角の水魔法を操あやつる、隻せき眼がん隻せき腕わんの騎士だって？

　そんな騎士、王国内でも数える程ほどしか──そこまで考えて、僕は思い至った。

「そうか、貴方あなたですか。だが……何な故ぜです！」

「決まっている」

　低く重い声。グリフォンのような鋭するどい眼光。魔力が活性化し、屋敷全体が震しん動どう。

　現げん役えきを退いて久しいだろうに、この威い圧あつ感。僕は剣を突つきつけ、詰きつ問もんする。

「お久しぶりですね。『黒騎士』ウィリアム・マーシャル卿きよう。黒こく竜りゆうの事件以降、隠いん遁とんされた、と聞いていましたよ。……ジェラルドを何ど処こへやったんです？」

「愚ぐ問もんだな、リンスターの公子よ。私は王子殿下の守もり役やくである。たとえ、一度暇ひまをいただいたとしてもな。……我が大剣に懸けて御お守まもりすると誓ちかったのだ」

「奴やつには重大な嫌けん疑ぎがかけられています。庇かばえば、如い何かな貴方とて！」

「くどいっ！！！」

　裂れつ帛ぱくの気合い。これは……洒落しやれにならない。

　かつての王国最強騎士が僕達へ獅し子し吼くした。




「騎士ならば、剣で決着を。かかってくるがいい、若造共！！！！！」








第１章









「おはようございます、兄様。さ、そこへお座りになってください。お話があります」




　王都、リンスター家屋敷内の部屋に僕が入っていくなり、赤あか髪がみ少女はそう勧かん告こくした。

　赤を基調にした私服姿で不満気。前髪は『私、怒おこっています！』と主張。

　僕は大人しく言われた通り豪ごう華かなソファへ座り、まずは朝の挨あい拶さつを試みた。

「おはよう、リィネ。朝、いきなりアンナさんが下宿先へ来て『アレン様、リィネ御お嬢じよう様さまがお呼びです★』と言われてびっくりしたよ。今日は光曜日だし、家庭教師は午後からだけど？　ティナとエリーは？　ステラとカレン、フェリシアもいないみたいだし。リディヤはずっと王宮だよね？」

「二人は午後来ます。ステラ様とカレンさんは、明後日あさつての前期試験実技会場設営のお手伝いだそうです。フェリシアさんは朝からエマ達に連れ出されています。姉様はずっとお戻りになっていません。そして……兄様、何か大切なことを、お忘れではありませんか？」

「？　先週、ノートは返したよね？？」

「あ、はい。返していただきました。最近、ノート端はじに、兄様が描かいてくださる子こ狼おおかみの絵が可愛かわいくて！　あの子、いったいどうなって──って、違います！」

「じゃあ、王立学校前期試験の予想問題かな？」

「あ、それもちゃんと解きました。この予想問題があれば、首席様なんかに負けません。負けませんともっ!!　今回は私が首席になり──って、違いますっ！　も、もうっ！」

　手足をバタバタ。ティナと反応が似てきたような？　リンスター家メイド長のアンナさんに似すぎるのは困るなぁ。

　ノートでも予想問題でもない、となると。

「う～ん、他……はっ！　ち、違うんだ。リィネ。僕はエリーを贔ひい屓きしているわけじゃない。気分転てん換かんに子狼の絵をまとめていたのを、偶たま々たまあげただけで──おや？」

　赤髪少女がジト目で僕を見ている。腕うで組ぐみをし、頰を、ぷく～、と膨ふくらませる。

「……兄様には、極きわめて重大な嫌疑がかかりました。後で、ティナ、ステラ様、場合によってはカレンさんも一いつ緒しよに尋じん問もんします。エリーばっかり甘やかして！」

「今の言い方……」

「ティナには似ていませんし、カレンさんにも似ていません！」

「……僕は、リィネの笑え顔がおが見たいなぁ」

「騙だまされません。ティナやエリー、姉様には通用しても、私には効きませんからっ！」

「リィネの笑顔が一番、御お姫ひめ様さまみたいだよ？」

　公女殿でん下かへ生き真ま面じ目めに伝える。

「！　ほ、本当ですか!?　って──……あ・に・さ・まぁぁ？」

　くすくす笑っていると、リィネが百面相をしてくれた。軽く手を振りながら、謝罪。

「ごめんごめん。リィネの笑顔は素す敵てきだよ？」

「もうっ。……兄様なんて、兄様なんて、知りません！」

　そう言いながらも近付いてきた赤髪少女は、ちょこんと隣となりに座りつつそっぽを向いた。

　この子の名前はリィネ・リンスター。

　王国四大公こう爵しやく家けの一角、南方を統すべるリンスター公爵家次女にして『公女殿下』の称しよう号ごうを持つ、王国内屈くつ指しの御嬢様。腐くされ縁えんの妹であり、現在、王国屈指の名門、王立学校に通っている僕の教え子の一人だ。

　僕の祖国である王国には、東西南北それぞれに広大な領地を有する公爵家が存在している。建国時の功績、そしてウェインライト王家の血が入っている歴史的経けい緯いから、各公爵には『殿下』の尊そん称しようがつき、その娘むすめ、息子むすこは『公女殿下』『公子殿下』と呼ばれている。

　普ふ段だんは我が儘ままを言わない子なのだけど……少女の頰ほっぺたを突っつく。柔やわらかい。

「ぷふっ。……兄様ぁ？」

「思い出せないんだ。教えてくれないかな？」

　すると、赤髪少女は頰ほおを膨らましたまま呟つぶやいた。

「兄様は、リィネにこう約束してくださいました……ステラ様の家庭教師をお引き受けになる前、一つお願いをきく、と……」

「あ…………うん。ごめん、僕が悪かった」

　素す直なおに、少女へ謝る。

　──僕は、現在、リィネを含ふくめ、四人の少女の家庭教師をしている。

　切きっ掛かけとなった北方ハワード公爵家の次女、ティナ・ハワード公女殿下。

　ハワード公爵家を支えるウォーカー家の孫まご娘むすめで、ティナ専属メイドのエリー・ウォーカー。

　そして、先日加わった教え子で、ティナのお姉さんでもあり、王立学校の生徒会長を務める、ステラ・ハワード公女殿下。

　リィネが言っているのは、ステラだけを教える際の条件として約束したものだ。

　少女が僕を見上げる。

「兄様、終わってもう二週間ですよ……？」

「ほんと、ごめんっ！」

　前期試験の準備などで慌あわただしくて、すっかり忘れていた！

　深々と頭を下げ直す。り、良心の呵か責しやくが……。

　そこに、くすくす、という笑い。おや？

　顔を上げると、リィネは楽しそうな笑みを浮うかべていた。

「う・そ、です★　ドキドキされました？」

「……リィネ、お願いだから、リディヤを真ま似ねしないでおくれ……」

「え～それは、兄様次し第だい、ですね♪」

　人差し指を唇くちびるにつけ、片目を瞑つぶり笑う赤髪少女。この子もリンスターなんだよなぁ。

「とはいえ、です。約束を果たしてもらうのも……や、吝やぶさかではありません」

「いきなり『水すい都と！　もしくは、ララノア共和国へ亡命するっ!!』はなしだからね？」

「そ、そんなこと言いません」

「『買い物へ行くわ。あんたは荷物持ちね。落としたら……うふふ♪』とか」

「な、何ですか!?　姉様と普段、何をされているんですかっ！」

「違うのかい？」

「違いますっ！　も、もうっ。話の腰こしを折らないでくださいっ！」

　すると、赤髪少女は座り直すとお澄すまし顔で、自分の膝ひざを叩たたいた。

「へっ？」

　まじまじ、と横顔を見つめると、頰と耳が赤く染まっていく。再度、膝を叩く。

「リィネ？」

「何でしょうか？　さ、どうぞ」

「お願い、はそれでいいのかな？」

「はい」

「いやでも」

「ん」

　リィネの瞳ひとみに不安と期待が入り混じる。僕は頰を搔かき、入り口の方を探知。

　……気配あり。アンナさん含め、メイドさん達が扉前で映像宝ほう珠じゆを持ち待機中か。

　僕は人差し指を曲げると、映像宝珠へ認にん識しき阻そ害がい魔ま法ほうを多重発動。室内にも消音魔法をかける。廊ろう下かから悲鳴が聞こえたのは気のせいだ、うん。

　痺しびれを切らしたのかリィネが再要求。

「ん！」

「……分かったよ。えいや」

　ソファに横たわるように、赤髪公女殿下の膝に自分の頭を載のせる。うわ……凄すごい背徳感。

　僕の頭に小さな手が置かれた。ゆっくりと撫なでられる。

「リ、リィネ？」

「……兄様の髪って柔らかいんですね♪」

　髪をさらさらと触さわられる度たびに、こそばゆい。

「……リィネ、そろそろ」「駄だ目めです」

「いやでも」「だ・め・で・す」

　リィネは僕の顔を覗のぞき込み、姉によく似た微び笑しようを浮かべ断言。

　……リチャードが公爵を継つがれた際は苦労するだろうなぁ。

　少女のするがままにされつつ、尋たずねる。

「リィネ、どうして、突とつ然ぜんこんなことを？」

「……前に姉様が、兄様をこうされていたじゃないですか？　羨うらやましくて」

「それだけかい？　別に、楽しくはないと思うんだけど」

「い・い・ん・で・す！　うふふ♪」

「……そっか」
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　とても上じよう機き嫌げん。……女の子の考えることは、よく分からないや。

「あ、そうだ。大事なことを言い忘れていました。兄様──前期試験で私が首席になったらなんですけど、か、夏季休きゆう暇かは南方で」

　そこに廊下を元気よく駆かける音。赤髪少女の顔に動どう揺よう。僕の頭がソファへ落ちる。

　ノックもなく、扉とびらが開け放たれた。




「おはようございますっ！　胸むな騒さわぎがしたので早めに来ちゃいましたっ！　アンナさん達が床ゆかを叩きながら泣いて……リィネ？　どうして、ソファの端はしに座って？？」




　やって来たのは、薄うすく蒼あおみがかった白はつ金きん髪ぱつに髪飾かざりと純白のリボンを着けている、半はん袖そでとスカートという初夏の装よそおいの少女。

　僕の教え子の一人であり、大魔ま法ほう『氷ひよう鶴かく』らしき存在を身に宿しているティナ・ハワード公女殿下だ。数ヶ月前まで魔法が一いつ切さい使えなかったにもかかわらず、王立学校首席合格の快挙を果たした才さい媛えんでもある。

　僕を放ほうり出したリィネは机の上に置いてあったノートを見つつ、ティナへ問い返す。

「……朝から騒そう々ぞうしいですね、首席様は。私が何か？　普段通りでしょう？」

　ティナが目を細め予想問題のノートを指差した。

　怪け訝げんそうに赤髪少女が口を開く。

「これが、どうかしましたか？　兄様のノートは貴女あなたも持って」

「どうして逆なんですか？　次席様には逆さまで読む習慣が？」

「！　こ、これは……こうして読むと、頭にいいんです。知らないんですか？」

「へぇー。てっきり、私達には午後と言っておいて、先生に甘えていたのかなーって思っちゃいました……膝ひざ枕まくらとか」

「な、何をバカなことを。は、はしたない……あ、貴女がしたいだけでしょうっ!?」

「むっ！　そんなこと──……せ、先生。もし私が膝枕したいです、って言ったら」

　ティナがはにかみ、僕を見た。

　ここは期待に応こたえないと！　痛切な表情をつくる。

「……ティナ、試験勉強で疲つかれているんですか？　僕の管理不行き届きですね……」

「む～！　そこは『お願い出来ますか？』と仰おつしやる場面ですっ！」

　公女殿下はぷんすか怒おこりながらも、リィネと僕の間に腕組みをしつつ座った。

　初めて出来た同年代の友人である少女のことも大好きなのだ。

「ティナ、エリーはどうしたんですか？」

「あの子なら、あ、来ました」

　ぱたぱた、駆ける音がしてもう一人の少女が飛び込んできた。

　ブロンド髪でメイド服。ティナの専属メイドにして、北方の重じゆう鎮ちん、ウォーカー家の孫娘であるエリー・ウォーカーだ。ティナを見るなり、愛らしい顔で抗こう議ぎすべく近付いて来る。

「テ、ティナ御嬢様、と、突然、走りださないでください。あぅ！」

　エリーが予定調和に転てん倒とうしかけた。

　さっ、と受け止めると、僕は腕うでの中のメイドさんに挨あい拶さつ。

「おはようございます、エリー」

「ア、アレン先生。おはようございます。……えへへ」

　天使の笑え顔がお。疲れが吹ふっ飛とぶ。よし、頑がん張ばろう。

　ソファに座る二人の少女達が容よう赦しやない指し摘てき。

「……エリー」「……自分で浮ふ遊ゆう魔法を使わないんですか？」

「え、えっと、えっと……ま、まだ、咄とつ嗟さには使えなくて……」

「「ふ～ん」」

「あぅあぅ。ティナ御嬢様もリィネ御嬢様も、む、難しいのは……だ、だから、こ、これは、その、あの──い、いいんです！　……アレン先生、ダメですか？」

　腕の中のエリーが上うわ目め遣づかい。

「いいですよ。ただ、気を付けましょうね？」

「は、はひっ！　えへへ♪」

「……先生」「……兄様」

　室内に氷ひよう華かと炎えん羽ぱが飛び散り始めた。名残なごり惜おしくも、メイドさんを解放。

「エリーも座ってください。三人揃そろったのでお話ししたいことがあります」

「は、はひっ」

　ティナとリィネが自然と脇わきにずれ、真ん中を開けた。

　エリーは二人の間に着席。教え子達が僕へ注目。

「早いもので来週から王立学校の前期試験です。そして、それが終わったら」

「「「夏季休暇！」」」

　三人娘むすめの元気な声が揃う。

　彼女達が通う王立学校は前期後期に分かれていて、間に長期休暇が二度、挟はさまる。

　この規則はかつて、学生の全員が貴族、しかも、伯はく爵しやく家け以上の子供だった時代の名残らしい。ティナ達に頷うなずき、続ける。

「両公爵殿でん下かとグラハムさんに確認しました。『二ヶ月の夏季休暇中、どの程度、授業を？』。返事は三人共、『僕と娘達の意思に任せる』と。今日はそれを決めたいと思います」

　ティナが目をぱちくり。

「え？　毎日じゃないんですか？？」

「……ティナ。何を言っているんですか。常識的に考えて──エリー？」

　メイドさんは両手を合わせ天使の笑顔。

「アレン先生と毎日、お会いしたいなぁ、って♪」

「リィネ？」

　赤髪少女はお澄まし顔をしつつも、ほんのりと頰ほおを赤らめた。

「兄様、夏季休暇中はリンスターの屋や敷しきで授業をしましょう。それと……い、行くのは、ほ、北方じゃなくて南」

　首席な公女殿下が主張。

「いいえ！　ずーっと、ハワードでするんですっ！　休暇に入ったら即そく日じつ、北の御お屋敷へ行きましょう！　そうしましょうっ！　涼すずしくて避ひ暑しよには最適ですよ？」

「……ティナ。貴女、私が何を言いたいのか理解した上で、わざと遮さえぎりましたね？」

「ふっふーん。リィネも来ていいですよ？」

「……余よ裕ゆうぶれるのも今の内だけです。私は、前期試験で首席になります！」

「！　ま、負けませんっ！　死守してみせますっ!!」

「ちら」

　リィネが、胸むな元もとから『流星』を象かたどった銀飾りをティナへ見せた。王立学校次席入学の証あかしだ。休日は、ネックレスにして身に着けているらしい。

　ティナの小さな身体からだがよろめく。

「！　そ、それは先生とお揃い……私も欲ほしい……でもでも、そうしたら首席じゃ……うぅぅ……ど、どうすればぁ」

　そこまで懊おう悩のうすることじゃないと思う。全力で試験を受けてくれれば。

　三人の希望は毎日か……。僕は頭を下げ、伝える。

「夏季休暇の最初、授業は出来ないんです。両公こう爵しやく家けに行く時間も取れそうにありません」

「「「!?」」」

　三人の動きが硬こう直ちよく。ティナとリィネの前まえ髪がみが萎しおれ、エリーも、しゅん、とする。

　僕は膝を屈かがめ、教え子達の目線に合わせる。

「私事なんですが、僕はカレンと一いつ緒しよに帰省しようと思います。……両親に、王宮魔法士に落ちたことを話さないといけないので。その間は授業をすることが出来ません。毎日するつもりもありません。両公爵殿下からも『娘達は一度必ず帰省を』と承うけたまわっています」

「「「え～！！！」」」

「先生、御帰りになられたら、毎日がいいです！」「ア、アレン先生」

　ティナとエリーが僕の両りよう袖そでを引っ張る。対して座りっぱなしの赤髪公女殿下は首しゆ肯こうした。

「分かりました、兄様。ただ……授業がない日も会っていただけますか？　あ、兄様のお家うちに、ですね、あ、遊びに行ったり、お、お、お泊とまりしたり……したいなぁ、って……」

「それくらいなら何時いつでもいいよ。お泊りは、両公爵とリサさんの許可次し第だいだけどね」

「本当ですか!?」

　一いつ瞬しゆんで距きよ離りがなくなり、リィネが僕へ詰つめよってきた。前髪は右へ左へ。喜び全開。

　頭をぽんぽん。赤髪公女殿下の顔がほころぶ。

「兄様♪」

「……先生」「ア、アレン先生」

「ティナとエリーもですよ。ただ、僕の家に来ても、面おも白しろいことは何もないんですが」

「「「いいんでーす♪」」」

　再び揃う声に困こん惑わくしつつ、三人を見み渡わたす。

「細かい日程はカレンとも相談しないといけませんが、夏季休暇が始まってすぐだと思います。期間は長くても二週間程ほどですが短くします。可愛かわいい教え子が待っていますから」

「可愛いだなんて……先生ったら」「あぅ……アレン先生」

「──兄様、もう一つよろしいでしょうか」

「何だい、リィネ」

　思案顔になった赤髪少女の手が、すっと、挙がった。真ま面じ目めなようでいて、瞳ひとみに浮うかぶそれは、某ぼうメイド長さんがよく浮かべている悪わる巧だくみの色。

「試験で私の成績が一番良かったら、またお願い、聞いてもらえますか？」

「いいけど……ずっとリンスター本家へ行く、とかは難しいからね？」

「ありがとうございます♪」

　ティナとエリーが抗議。

「リ、リィネ」「あぅあぅ、リ、リィネ御お嬢じよう様さま」

「……二人共、こっちへ来てください」

　赤髪少女は左手でそれを制し、部屋の隅すみへ移動。

「？　何です？？」「？　リィネ御嬢様？」「いいから──大事な話です」

　二人を呼び寄せ密談を開始。「──これなら、私達の誰だれが勝っても、兄様の御ご実家に」「！　リィネ、貴女、天才ですね！」「す、凄すごいです」ヒソヒソと漏もれ聞こえる単語に嫌いやな予感。

　密談を終え、三人が僕の傍そばへにじり寄って来た。

　ティナが両拳こぶしを握にぎりしめ主張。

「先生！　リィネだけとそういう約束するのは、不公平、不均等です！」

　エリーは両手を合わせ恥はずかし気。

「ア、アレン先生、ティナ御嬢様と、私も参加したいでしゅ。あぅ……」

　リィネが二人を援えん護ご。

「兄様、私もそう思います。やはり、競きそい合う相手がいた方がいいかと」

　まぁ、確かにそうだ。三人へ頷く。

「……無理は言わないでくださいね？」

「「「やったぁ！」」」

　三人娘が手を取り合い、その場でぴょんぴょん跳はねまわる。

　そんなに喜ぶことかなぁ？　少しだけ帰省で重たくなっていた心は和なごむけど。

　教え子達へ提案する。

「では、夏季休きゆう暇か中、週何日、授業をするのかだけ決めましょうか。午後、ステラとカレンが来たら、あの子達の希望も聞いてみましょう。フェリシアは……夕方でしょうしね」




　　　　＊




　週明け炎曜日。

　僕は王立学校前期試験、その実技試験会場に佇たたずんでいた。

「そ、そんな……」

「こ、ここまで……実力差が……」

「ま、魔ま法ほうを使わせることも出来ないなんて……」

「つ、強すぎる……『剣けん姫き』のオマケ、って水準じゃない……」

「はい。終わったら演習場から出てくださいね。怪け我がをされた方はいませんか？」

　荒あらく息を吐はき、地面に膝ひざをついている王立学校の生徒達を見回す。

　全員、一年生。真新しい夏服姿が初うい々ういしい彼等は項うな垂だれ下がっていく。

　早朝、唐とう突とつに『実技試験官を務めてくれたまえ。拒きよ否ひ権はない』と通達してきた学校長は、一年生の中でも優ゆう秀しゆうな子達を僕に担当させたようだ。自分ですればいいものを。

　設けられた四方の観客席には、試験を終えた一年生以外にも、二年生、三年生、教師の姿まである。皆みな一様にノートを取り、議論をしている。映像宝ほう珠じゆは禁止らしい。

　隣となりを見やる。

　巨きよ大だいな石いし壁かべと各属性軍用結界によって囲まれ、演習場から分断されているのは、『実力が懸けん絶ぜつしている』と判断された生徒の為ために設けられる特別実技試験会場。今期は、一年生が三名。二年生が二名。三年生が三名。合計八名。二年生は生徒会所属の子だそうだ。

　対学生相手の実技試験としては異例。見学も原則禁止。

　──微かすかに感じる魔力。

　今はティナ達が、学校長相手に試験中か。時折、結界が悲鳴をあげている。

　学生達には聞こえない風魔法による通信が入った。『き、君！　は、早く、助けに来たまえっ!!　入学試験時とは三人とも、別人』。遮しや断だん。大だい丈じよう夫ぶ、学校長は強いんですから。

　試験を担当する学生の最終組が姿を現した。見知った顔の男女一年生の四人組。

　まだ幼さの残る顔立ちをした濃こい茶ちや髪ぱつの少年──王国東方にその名を知られた名門貴族ハークレイ家子息、フレッド・ハークレイは入ってくるなり、眼鏡を光らせ叫さけんだ。

「アレン教きよう諭ゆ！　試験開始の前に武器を持っていただきたい！」

　観客席がざわつく。

　続けて気位の高そうな少女──王国西方において魔法の名家として名高い、パトリシア・ロックハートも同調。風魔法が漏れ、見事な金色ロール髪が揺ゆれる。

「その通りですわ！　私達相手に徒手では、危険極きわまりないですっ！」

　二人共、自信満々。それはいいんだけど……。

「さぁ、アレン教諭！　剣でも槍やりでも杖つえでも、好きな得え物ものを持ってください!!」

「早く選んでくださいませ。何時まで経たっても実技試験を開始出来ませんわ！」

　斧ふ槍そうの石いし突づきを打つフレッド。腰こしの鞭むちを叩たたくパトリシア。両者が胸を張って主張。

　後ろで長ちよう杖じようを抱かかえているエルフの美少女と、両手斧ちようなを持ったドワーフの少年に尋たずねる。

「ここまで素す手ででしたし、最終組だから、といって変えるのはまずいですよね？」

　フレッドとパトリシアが叫ぶ。

「そんなことはないっ！　……いえ、ありません」

「そうですわ！　私達は『三さん小しよう姫き』の方々を除けば、最も優秀なのですから！」

「『三小姫』？」

　再び、ドワーフの少年──ノーリに視線を向けると、縮れた赤黒の髪を弄いじりながら答えてくれた。彼は四人の中で一番背が低いけれど、しっかり者なのだ。

「……ハワード、リンスター、ウォーカー三人の呼び名。『小しよう氷ひよう姫き』『小しよう炎えん姫き』『小しよう風ふう姫き』。非公式だけど」

「ほほぉ」

「ノーリ、何を言っているんだ？」「呼び名案を出したのは貴方あなたでしょう？」

「…………先生、早く始めようぜ」

　ノーリが赤くなり、巨大な両手斧を肩かたに置き、突とつ撃げき態勢。

　おどおどし、長い光り輝かがやく薄うす翠みどり髪がみをしたエルフの美少女にも確かめる。

「ナノアさんは、どうしたいかな？」

「！　!!　!?　え、あ……あ、あたしは、みんなと一緒で……」

「……先生、あまりこいつを困らせないでくれ」

　ノーリがナノアの前に立って姿を隠かくす。二人は幼おさな馴な染じみなんだそうだ。

　甘あま酸ずっぱい青春の気配。ドワーフの少年の背が足りなくて、全然隠れていないけど。

　前方の人族の少年少女が催さい促そく。

「アレン教諭」「さっさと試験をしてくださいまし」

「ああ、申し訳ない。ですが、僕は手持ち武器がありません。借りに行くのもどうかな、と」

「こちらだけ武器ありでは戦えない。我が名と、ハークレイ伯はく爵しやく家けの名めい誉よに懸かけて！」

「私もフレッドと同じ考えですわ。私の名と、ロックハート伯爵家の誇ほこりに懸けて！」

　短期間とはいえ教えた生徒達が、きちんと成長してくれていて嬉うれしい。

「御二人は仲がよろしいんですね」

「！　……アレン教諭。同意出来ない。何ど処こをどう見たらそうなるのか。俺がこんな乱暴女と？　あり得ないっ！」

「！　……だ、誰が乱暴女なんですの？　わ、私だって、偏へん屈くつを気取っているだけの男なんか、願い下げですわ！」

「な、なんだとっ」「なんですのっ」

　観客の面前で、僕そっちのけの言い争いが勃ぼつ発ぱつした。

　後方のノーリは『頼たのむ……さっさとしてくれ。してください』。

　ナノアは少年を嬉しそうに見つめている。

　気付けば隣の演習場の魔力が収まっていた。学校長へ風魔法で連れん絡らく。

『そちらの様子は如何いかがですか？』

『………………死ぬぞ。幾いくら、私でも死ぬのだぞ？』

『大丈夫ですよ。三百歳を超こえている天下の『大だい魔ま導どう』なのでしょう？』

『……見み栄えを張ったというか……実際、そこまでの歳としでは……』

『ティナ達は？』




「先生～！！！！！」




　返答が来る前に、とても明るい声が響ひびいた。観客席の最前列でティナが右手をぶんぶん振ふっている。跳ねた前髪は大きく立ち、高こう揚よう。左手には長杖。

　周囲の生徒達が僕と少女を交こう互ごに見み渡わたし、おもむろに納なつ得とく。うん？

　少し遅おくれてリィネもやって来た。やっぱり、跳ねた前髪は高揚。

「はぁ……首席様は、はしたないですね」

「む！　貴女あなただって、一いつ生しよう懸けん命めい、走っていたじゃないですかっ！」

「走っていません」

「走ってましたっ」

　魔力も放出も普ふ段だん以上に多く、少女達の髪が逆立っている。指を曲げ消し、注意。

「……御二人共。時と場所を考えましょう」

「「だって、この子がっ！」」

「エリーはどうしたんですか？」

「あ、エリーはですね」「フェリシアさんを向こうの試験会場で介かい護ごしています」

「フェリシアを？」

　今回、学生生活最後の試験を受ける、人見知りな眼鏡少女は『カレンとステラの試験を見学します！　ティナさん達のも!!』と張り切っていた。

「二人共……やり過ぎましたか？」

「わ、私達は平常運転でしたっ！」「ふ、普段通りです」

「じゃあ、誰だれが──……」

　脳のう裏りに、ブロンド髪の天使。

　……エリーがまさか。そんなことを考えるなんて、僕はどうかしている。帰省の日が近付いてきたことで、神経質になっているのかもしれない。

「まぁ、いいです。後でじっくりと聞かせてもらいましょう」

「む～。先生はエリーに甘すぎです！」「兄様……その甘さ、リィネにも……」

「──試験は楽しめましたか？」

「「！　はい♪　全力は出し切りました！」」

　花が咲さいたような満面の笑えみ。充じゆう実じつ感が伝わる。

　隣の演習場からは氷と光、そして雷かみなりの波動。ステラとカレンも張り切っているようだ。

　──よし、僕も頑がん張ばらないと！

　未いまだに口くち喧げん嘩かが止やまない一年生二人を呼ぶ。

「ハークレイさん、ロックハートさん」

「何です！」「何ですの！」




「武器の件、了りよう解かいしました。お相手しましょう」




「「！」」

「ティナ、リィネ」

「先生？」「兄様？」

　公女殿でん下か達の瞳ひとみにははち切れんばかりの期待。お願いを口にする。

「御お二人の、長杖と剣を貸してくれませんか？」

「「！　はいっ!!」」

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなくティナとリィネは、愛杖と愛剣を観客席から投げ寄こしてきた。

　右手で長杖を受け取り、一回転しながら片手剣を左手で引き抜ぬき、鞘さやを観客席の赤髪少女へ打ち返す。

「わぁわぁわぁ！」「はぁぁ……あ、兄様……カ、カッコいい……」

　ティナがその場で跳とびはね、リィネは左手で鞘を受けとり抱だきしめ、ぽ～、としている。

　観客席がどよめく。

　顔を引き攣つらせた一年生四人に微笑ほほえみながら、長杖と片手剣を構える。

「さぁ──貴方方の全力を、僕に見せてください」




　　　　＊




　試験後、学校長室へ入ると、老エルフはソファに横たわっていた。顔の半分には白布がかけられており呼吸が荒あらい。

　床ゆかを駆かける軽かろやかな音と共に、跳ちよう躍やくし飛びついて来る黒猫姿の使い魔様。

「おっと、アンコさん。お土産みやげはないんです。教授、何かありませんかね？」

「残念だがないのだよ。まったく、何ど処こぞの性しよう悪わるエルフは、気が利きかない老人だ。試験後、僕等が来ることは伝えてあったのにね」

　そう言いつつ、自分の研究室にでもいるかのようにくつろいでいる恩師は、学校長の椅い子すに座りながらカップを掲かかげた。紅茶の良い香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

「しかし、アレン。また、やり過ぎたかい？」

「また、って何ですか、またって。何時いつも通りですよ」

「『何時も通り』、ね。君らしいと言えば、君らしいよ」

　僕はアンコさんを抱きかかえながら、手にしたカップにお湯を入れつつ、教授へ質問。

「で？　どうして、天下の『大魔導』にして王立学校長でもあられるロッド卿きようが、こんな感じになられているんです？」

「さぁねぇ。僕が来た時にはこうだった。聞いても動か……はっ！　も、もしや、遂ついに？」

　自じ称しよう齢よわい三百は虚きよ勢せいらしい老エルフが動き、毒を吐はく。

「…………誰が、死ぬ、ものか。若造、白布を置いたのは貴様ではないか」

　教授が学校長へ返す。

「ほぉ？　では、その証しよう拠こはあるので？」

「し、証拠だと!?　そ、それは……ないが……」

　僕を見て、恩師は学校長を揶や揄ゆ。

「聞いたかい、アレン？　すぐこうして罪を押し付けてくる。長生きしてもこれでは……。ああ、僕とてエルフの友人は多い。誰しもが、言いがかりをつけてきたり、『私がお前たちに物を教えてくれよう！』と、学生に挑いどむ人じゃないことは知っているよ」

「うぐぐぐぐ……」

　教授の指し摘てきに学校長は唸うなるのみ。今日だけで随ずい分ぶんとおやつれに。

　カップのお湯を捨て、ティーポットから紅茶を注ぎ、少し考え砂糖を加える。

「最さい優ゆう秀しゆう生徒相手の三連戦だったんです。お疲つかれになっても仕方ないのでは？」

「アレン、甘やかしは良くない。砂糖を入れるなんて珍めずらしいね。茶ちや菓が子しも買ってきたよ」

「ありがとうございます。──いけますね。何処のお菓子ですか？」

「バザールの小さな出店で見つけたんだ。店主は南方島とう嶼しよ諸国出と言っていた。アトラス侯こう国に店を持っていたけど、ここ数年、税金が重くなり、王都に出て来たそうだ」

　砂糖の指摘は無視。小さな貝かい殻がらの形をしたクッキーを頰ほお張ばりつつ、空いている椅子へ腰こしかけ、紅茶も一口。ほのかな甘さ。学校長が僕に対して呻うめいた。

「…………私は君に言ってきた筈はずだ」

　依い然ぜんとして横たわる学校長を見る。頰ほおには泣いた跡あと。ええ……。

　がばっ、と上半身を起こし、強い𠮟しつ責せき。

「『くれぐれもやり過ぎるな』と！　にもかかわらず、あれは何かねっ!?　ええっ!!」

「？　ティナとリィネが極きよく致ち魔ま法ほうを使えるのは御承知でしたよね？」

「違ちがうっ！　その件についても言いたいことは山やま程ほどあるが、私が言いたいのは、だっ!!」

　学校長は僕を睨にらみつけた。アンコさんが狙ねらう、クッキーの載のった小皿を遠ざける。

「何なのだっ！　あのウォーカーの少女はっ!?　聞いておらんぞっ!!」

「凄すごいでしょう。成長速度だけで言えば、ティナやリィネよりも上かもしれませんね」

「ほぉ……エリー嬢じようもそこまで。引っ込み思案な子だったんだがね」

　教授が興味深そうに口を挟はさんでくる。僕は膝ひざに乗って来た使い魔様を撫なでつつ、頷うなずく。

「実戦経験は足りていませんが、それは追おい々おい。上級魔法も習得済みです」

「ほほ～。……アレン、君、ウォーカー家へ入る要よう請せいがくるかもしれないよ？」

「……教授、『あの』ウォーカー家ですよ？　あり得ません。第一、エリーはまだまだ子供です」

「そう思っているのは君だけだと思うけどね」

　次いで教授は学校長を見やると、ニヤリ。あ……敵失に付け入る気だ。

「な、何だ、若造、その目は！」

　偉えらい筈のエルフは激しく動どう揺よう。

　我が恩師がわざとらしく嘆たん息そくする。

「なに……ティナ嬢達の試験の話に戻もどるが、これはあくまでも、仮定の話。極致魔法を警けい戒かいしていた『大魔導』様は、『氷ひ雪せつ狼ろう』と『火か焰えん鳥ちよう』には対処した。リィネ嬢の接近戦にもだ。リディヤ嬢で散々な目にあったのだ、リンスターの剣けん筋すじは覚えているだろう」

　悪い笑顔を深める教授。学校長は挙動不ふ審しん。

　そういうとこですよ？　人望があるようで、ないのは。教授が楽しそうに続ける。

「しかし、それは、二人の公女殿下の罠わな。エリー嬢が仕込んでいた上級魔法だか、罠だかを思いっきり踏ふみ抜いた人物は、哀あわれ！　そのまま墓石の下に……悪いエルフだった」

「生きておるわっ！！！！！」

　耐たえ切れず抗こう弁べんした学校長を注意する。

「学校長、お静かに。アンコさんが眠ねむたそうです」

「あ、ああ……すまぬ」

　老エルフは顔を伏ふせ、唇くちびるを嚙かみ締しめると僕への訴うつたえを続行。

「なぁ君……僅わずか数ヶ月で、あの水準まで育ててくれるな……彼女達が飛び級をしなかった場合、私は、後五度も試験を担当しなければならないのだぞ……」

「アレン、ティナ嬢達は、君とリディヤ嬢、王女殿下以来の飛び級をするのかね？」

　教授が口を挟んでくる。学校長の瞳に希望が宿り、生気と威い厳げんを取り戻す。

　僕はお代わりの紅茶を注ぐと一口。ミルクを足しながらあっさりと返答する。

「三人に飛び級をさせるつもりはありません」

「…………な、ぜに？」

　老エルフが呆ほうける。僕はソーサーにカップを置いて、焼き菓が子しを摘つまんだ。

「学校生活を楽しんでほしいので。卒業してしまうと友人も作り辛づらくなりますし」

「はは、アレン、もっと社交をしたまえよ。僕のように」

「教授、なら研究室に僕等と同年代を入れてください」

「それは無理な相談だ。君とリディヤ嬢に匹ひつ敵てきする者が王国内にいるとでも？」

「……過分な評価は有あり難がたく」

　いきなりの誉ほめ言葉。こういう時は本気だから困ってしまう。

　アンコさんを一撫でし、話題を変える。

「学校長、ステラとカレンはどうでしたか？」

「！　そちらの方が問題だっ!!」

「アレンが僕を呼んだのもそれが理由かい？　特にステラ嬢かな？」

「はい。教授、学校長、これを見ていただけますか」

　大きく頷くと、空中に魔法式を投とう映えいする。




　──僕がステラの為ために新しく組んだ、氷と光の極致魔法『氷ひよう光こう鷹よう』。




　教授が珍しく顔を強こわ張ばらせ、呻いた。

「……アレン」

「万ばん人にんに適用出来る概がい念ねんではありません。使い手は既き存そんの極致魔法より限られます」

　学校長へ確かく認にん。

「ステラは上手うまく使えていましたか？」

「……使えていたとも。初手がカレン君の『雷らい神じん化』。次手、ステラ君の上級魔法三連。三手目はステラ君とカレン君の連れん携けい攻こう撃げきだった……」

　努力家の公女殿下と自じ慢まんの妹を想おもう。あの子達も頑がん張ばっている。

　学校長は端たん整せいな顔を歪ゆがめ、両手で覆おおった。

「完成には時間がかかろうが……こ、後期試験が恐おそろしい……」

　教授は愉ゆ悦えつ。老エルフを煽あおる。

「御老体。年ねん齢れいを考えるべきだろう？　常つね日ひ頃ごろ、吹ふい聴ちようしている『三百を云うん々ぬん』は半ば戯たわ言ごととしても、二百は優に超こえている身で……遂にボケたのか？」

「……若造。貴様も来年はこうなるのだぞ？　彼女達の志望先、見ておらんのか？」

「？　何を言っているのか意味がよく分かり──……アレン」

　僕は真顔で嘯うそぶく。

「教え子として巣立った研究室のことを宣伝するのは、最低限の務めかと」

「!?　……ふ、ふふ、ふふふ。甘いっ！　甘いぞっ!!　アレン、御老体っ！！！　僕にはステラ嬢とカレン嬢が研究室入りを望んでも拒きよ否ひする権限があるのをお忘れかっ！」

　錯さく乱らんした恩師が、強権を振ふりかざそうとするも、さらっと勧かん告こく。

「既すでにハワード、リンスター公こう爵しやく殿でん下かより陛下への御お口くち利ききをお願いしている段階です」

　教授の身体からだがよろめいた。

「ば、馬ば鹿か、なっ!?　……ま、まだだ！　ま、まだ、何かしら避さける手立てが」

「若造。大だい丈じよう夫ぶだ」

「御ご老ろう──いや、ロッド卿。ま、まさか、貴方あなたが私に代わって……？」

　立ち上がった長身エルフが教授の肩かたに手を置いた。

　犬けん猿えんの仲である人物の意外な行動に、恩師の瞳ひとみには薄うっすらと涙なみだが浮うかび

「──貴様が彼女達の試験をする際は万難を排はいし、必ず、見学に行くとしよう」

「……貴方の首をねじ切ろうと思う。神だか何だかも許してくれるに違いない」

　そんな茶番を捨て置き、僕は本題を切り出す。

「話が脱だつ線せんしました。御お知ち恵えを御借りしたいのは、『氷ひよう光こう鷹よう』をどうすべきか、です。『蒼そう剣けん』『蒼そう楯じゆん』も含ふくめて」

　ふわっ、としていた空気が緊きん張ちようをはらむ。

　教授は近くの椅子に深く腰をかける。学校長も自分の席へと転移、僕へ問う。

「……見た者は？」

「ティナ達と僕の後こう輩はいのギル・オルグレン。ハワード、リンスターのメイドさん方。ワルター様にも御報告済みです。ギルは、秘ひ匿とくすべき、と。公爵殿下も同意見でした」

「賢けん明めいな判断だ」

　老エルフが右手を握にぎった。空中に、大陸西方の地図が浮かび上がる。

　各地に八つの星が刻印され、赤・青・茶・緑・紫むらさき・蒼・黒が明めい滅めつ。白は薄うすくなっている。

「つい先日まで、『極致魔法』は大陸全土を見ても八つしか存在していなかった。これは、魔王戦争時より不変。王国に四つ。北方のユースティン帝てい国こくに二つ。帝国北東部のララノア共和国に一つ。南方、侯国連合の水すい都とに一つ。内、実働は七つ」

　共和国にあった白の星が欠け、王国北方に一つ白はく蒼そうの星が加わった。

　腕うで組ぐみをしながら学校長が重々しい声を出す。

「半世紀程前、帝国と共和国は分ぶん裂れつ。結果、共和国建国に重きをなした帝てい国こく某ぼう侯こう爵しやく家けは衰すい微び。光属性の極致魔法の使い手が絶えた。魔法式は現存しているようだがな」

　教授が後を引き継つぎ、王国屈くつ指しの魔法士としての見解を述べる。

「極致魔法と秘伝の存在により『個』は抑よく止し力りよくとなり得る。現状でも、王国に四家もいるのは多過ぎる、という各国の不満は大きい。如い何かに、西方が魔王領と接していても、だ。そこに新しい極致魔法と秘伝魔法が追加となると……アレン、難題だよ」

「分かっています。──あれはステラが開発した、ということでお願いしたく。当然、公表は彼女がハワード家を継ついだ後がよいと思います」

　恩師二人が叫さけんだ。

「！　君」「アレン」

「御二人には、陛下とルブフェーラ、オルグレンの両公こう爵しやくに御報告をお願いしたく。ワルター様も了りよう承しよう済みです。リンスターにはあいつ経由でお伝えします」

　──聖せい霊れい堂の上、二人で見た王都の夜景が脳のう裏りに浮かんだ。

　心に穏おだやかなものが満ちる。

「ステラ・ハワード次期公爵が編み出した新極致魔法と新秘伝、いい響ひびきですね」

　僕の恩師達は目を見開き絶句。二人して頭を抱かかえた。

「…………若造、貴様、どういう教育をしているのだ。よいか？　既存の魔法や技わざではない。新しき極致魔法と秘伝ぞ!?」

「…………御老体、失礼ながら、アレンはそちらの卒業生でもある。こちらへ、責任を押し付ける物言いは、いささか」

「王立学校は一年！　大学校は三年ではないかっ!!」

「はっ！　何を言うかと思えば」

「「っ！！！」」

　教授と学校長が胸むな倉ぐらを摑つかみ合い、対たい峙じする。学校長……転移魔法を使いすぎです。

　一いつ瞬しゆんで教授の前へ移動した老エルフに心の中で突つっ込こみつつ、仲裁しながら確認。

「よろしいですね？」

　二人は視線を合わせ無言で合意。お互たがいの胸倉を離はなした。教授が請うけ負ってくれる。

「……分かったよ、アレン。陛下達にはうまく伝えておこう」

「ありがとうございます」

「なぁ……君。功績でいっそ貴族になってしまわぬか？　当面、伯はく爵しやく位い程度で？」

　何時いつの間にか、自分の椅い子すへ戻っている学校長が匙さじを投げたかのように提案。首を振る。

「獣じゆう人じんの各族長で男爵並みなんですよ？　狼おおかみ族は獣人全体の統領も兼かねるのが慣習ですから、そうなっても子爵並み扱あつかいです。飛び越こえて良いとは思えません」

「ちっ。ここで、その問題が邪じや魔まをしてくるのか。若造」

「陛下と話をしなくてはなりますまい。ルブフェーラからも十数年前の事件以降、獣人族の権利拡大についての要求は大きくなっておりますし」

「……とっとと、片付けるとしよう」

「……ええ」

　二人が結けつ託たく。守旧派の方々に同情する。でも、獣人の権利が拡大するのは大だい歓かん迎げい。

　次いで、続行中の依い頼らいについて聞く。

「あとですね──例の『日記帳』なのですが」

「あーあー若造、貴様、今年もハワードへ避ひ暑しよに行くのか？」

　露ろ骨こつに学校長が声を大きくし、教授に話しかける。

「え、ええ。御老体こそ、西へお帰りに？」

「学校が夏季休きゆう暇かに入り、二侯こう国こくと聖せい霊れい騎き士し団の特使殿どのが戻もどった後になろうな。聖霊騎士団の連中は相変わらず宗教臭くさい。しかし、侯国連合が今いま更さら、南方戦せん役えきの講和条件を蒸むし返すのは不自然ではないか？　どちらも、表向きは国境での軍事演習予告らしいが」

「リンスターの先代とリアムは商売上手です。侯国北部は経済が苦しいのでしょう。聖霊騎士団は予告なしの大演習を行い、オルグレン老公が激げき怒どされるのを気にしたのでは？」

「その老公だが……容よう態だいが悪いらしい。次期公爵を早めに決定したい、と陛下に内々の奏上があったそうだ。馬鹿王子も未いまだ懲こりぬらしいぞ？　リンスターの長男が、近この衛え一個中隊を連れて東へ向かった。詳しよう細さいは分からぬが」

「あそこの息子むすこ達も困ったものですな。この程度の問題を、オルグレンが自ら対処せぬとは。次期公爵は誰だれに？」

「うむ。老公の意中は四男のギル」




「──御二人共？」




　果てしなく続くだろうやり取りを止める。目を露骨に泳がす王国有数の魔ま法ほう士し様方。

「解読、終わりませんでしたか？」

　教授が気重たそうに身体を椅子の背もたれへ預けた。

「残りは数頁ページ。最後の難所のみだ。……アレン、正直言って危険過ぎる。『本物』──大魔法が記されている可能性が極きわめて高い」

「日記上で新しい情報は何か？」

「戦争が始まったよ。大陸戦争だ。『彼女』の想おもい人が戦死した。以降の記述は狂きよう気きじみてきている。幾いくつか、魔法式らしきものが殴なぐり書きされてはいたが」

　教授がしかめっ面つら。解読不能、と。

　夏季休暇前に間に合えば良かったのだけど……。

「了りよう解かいしました。引き続きよろしくお願いします」

　老エルフが訝いぶかし気。

「……君、どうしたのだ？　普ふ段だんはもっと、催さい促そくするではないか」

「前、学校長が言われたじゃないですか。『あれは邪じや悪あくなものでは決してない』って。だから、焦あせるのはやめたんです。王立学校が夏季休暇に入った後……僕も帰省しようと思います」

　紅茶を飲みつつ、調子を取り戻した教授が頷うなずく。

「それがいいね。そうだ、君の帰省を関係各所に──……こほん。良き旅を」

「？　教授、何か言いかけませんでしたか？」

「気のせい、気のせいさ」

　ニヤニヤしている教授を見てアンコさんが嫌いやそうな顔をされている。……怪あやしい。

　僕の猜さい疑ぎを無視しながら、教授は話を続けた。

「ああ、そうだ。リディヤ嬢じようなんだがね、大分、キテルようだ。……王宮内でずっと笑え顔がおだそうだからね」

　ずっと笑顔。危険だ。とてもとても危険だ。戸と締じまりは厳重にしよう。

　だけど、あいつに会わないで帰るのもな……。

「あと、君が要望していた例の件──正式に通ったよ」

　教授の一言に心が軽くなる。頭を下げ、御お礼れいを言う。

「ありがとうございます」

「公式には『王女殿でん下かの希望』ということにしてある。御本人も望まれていたからね。丁度いい隠かくれ蓑みのさ。……バレたら大変だろうが」

「……ここだけの秘密、ということで」

「……分かっているとも」

　恩師に近づき固い握あく手しゆ。一いち蓮れん托たく生しようだ！

　学校長が焼き菓が子しを一気に二枚食べながら僕の行動を論評。

「陛下は呆あきれられていたぞ。ジェラルドが暴走させし『光こう盾じゆん』を止めた功績で、『剣けん姫き』を王宮魔法士から、王女直属護衛官へ正式転属させるなぞ……王家の護衛官は原則長命種。人族がつくのは異例。ここ数十年では、『黒騎士』くらいしか、名前が浮かばん」

「王国にとって良案だと自負します」

「僕もそう思いますな。リディヤ嬢には、自由裁量を与あたえた方がいい」

　腐くされ縁えんを御ぎよするのは至難の業わざ。王宮魔法士筆頭にでもならない限り、力は有効活用されないだろう。僕とリディヤの同期生である、シェリル王女殿下には頑がん張ばってほしい。

　老エルフがぽつり、と指し摘てき。

「──君、もう一つ忘れているな」

「？」

「ハワードの次女に『氷ひ雪せつ狼ろう』を使えるようにしたことと、ジェラルドの件の功績は『剣姫』の出向及および転属だとしよう。しかし──新極きよく致ち魔法及び秘伝の分がまだではないのか？」

「王子の件と相そう殺さいになったのでは？　僕とティナ達への御お咎とがめ無しで」

「はんっ！　笑わせてくれる。若造、貴様の考えや如い何かに？」

「全面同意を。いっそ、リディヤ嬢の部下とかどうだい？　従者なら文句も出にくい」

「……教授、僕は王宮出入り禁止です」

「そんなものは方便さ。どうとでもなる話だ」

　とても悪い顔だ。学校長も当然と言わんばかりだし。こういう大人達にはなるまい。ティナ達にも、よくよく言い含ふくめておかないと。

「特段望みはない──……ああ、一つありました」

　老エルフが重々しく首しゆ肯こう。

「王立学校の教師枠わくか。後期より全学年の最さい優ゆう秀しゆう組を担当するように」

「御ご老体、世よ迷まい言ごとが過ぎますな。アレン、うちの研究室を継つぐなら何時でも言っておくれ。そしたら、僕は南北を行き来する優ゆう雅がな生活をおくれる」

「……若造、寝ね言ごととは寝て言うものだぞ？　貴様は今の十倍働け。馬車馬の如ごとくな」

「「っ！！！」」

「あ～はいはい。喧けん嘩かは止やめてくださいね。アンコさんがお怒いかりです。では──……」

　煩わずらわしそうに睨ねめあげる膝ひざ上うえの黒くろ猫ねこ姿な使い魔様をあやしつつ、僕は欲ほつする物を口にした。高価な物だし十分、釣つり合うだろう。

　それを聞いた学校長と教授は再び頭を抱え込まれた。変なことを言ったつもりは？

「……君な」「……アレン」

「ここ数週間、忙いそがしかったので選ぶ暇ひまがなくて。僕は自分の審しん美び眼がんに自信もありません。下宿先の家具もリディヤとカレンが選んでいます。フェリシアの門かど出でに良品を是ぜ非ひ」

「君は、新極致魔法、新秘伝の創造という、自分が成し遂とげた歴史的快挙をなんだと……いや、もういい。西方最高の逸いつ品ぴんを届けさせるとしよう。最速の飛ひ竜りゆう便でな！」

「何を仰おつしやるのか、と思えば。西方産を届けさせずとも、王都には最新最高の逸品が揃そろっていますよ。アレン、僕が王国最高の物を選んでおくよ」

「「っ！！！」」

　恩師達が三み度たび、胸倉を摑み合う。ティナ達だったら魔力が漏もれだすところ。見事に抑よく制せいされているのを褒ほめるべきか、大の大人が……と呆れるべきか。

　そう言えば、ジェラルドの件で腐れ縁が何をもらったのか話を聞いてないや。

　未だいがみ合う恩師達を見やり、アンコさんを最後に一ひと撫なで。

「では、よろしくお願いします。日記帳の件は解読が終わり次し第だい、御お報しらせください」




　　　　＊




　週末、氷曜日の午後。家庭教師の日なのだけれど、本日は特別にお休み。

　汽車の手配をした後、ハワード家の内庭へ出向くとみんなもう揃そろっていた。六人共、制服姿で仲良く談だん笑しよう中。腐れ縁の姿はない。朝、魔法生物の小鳥で『……行けない……』という、怨おん念ねんすら感じさせる伝達が届いたのみ。

　大だい丈じよう夫ぶかな？　ステラと魔力を繫つないだ件で取引した平日も泊とまりに来ていない。妹に一部泊まる権利を譲じよう渡としたとは聞いたけど、北方でティナとエリーの家庭教師を引き受けていた三ヶ月間を除けば、顔を合わせていない期間としては過去最長だ。

「あ、先生～。こっちですよ、こっち～」

　僕に気付いたティナが、椅子に座りながら手を振ふってくれる。

　ここまで案内してくれたハワード家の若いメイドさんに会え釈しやく。別れ際ぎわに「頑張ってください！　フェリシア御お嬢じよう様さまも可愛かわいいですよ！」と応おう援えん？された。はて？

　近付いていくと、年少組の三人娘むすめ──ティナ、エリー、リィネが駆かけよって来た。

「先生！　先生!!」「ア、アレン先生」「兄様、これを」

　次々と王立学校の紋もん章しようが入った、試験結果入りの封ふう筒とうを手て渡わたしてくる。

「ありがとうございます。お茶を飲みながら見てみましょう」

「「「は～い」」」

　返事が綺き麗れいに揃い、手を引かれ、テーブルへ。温度調整魔法で屋根の下は涼すずしい。

　年長組三人の内、二人が立ち上がった、もう一人の眼鏡少女はそっぽ。ん？

　立ち上がった少女の片割れ、長い薄うす蒼あおの白はつ金きん髪ぱつを編みこみ空色のリボンで結んでいる少女は、僕を見て嬉うれしそうに名前を呼んでくれた。腰こしには細さい剣けんと短たん杖じようを下げている。

「アレン様！」

「こんにちは、ステラ。試験、張り切ったみたいですね。学校長を泣かしたとか？」

「そ、そんなこと……大部分はカレンだと思います」

「ほほー」

「うぅ～ア、アレン様は意地悪ですっ」

　僕の右みぎ腕うでをぽかり。仕草が可愛らしい。

　この子はステラ・ハワード。

　ティナの実のお姉さんであり、次期ハワード公こう爵しやくであり、現王立学校生徒会長でもあり……つい先日、僕の教え子になった女の子でもある。

　ステラの隣となりに立つ狼族の少女が、灰銀色の耳と尻尾しつぽを動かしながら淡たん々たんと告げてきた。

「兄さん、冤えん罪ざいです。私は極ごく々ごく普ふ通つうに試験を受けました」

　制せい帽ぼうには王立学校副生徒会長を示す『片かた翼よくと杖つえ』の銀飾かざりが光っている。

　この子はカレン。僕の世界でたった一人の妹だ。

「三属性複合を纏まとって突撃してきた……って学校長は涙なみだ目めで言っていたよ？」

「兄さんこそ試験官になられた、とお聞きしました。で、あるならば、妹である私を見てくださるのは、最低限の──……あ、いえ、兄さんもお忙しいですし、仕方ないですね」

「でも、凄すごく頑張った、って聞いたよ。偉えらい偉い」

「あ……」

　制帽を取って妹の頭を優やさしく撫でる。耳がピコピコ、尻尾も機き嫌げんよさそうだ。ただ、少しだけ表情に陰かげ。どうかしたのかな？

「も、もう、大丈夫です。……ありがとう、ございました……」

　カレンが自分から頭を外し、席へ着いた。目を細め、ティナ達を一いち瞥べつ。

「「「！」」」

　いそいそ、と制帽を外そうとしていた年少の三人も着席。

　依い然ぜんとして黙だまっている、淡あわい栗くり色いろ長ちよう髪はつの眼鏡少女を呼ぶ。

「フェリシア」

「…………」

　これみよがしにそっぽを向いたまま。ふむ。

　空いている椅い子すへ着席。左右には、生徒会長と副生徒会長。

「ステラ、カレンも成績表は」

「「どうぞ」」

「速いですね」

　苦笑しつつ受け取ると、テーブルの上にもう一通、封筒が差し出された。

　妹の隣の眼鏡少女が此方こちらを、ちらちら。噴ふき出す。

「なっ！　ア、アレンさん！　私を見て笑いましたね？」

「──いいえ、そんなことは」

「噓うそです！　カレン、貴方あなたのお兄さんはズルい人で、意地悪だと思うんだけどっ!!」

　立ち上がり、両手を上下にぶんぶんさせむくれる、眼鏡少女に状じよう況きよう伝達。

「フェリシア、ハワード家の人達が見てますよ？」

「へっ？」

　離はなれた所には、興きよう味み津しん々しんなメイドさん達や、作業中の庭師達。若い執しつ事じ服を着た青年の姿も。そのことに気付いた眼鏡少女は

「……きゅう」

　と可愛く鳴き、後ろの椅子に倒たおれ込んだ。エリーの浮ふ遊ゆう魔ま法ほうが高速発動し、頭を打つのを防ぐ。

　それを見た、ティナとリィネ、カレンも加わってひそひそ話。

　今、目を回した少女は、フェリシア・フォス。

　ステラとカレンの親友にしてルームメイト。新興商会であるフォス商会を陰で差配していたやり手だけど、極度の人見知り──特に男性を苦手にしている女の子。

　今期限りで名門である王立学校を自主退学し、僕もつい先日まで関かかわっていた、ハワード・リンスター両公爵家合同商会で仕事をすることを決めた、肝きもの据すわった子でもある。

　まだ彼女の父親であるエルンスト会頭に面会出来てないんだよなぁ。

　そんなことを考えながら、小さな水すい滴てきをフェリシアの額へ落とす。

「ひゃぅ！　……アレンさん」

「おはようございます。カレン、テーブルの飲み物とグラスを取っておくれ」

「はい」

　妹から冷えた紅茶が入った硝子ガラス製の入れ物を受け取り、グラスに注ぐ。

　いい香かおりだ。薔ば薇らかな？　砂糖とミルクを少しいれ、喉のどが渇かわいていたので飲み干す。

　眼鏡少女は上半身を起こすと、両手をテーブルについて前のめりに。双そう丘きゆうが強調……。

　気づかないフェリシアは目を細め、僕を詰きつ問もん。

「……アレンさん、私、実はもう商会のお仕事を手伝っているんです」

「み、みたいですね。アンナさんとシェリーさんに聞いています」

「……ど～う～し～てぇ、私を見ないんですか？　やましいことがあるんですねっ!!」

「違ちがいます。……ステラ、説明をよろしくお願いします」

「え？　わ、私がですか!?」

「……貴女あなた以外だと、ほら」

　ステラ、エリーを除く三人は、フェリシアの胸部を、じー。

　真ま面じ目めな生徒会長様は、親友の眼鏡少女へ耳打ち。

　すると、首筋から上が急激に赤くなり

「えっ、え？　わたしのむ、むね、み、見られ……うぅぅ～！　エリーさぁぁん」

「あぅあぅ。フ、フェリシア御嬢様は、と、とっても可愛いですよ？」

　的外れな気もするけど、絵にはなる。メイドさんに抱だき着いている眼鏡少女を促うながす。

「話の続きをお願いします」

「…………さっき、顔を出したら私が使っていた執しつ務む机と椅子がなかったんです。引ひき継つぎを行っているアンナさんとエマさんからは『詳しよう細さい、アレン様よりお聞きを！　なお、フェリシア御嬢様は試験だったので、本日強制的にお休みと聞いております★』って」

　教授と学校長の逸品達が届くのは来週のようだ。

　フェリシアを除いた少女達へ微笑ほほえみかける。

「さ、成績発表を始めましょうか」

「ア・レ・ン、さん？」

「大丈夫です。来週には新しくて、それはそれは素す晴ばらしい執務机と椅子が届いていますから。仕事のし過ぎは禁止ですよ？」

「うぅぅ……私は、別に余り物の机と椅子でいいし、お休みだって……。エリーさんっ！　アレンさんが意地悪するのっ!!」

「え、あ、そ、その……ア、アレン先生、い、意地悪はダ、ダメ……で、でも、意地悪じゃないようなぁ。あ、あれ？　テ、ティナ御嬢様？　リ、リィネ御嬢様？？　カ、カレン先生まで。どうなされたんですか？　みなさん、お、御お顔かおが怖こわいですぅぅぅ」

　異い端たん審しん問もん官かんの如ごとき雰ふん囲い気きのティナ達が、エリーを囲む。

「エリー」「浮遊魔法のことです」「ある程度は使えるようですね？」「あぅあぅあぅ」

　ステラが困り顔。何時いつも御ご苦く労ろう様さま。

　そんな少女達を後しり目めに、封筒から成績表を取り出し見ていく。片手を伸のばしグラスを手に取ると、空だ。

　左隣から白しろ肌はだの細ほそ腕うでが伸びてきてグラスを回収。ステラが、氷魔法で小さな氷ひよう片へんを生み出しグラスに入れ、冷えた紅茶を注いでくれた。

「どうぞ、アレン様。お砂糖とミルクも、ですか？」

「お願いします。次期ハワード公こう爵しやく殿でん下かに淹いれさせるなんて、ワルター様に怒おこられますね」

「その時は私が御守りします」

「それは心強い。よろしく」

「はい♪」

　二週間ずっと付きっ切りで教えたのと、腐くされ縁えんも知らない秘密の場所──王都西側の丘おかにある聖せい霊れい教大聖堂上に連れて行ったせいか、ステラとはより近づけた気がしている。

「……兄さん、発表をお願いします」

　エリーの尋じん問もんを終え、妹が要求してきた。ティナとリィネも僕の前に着席。

　メイドさんは半泣きでフェリシアに抱き着いている。天使を虐いじめるのはよくない。

　立ち上がり、少女達を労ねぎらう。

「前期試験お疲つかれ様でした。お待ちかねの成績発表です。来週には、学内でも張り出されるでしょう。まずは──年長さんから」

「「「はい！」」」

　カレン、ステラ、フェリシアがやや緊張の面おも持もちで僕を見た。拍はく手しゆをして、称しよう賛さん。

「御見事です。カレンは筆記、実技共に首席。ステラも筆記、実技で次席です」

「当然です」「……やった！」

「フェリシアも筆記は優ゆう秀しゆうですね。ただ──……実技の担当官、男性でしたか？」

　眼鏡少女はしどろもどろ。

「…………これから、慣らして、いきます。アレンさんではないので噓は言いません」

「僕は噓なんかつきませんよ？」

「……噓つき！」

　フェリシアは小さく舌を出し、御お茶ちや菓が子しに手を伸ばした。

　生徒会長と副生徒会長を講評する。

「ステラとカレンは、基本的に何も問題ありません。ただ、一点だけ」

「「？」」

「今回は、相手が学校長だったので、全力でも良かったですが、『氷ひよう光こう鷹よう』と『蒼そう剣けん』『蒼そう楯じゆん』、三属性複合技わざに関しては当分の間、秘密に。ティナ達もお願いしますね」

『はい！』

「何いずれは公おおやけになるでしょう。その時が楽しみです。次に──ティナ達です」

「……大だい丈じよう夫ぶ、勝ってます」「……どうでしょうね？」「が、頑がん張ばりました」

　ティナはやや不安げ。リィネも強気に見えるけど同様。エリーだけは普ふ段だん通り。

　発表する。

「ティナは──」

「は、はいっ！」

「後回しにして、エリーから」

　薄うす蒼あお髪がみ公女殿下の前髪が、ぴん、と立ち抗こう議ぎの意。ティナとエリーの声が重なる。

「なっ!?　せ、先生っ！」「は、はひっ！」

「──エリー・ウォーカー御お嬢じよう様さま」

　芝しば居いめかして、メイドさんの前に跪ひざまずくふりをする。

「凄いです。総合成績で、なんと第三席ですよ」

「！　!!　!?　ほ、本当、です、か？」

「ええ。間違いありません。よく、頑張りましたね」

「…………ひぐっ」

「ああ、泣かないでください」

　エリーの瞳ひとみから涙が溢あふれ、ぽろぽろと、零こぼれ落ちる。

「う、うれし、な、涙ですぅぅぅ。カ、カレン先生も、あ、ありがとうございましたぁぁ」

「きゃっ！　エリー……よく、頑張りましたね」

　妹にメイドさんが抱き着き、顔を埋うずめた。懐なついているなぁ。

　さて、と。

「お待たせしました、ティナとリィネの成績を発表します。二人が首席、次席です」

「「！　は、はいっ!!」」

「まず、筆記から──筆記の首席は」

「……大丈夫、大丈夫、大丈夫……」「……私、私、私……」

　両手を組み、二人の少女が一心に祈いのっている。御お互たがいの前髪は激げき突とつ中。




「ティナ・ハワード公女殿下」




　薄蒼髪少女は、無言で右手を握にぎりしめた。リィネの歯は軋ぎしり。

　発表が終わった四人は、楽しく談笑を再開。温度差が凄すごい。

「次いで実技は──」

「……どっちも、どっちも、どっちも……」「……勝ってる、勝ってる、勝ってる……」




「リィネ・リンスター公女殿下」




　赤髪少女が無言で左手を握りしめる。ティナは唇くちびるを嚙かんだ。

　一方、ステラ達は放課後に行った喫きつ茶さ店てんの話はなし中ちゆう。ようやく行けたようで何より。

「これを持って、総合成績は──」

「「私が一番です！」」




「────ティナ・ハワード公女殿下」




「やったぁぁぁ！！！」「くぅぅぅ…………」「テ、ティナ御嬢様。リ、リィネ御嬢様」

　ティナは喜び跳はね、リィネは悔くやしそうに唇を嚙み、エリーはあたふた。

　妹が僕を見る。流石さすが、気付いているね。

「ですが」

『？』

　カレンを除いた少女達が一様にきょとん。にっこり、と微笑み──

「今回の一番はエリーです」

「「なっ！！！」」

　ティナとリィネが硬こう直ちよくし、エリーは戸と惑まどう。

「え、あの、その……ア、アレン先生？？」

「ステラと迷ったんですけどね。入学時点からの成長具合だけを考えれば、エリーでしょう。よく頑張りました。僕も嬉うれしいです」

「え、えっと、あの……えへへへへ♪　ありがとうございます。アレン先生」

　ブロンド髪のメイドさんが制せい帽ぼうを外して立ち上がり、僕の前へ。

　カレンに目配せ。了りよう承しよう。兄妹揃そろって甘いね。頭を優やさしく撫なでる。

「えへ、えへへ、えへへへ♪　アレン先生、私、これからも頑張ります♪」

「そうですね。……ただし」

「？　ひゃう」

　撫でるのを止やめ、頰ほっぺたを優しく摘つまみ注意する。

「やり過ぎないように。エリーまで暴走娘むすめの仲間入りをしたら、誰だれが、ティナとリィネを止めるんです？」

　先日、帰る際、学校長に『必ず諭さとすように！』と言われたのだ。大おお袈げ裟さな。

「先生、暴走娘って」「兄様、誰のことですか？」

　二人の公女殿下が僕を責めてくる。エリーは注意しているのに幸せそうだ。

「ふぁい……でもでも、アレン先生がいますよ？」

「……とにかく、ロッド卿きようの胃に配はい慮りよを。カレンとステラもですよ！」

「兄さん、ステラだけです」「カレン、ひどーい」

　困った妹と教え子達だ。そして、フェリシア、今度は何だい？

『元をただせば、ぜ～んぶ、アレンさんのせいなのでは？』

　……困った未来の会頭様だ。

　ブロンド髪のメイドさんに左袖そでを引っ張られる。

「ア、アレン先生」

「ん？　どうしましたか、エリー」

「え、えっと……や、約束……」

　もじもじ天使。普段ならここでムッとするティナとリィネが平静を保ち、黙もく々もくと御茶菓子の焼き菓が子しを食べている。あ、フェリシアも食べ過ぎだよー。

　ステラは「約束？　……！」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべるも、察したようだ。

　妹は一見平静。尻尾しつぽは苛いら々いらしているようにも見えるけど。

　エリーへ微笑む。

「そうでしたね。何でしょう？　出来る限りは聞きますよ」

「えっと、えっと……わ、私とティナ御嬢様とリィネ御嬢様もみんな一いつ緒しよに、ア、アレン先生の御ご実家に、い、行かせてほしいです。ス、ステラ御嬢様の家庭教師を引き受けられる前に、終わったら聞いて下さる、と言われた約束もまだでしゅ。あぅ……」

「…………ほぉ」

　ティナ達が企たくらんでいたのはこれか！　誰が一番になっても、同じお願いを……確かに、ステラの件では、ティナとエリーにも約束をした。

　王立学校副生徒会長様がたしなめる。

「……エリー、それから、ティナ、リィネ。貴女あなた達、自分達の立場を……」

　年少三人娘がカレンの傍そばに駆かけ寄ると、上うわ目め遣づかい。

「「「カレン先生、ダメ、ですか？　一緒に行きたいです」」」

　三人娘は清らかな瞳を潤うるませ、祈るように両手を合わせ、カレンへ懇こん願がん。

「う…………し、仕方ありませんね。約束は約束です。御両親の許可は」

「「「取ってます！」」」

「……兄さん、そういうことだそうです」

　弱い。ここ最近、年少組の家庭教師に付き合ってくれて、凄く可愛かわいがっているしなぁ。

　──ゾワリ。背筋に悪お寒かんが走り、皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

「アレン様」

「ス、ステラ」

　左ひだり隣どなりで微笑ほほえむ生徒会長様。怖こわい。普段は聖女様なのに……。

　カレン、フェリシアへ目配せ。至急救きゆう援えんを！

　が、妹は「よく頑張りました。偉えらい子達です」と母性本能全開で三人を褒ほめている。

　眼鏡少女は「私も……でも商会が……だけど……」と、目をぐるぐる。

　援軍無し！

　生徒会長様は頰ほおを少し膨ふくらませ、両手を膝ひざ上うえに置くと拗すね始めた。

「……ズルいです。私、聞いていません。真っ先に教えてほしかったです」

「ふ、不ふ可か抗こう力りよくかな、と思うんですが」

「言い訳は聞きたくありません！　アレン様、私も」

「駄だ目めです。分かってますよね？」

「う～……」

　ぽかぽか、と僕の胸を叩たたいてくる。その両手を優しく取る。

「ワルター様が首を長くして待っています。帰ってあげてください」

　ステラは顔を伏ふせ考え、呟つぶやいた。

「……分かりませんけど、分かりました。次回は、実力行使しますからっ！」

「……お願いです。ステラは、あいつみたいに、ならないでくださいね……」

「確約出来ません。だって……アレン様の好みに少しでも近づきたいですから……」

　聖女様は突とつ然ぜん、黙だまってしまった。

「？　ステラ？？」

「な、何でもありません！　そろそろ、まとめましょう」
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「？　そうですね」

　地図があった方が分かりやすいかな？　指を鳴らして大陸地図を投とう映えい。

『！』「兄さん、大き過ぎます」

　ティナ達は目を見開き、カレンが指し摘てきをしてくる。

「駄目かい？　北ほく帝てい海かいや南なん聖せい海かいに浮かぶ南方島とう嶼しよ諸国まで入っていて好きなんだけど」

「不必要です。王国地図にしてください」

「……はい」

　しょんぼりしながら、王国だけに切り替かえる。

　ティナ達が目を輝かがやかせる一方で、フェリシアは何かを考えこんでいる。「商売に使えないかな？」頼たのもしいかぎり。地図に戻もどって、中央を指差す。

「夏季休きゆう暇か中の予定確かく認にんです。王都に残るのはフェリシア」

「あ、はーい」

「リンスター家メイド長のアンナさんも南方へ戻られると聞いています。ハワード家メイド長のシェリーさんも、ステラと一緒に北へ。何かあった場合は」

「残られるエマさんとリンスター、ハワードのメイドさん達を頼たよります！」

「よろしい。ティナ、エリー、リィネ」

「「「はーい」」」

「三人は僕とカレンと一緒に東とう都とへ。旅行の準備を。十日を目め途どにしています」

「「「は～い♪」」」

「……兄さん」

「ん？　何だい？？」

　逡しゆん巡じゆんする様子のカレン。そして結局──口を開いた。

「……リディヤさんは、その」

「あいつは分からないんだ。ほら、正式に王女殿でん下かの護衛官になったからね」

『！？！！』「……兄さん、またですか？」

　少女達が一いつ斉せいに立ち上がった。妹だけは特に驚おどろくでもなく眉み間けんを押している。

　あれ？　言ってなかったかな？？　カレン、僕は何もしてないよ。

　手を鳴らす。

「各自、旅の準備を。フェリシアは僕等がいない間、健康に気を付けてくださいね？」




　　　　＊




　王立学校前期終業式を控ひかえた週明け午後、僕は下宿先の寝しん室しつで旅の準備をしていた。

　嵩かさ張ばる着き替がえや、向こうで読もうと思っている重い文ぶん献けんはグリフォン便でもう送ってある。後は持って歩きたい文献と両親へのお土産みやげ。ノート、筆記具くらいだ。

　今日はまだ腐くされ縁えんから伝達用の小鳥が戻って来ていない。

　これまで毎日、朝夕やり取りしているけど、回数を増やそうかな？

　ほんの少し寂さびしい──突然背中に温かい衝しよう撃げき。見慣れた細い手が身体の前へ。

「おっと。……リディヤ。いきなりは止めようよ」

「うるさいっ！　黙ってて。……緊きん急きゆう補給中なの」

「補給？」

　背後から一いつ切さいの気配なく僕を捕ほ捉そくし背中に顔を押し付けている、長く美しい紅あか髪がみの美少女はリディヤ・リンスター。

『剣けん姫き』の異名を持つ王国屈くつ指しの剣士にして魔ま法ほう士し。リンスター公こう爵しやく家け長女の公女殿下。

　王国の長い歴史を見ても異例なことながら、この度たび、晴れて王宮魔法士から第一王女様付きの護衛官へと栄転を果たした、僕の腐れ縁。

　初めて見る紅の騎き士し服姿。護衛官就任に合わせて仕立てたようだ。

「リディヤ、僕、帰省の準備中なんだけど？　出来れば離はなれて」

「……やっ！」

「動き辛づらいよ」

「やっ！！！」

『私は絶対に離れない！』という気配。仕方ないなぁ。

　手を動かし作業を再開──裾すそを引っ張られる。

「何？」

「……こっち」

「？」

「い・い・か・ら！」

「わっ」

　ぐいっと、引っ張られベッドに倒たおされる。抗こう議ぎしようとする暇ひまもなく抱だき着いてきた。

　上目遣いに一言。

「……ん」

　前言撤てつ回かい。

　今回の精神的疲ひ労ろうは過去最大級の模様。最初に『勇者』とやり合って惨ざん敗ぱいして以来かな？

　諦あきらめて頭と背中を優やさしく撫なでるとくすぐったそうに身をよじり

「♪」

　機き嫌げんよさそうに鼻はな唄うたを歌い始める。

　それから少しした時、抱き着く力を全く抜ぬこうとしない少女は、腕うでの中で呟いた。

「東都、私も行くから」

　小さくても鋼はがねの意志が内在。

「構わないけど。王女殿下の護衛は大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「許可はもう取ったわ」

「……信じら、いたっ」

　服の上からリディヤは僕の鎖さ骨こつ辺りを甘あま嚙がみ、不満気。

「……ふんだっ。御主人様の言うことを信じないなんて、下げ僕ぼくとして心得がなってない！」

　そう言いつつ、自分から頭を動かしている。もっと、と。

「簡単に許可は出ないだろ？」

「……多少は聞いているでしょ？　懲こりない馬ば鹿か王子をうちの愚ぐ兄けいが取り逃にがしたのよ」

「東へ行っているとは聞いていたけど、逃げたのか。……リチャードがジェラルドを？」

　リディヤの兄である、リチャード・リンスターは近衛騎士団副長だ。公爵家の象しよう徴ちようたる、炎ほのお属性極きよく致ち魔ま法ほう『火か焰えん鳥ちよう』や、秘伝『紅く剣けん』こそ使えないもののかなり強い。

　ジェラルドも近衛の第八席を務めていたとはいえ、王立学校の一件で右腕を負傷、騎士としての命は終わったと聞いたし、一人ならあっさりと捕つかまるだろうに。

　考え、口を開く。

「近衛本隊と王宮魔法士達は、二侯こう国こくと聖せい霊れい騎士団の特使と使者が来ていて動けず。そこで護衛隊に異動したばかりで、動かしやすい『剣姫』の出番、ね。君は即そく応おう予備？」

　リディヤが不機嫌そうにねめつけてきた。

「…………ねぇ、私だけなの？」

「うん、君だけ、って、痛っ、痛いって！　嚙かむなよっ」

「…………バカ。大バカ。……意地悪。はい、もう一回」

　再度、鎖骨を嚙まれた。ここは、あえてもう一度……犬歯が、キラリ、と光った。

「分かってて言わなかったら、首を嚙む」

「君は、何時いつから吸きゆう血けつ鬼きになったのさ!?」

　口を開け鋭するどい犬歯を見せてきた。本気だ。僕はリディヤを抱だきしめると、耳元で囁ささやく。

「いざとなったら付き合うよ。何時も通りね」

「……さいしょから、そう、いいなさいよね」

　憎にくまれ口の中には甘さが混じり、顔を胸むな元もとへ埋うずめて来た。

　──暫しばらくすると回復してきたらしく、ベッド脇わきに座るよう要求された。

　座ると、深めに座るよう再指示。満足した後、膝上に座って来た。

　僕の両腕を動かし自分を抱きしめさせ、自分でも抱かかえ込む。

「……ねぇー」

「……何さ？」

「あんた、自分の功績、私を転属させる為ために使ったでしょう？　しかも、二度も」

　何な故ぜ、バレた。

「さ、さーてっと、旅行準備の続きをしないと──……リディヤ」

「あによぉ？」

「腕を嚙まないでおくれ。何ヶ所、痕あとをつける気なのさ？」

「え？　あんたが許してくれるなら……全身？」

「てぃ」

「あーあー。こ、こらぁ。にげるなぁぁ」

　腐れ縁をベッドへ投げ飛ばし、旅の準備を再開。

　後ろでは寝ね転ころがり、枕まくらを抱きかかえ、リディヤがぶつぶつ。

「何で、あんたの要望は通って、私の要望は通んないのよぉ。王宮書庫にも入れないし……。反対ばっかするゲルハルト・ガードナーと馬鹿貴族達と……何時か、斬きって、燃やして、斬るわ……」
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　あーもうっ。

　振ふり向くと、勝ち誇ほこり。起き上がって指を突つき付けた。

「今週の平日午後、抜けてくるから。その時は買い物と食事！　他ほか諸もろ々もろ!!」

　僕は、準備を終えた鞄かばんを閉じ立ち上がる。

「夕食の買い物にでも行こうかな。──王宮近くまで送るよ」

「……バカ」

　文句を言いつつ腐れ縁はベッドから即そく座ざに下り、腕を絡からませ手を繫つないできた。肩かたに重さ。

「……小鳥の回数、増やして？」

「はいはい。それじゃ、朝昼晩」

「はい、は一回っ！　……あんただって、どーせ、増やそうと思ってたくせにっ」

　考えることは一いつ緒しよ。……認めないけど。

　囁きが聞こえてくる。

「…………汽車に乗る前日はこっちに泊とまるわ」

「荷物はどうするのさ？」

「馬鹿ね。それを買いに行くんでしょう？　二人きりで」

　僕へ向ける何時もの輝かがやくような笑み。　うん、こうでないとね。

「あとフェリシアから合同商社の名前候補案がきたわ」

「？　君に名前の候補が？　合同商社でいいんじゃ？」

「エマが王宮まで聞きにきたし、許可はしておいた」

　リディヤ商会？　剣姫商会？？　ハワード家側は怒おこらないのかな？？？

　まぁ、僕としては別に構わない。隣となりの公女殿下様の名前が王国中に轟とどろくだけだ。

「君も大変だね」

「……自分の評価だけ低いんだから……バカ」

「？　どうかしたかい？？」

「こっちの話よ。途と中ちゆう、氷こおり菓が子し食べる。中央噴ふん水すい広場の！」

「いいね。あそこのは美味おいしい──って、あ～リディヤ・リンスター公女殿下？」

　凄すさまじい魔力の鼓こ動どう。腐れ縁の紅髪が煌きらめいている。

「何かしら」

「……手を繫ぎつつ、『火か焰えん鳥ちよう』を紡つむいでらっしゃるのは？」

「……一緒に行ったことないわよねぇ？　どうして、美味しいって知ってるのぉ？」

　さっ、と横を向き、早口で返答。

「そ、そんなことないよ。君が忘れているだけじゃないかな？」

「私、あんたと行った場所、全部覚えているもの」

　間かん髪はつ入れず、迷いない断言。

　……いやまぁ、僕も大半は覚えているかもしれない。自由な左手を掲かかげる。

「分かった。好きなのを奢おごる」

「……あんたのも食べる。種類も私が決める」

「ひ、酷ひどいなぁ」

「酷くないっ！」

　子供みたいに駄だ々だをこねる。出会った時から変わらない公女殿下だ。

　そんな様子に気が緩ゆるんだのか、思わず隣の頭に、こつん、と自分の頭をくっつける。

　すぐに腕が伸のびてきた。優しく頭を撫でられる。

「──大丈夫よ。あんたは一人じゃない。私がいるわ。大丈夫」

「…………うん。ありがとう」

　こいつの存在はこういう時、心強く、ありがたい。




　──父さんと母さんに会うのは、ほんの少しだけ怖こわいから。








第２章









　長いトンネルを抜けると──車窓越ごしに深い緑が広がっていた。




　汽車は森林の合間を縫ぬうように進み、幾いくつもの谷を越こえていく。

　私服姿のティナ達から歓かん声せいがあがる。初めて来たこの子達には驚おどろくことばかりだろうけど、僕にとっては懐なつかしい光景。こっちへ戻もどって来るのは一年ぶりだ。

　既き視し感……考えてみると、つい数ヶ月前にも汽車に乗ったんだっけ。

　あの時は一人。王宮魔法士に落ちたばかりで、自じ暴ぼう自じ棄きになっていた気もする。

　それが今では家庭教師。人生、何が起こるか分からない……この件も含ふくめて。

　前に座るティナ、エリー、リィネに話しかけられる。

「先生、まだ落ち込まれているんですか？」

「ア、アレン先生のお名前、素す敵てきですよ？」

「兄様、私は素す晴ばらしい命名だと思います」

「……追い打ちをかけないでください。泣きそうになります」

　乗っている客車は公女殿でん下かの格式に合わせて特等車。僕用に予約しておいた汽車の席は、アンナさんとシェリーさんの手配により変へん更こうされていた。出発前、二人からお説教されたのは秘密だ。

　テーブルに置かれているのは王都中央駅で別れ際ぎわ、フェリシアから手て渡わたされたハワード・リンスター合同商社の屋号命名書。ワルター・ハワード公こう爵しやく殿下、リアム・リンスター公爵殿下、リサ・リンスター公爵夫人の署名まで入っている。




『アレン商会』




　……何で……こんなことに……。

　黄昏たそがれる僕へ向かって、エマさんと見送りに来た眼鏡少女はほくそ笑んだ。

『くふふ。アレンさんが悪いんですよ？　……執しつ務む机と椅い子す、ありがとうございました。来年は私も御ご実家へ遊びに行きます！　万ばん難なんを薙なぎ払はらってっ！』

　良くも悪くも行動力があり過ぎる！

「兄さん、自じ業ごう自じ得とくです」

　右みぎ隣どなりに座る妹が腕うで組ぐみをしつつ冷静に指し摘てきしてくる。

　以前にステラが着ていた半ズボンとシャツの色いろ違ちがい。ベレー帽ぼうまでお揃そろいだ。

「カレン、今の僕に必要なのは妹の優しい慰なぐさめなんだけどな？」

「済んだことです。諦あきらめてください」

「……エリー、意地悪な妹が僕を虐いじめるんです。慰めてください」

「は、はひっ！　あ、あの、そ、その、わ、私は、アレン先生の味方ですよ？」

　目の前にいる私服姿の天使に涙るい腺せんが緩む。新緑色のロングスカートがよく似合う。

　赤と白を基調とし、動きやすい服装のリィネが口を挟はさんできた。

「兄様、東都は大昔、旧帝てい国こくの首都だったんですよね？」

「そうだよ。図で説明しようか。歴史と地理の勉強にもなるし」

　三人とカレンに見えるよう中央に大陸図を浮うかべる。色は属性で変化するよう改良済み。

「僕等の故国である王国は、約五百年前の大陸戦争以前からある、古い歴史を持つ国です。歴史の長さからいうと、リンスター公爵家から更さらに南東、侯こう国連合の中ちゆう核かく都市、水すい都との方が古いですけどね。ティナ、ハワード家と接している北の大国は？」

　右前の公女殿下に質問。

「帝国です。厳密に言えば、ユースティン帝国です」

「正解です。では、エリー、僕等が向かっている王国東方と接している国は？」

　メイドさんへ問う。

「は、はひっ！　えっと、えっと……聖せい霊れい騎き士し団さんが治める地、です」

「そうです。話に出て来た王国と水都──厳密に言えば、十一の侯国と水都とが合わさった侯国連合、そして帝国と聖霊騎士団領、これらの内」

　地図の色を変化させ、王国東方大半と聖霊騎士団領、北方の帝国、更には帝国の北東部に位置するララノア共和国の色を全て黒に変更。東都の場所に星を表示。

「かつて、地図上、黒色の巨きよ大だいな領土を有していたのが旧帝国で、首都は現在の東都に置かれていました。名前は神しん都とアルリオン。巨大な旧帝国でしたが」

　漆しつ黒こくを十数に分ぶん裂れつさせ、古地図を表示。

「約五百年前の大陸戦争により旧帝国は分裂、滅めつ亡ぼうしました。神都アルリオン──現東都も大陸戦争中に大魔法『炎えん麟りん』によって、大部分が焦しよう土どと化した、と伝わっています。ティナが前に教えてくれた『帝国の女伯はく爵しやく』の話です。ここから、現代へ戻してみましょう」

　地図の形を変化させていく。十数あった漆黒は減っていき北の現帝国のみに。

　目につく大きな点は、現帝国の北東部にララノア共和国が勃ぼつ興こう。魔ま工こう技術の高さで名高い。あとは、南なん聖せい海かいに浮かぶ幾つもの島とう嶼しよが集合し、南方島嶼諸国誓約連盟を形成したことくらい。聖霊騎士団領と、更に東方の小国家群は変化なし。寄進によって、聖霊教の大本山である教皇領が気持ち拡大している程度。

　王国は、五百年あまりで東西南北に勢力を伸しん長ちよう。西側に至っては大陸最大最長の大河である血けつ河がを越え、聖霊教の聖地すら占せん領りようしたものの、現在は血河が国境線だ。

　王国を拡大した図に戻す。

「以上、現在の形となったわけです。そして、北はハワード。南はリンスター。西はルブフェーラ。東はオルグレン。四大公爵家が長く王国を守護し続けています」

　──王都中央駅で列車に乗りこむ直前、僕とリディヤの後こう輩はいであり、オルグレン公爵家四男坊ぼうのギル・オルグレンと護衛兼けんメイドであるコノハさんを見かけた。

　僕に気付いた様子もなく、長身で白髪しらが白しろ髭ひげ、騎士然とした老人と真しん剣けんな表情で語り合っていた。旅支じ度たくだったし東都へ戻るのだろうけど、会う暇ひまはないかもしれないな。

　三人へ確かく認にん。

「簡単な説明でした。理解出来ましたか？」

「「「は～い」」」

　教え子達の笑顔を見ていると、心の傷が癒いえていくのを感じるね。

「（……先生、先生）」

　ティナがひそひそと話しかけて来た。白と薄うす蒼あお色の服が清せい楚そさを引き立てている。

「どうしましたか？」

「えっとですね……」

　口ごもり、隣のエリーへ目を移した。メイドさんも指を弄いじりつつ、続ける。

「（あの、その……リディヤ先生、なんですけど……）」

「？　あいつが？？」

　エリーは視線を赤あか髪がみ少女へ。リィネが困こん惑わくした様子で疑問を呈ていした。

「（……姉様の御ご様よう子す、変だと思うんですが）」

「そうですか？　普ふ段だんと変わらないと思いますよ。だよね、カレン？」

　隣の妹に同意を求めると、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたかのよう。

「猫ねこ被かぶりです。母さんと父さんに騙だまされないよう、よくよく伝える必要があります」

「あれも、あいつなんだよ。偶たまには良いじゃないか。静かだし」

　僕等から一人離はなれた席に座り、清楚な白の私服を着こなし、小説を読んでいる紅髪の美少女。帽子掛かけにはつばが広く、赤のリボンがかかった布製の白い帽子が掛かっている。時折、窓の外を見て物もの憂うげ。深窓の令れい嬢じよう風。

　ティナが両手を頰ほおにつけ、身体からだを震ふるわす。

「せ、先生独どく占せん教の狂きよう信しん者しやたるリディヤさんが……先生の隣や前の席を要求せず私達に進んで譲ゆずり、静かに読書なんてっ！　明日は王国全土に竜りゆうが降りますっ！」

　エリーも心配そうに呟つぶやく。

「リ、リディヤ先生、身体の御具合が悪いんじゃないでしょうか？　心配でしゅ……」

　リィネは愕がく然ぜんとした様子で感想を述べる。

「あ、姉様のあんな御お姿すがた、見た事も聞いた事も……むしろあれは本当に姉様なのですか？」

「大おお袈げ裟さだね」

　噴ふき出すも、教え子達は真剣に議論を開始。

　妹が僕を見つめながら指摘してくる。

「……兄さん、リディヤさんが着られている服と帽子」

「あ、カレン、見えて来たよ。ティナ達も窓の外を見てください」

　追つい及きゆうから逃のがれるように車窓を開ける。緑のいい匂におい。

　──視界が開け、天まで届きそうな大樹が見えて来た。

　帰って来たんだなぁ。教え子達に微笑ほほえみかける。

「ようこそ東都へ。折角の夏季休きゆう暇か、楽しみましょうね」




　　　　＊




　王国東部の要かなめ、東都──通つう称しよう『森の都』はその名の通り、緑で溢あふれている。

　都市の中心に、樹じゆ齢れい数千年とも言われる大樹がそびえ立ち、街路樹も多い。そもそも緑地帯として残されている地区が王都や他の主要都市に比べると格段に広いのだ。

　緑に覆おおわれた都市内には無数の小川と水路が流れ、ゴンドラや小こ舟ぶねが行き交かっている。

　建物にも木材が多用されていて石材は少なく、温かい雰ふん囲い気きを持つ水と緑の都だ。

　──昼過ぎ、汽車は木造の東都中央駅に滑すべり込むように到とう着ちやく。

　懐かい中ちゆう時計を確認。定刻運航。各人、荷物を持って木製ホームへ。そこかしこに獣じゆう人じん族特有の魔法が使われている為ためか、ティナ達は不思議そうに、辺りを見回している。

　東都の基き礎そを作り上げたのは、大樹と共に古いにしえから暮らしてきた獣人達なのだ。

　意い気き揚よう々ようとティナが聞いてきた。

「先生、ここからは？」

「うちのある旧市街までは遠くないですが……どうしますか？　馬車もあります」

「近いなら歩きましょう！　私、東都に来たの初めてなんです！　あと、大樹にも行ってみたいです！　王立学校のと違い中に入ることも出来る、って本で読みましたっ！」

　興奮しているティナの隣へ、リィネがお小言。

「首席様は旅行先でも兄様を困らせて……」

「リィネだって、歩いてみたいでしょ？　ここは先生の故郷なのよ？」

「そ、それは……兄様、私も歩いてみたいです」

「僕は馬車を使いたいんだけど……エリーはどうしたいですか？」

「は、はひっ。わ、私も見てみたいですっ」

　三人娘むすめは瞳ひとみを輝かがやかせる。社会勉強かな？

　遠回りになるけれど、人族が少し入り難にくい大樹東部の新市街は迂う回かいしよう。

　妹へ視線をやると、微かすかに頷うなずいた。

　最後に腐くされ縁えん。御お嬢じよう様さまは、純白の日ひ傘がさを広げ穏おだやかに同意した。

「歩いていきましょう。私と貴方あなたがいれば何の問題もないわ」

「リディヤ、……僕は、君も先に行ってほしいんだよ？」

「心配してくれてありがとう。とても嬉うれしいわ。さ、行きましょう」

　そう言うと、自分で真新しい鞄かばんを持って歩き出した。

　ティナ、エリーが啞あ然ぜんとし、リィネも驚きよう愕がく。

「……先生」「ア、アレン先生」「……兄様」

「「「あの人、誰だれですかっ!?」」」

　周囲の人々が何事か、と一時立ち止まり、歩いていく。

　何をそんなに──この子達は、ああいうリディヤを見た事がないのか。

「特に普段と変わらないと思いますよ？」

「「「…………」」」

　三人が顔を見合わせ、複雑な表情になった。薄蒼髪の少女を呼ぶ。

「ティナ」

「は、はい！」

　荷物を持った公女殿でん下かに、先さき程ほどの要望について返答する。

「大樹に人族が近付いたり入るのは難しいんです。獣人族にとって、あそこは聖域でもあるので。公こう爵しやく殿下であっても事前連れん絡らくが原則です」

「聖域……」

　ティナが遠くの大樹を仰あおぎ見ると、リィネも釣つられる。

　その隙すきに、ブロンド髪を揺ゆらしながらエリーが僕へおねだりしてきた。

「あの、アレン先生、は、はぐれそうなので……手を握にぎってもらってもいい、ですか？」

「「！　エリー、抜ぬけ駆がけは禁止!!」」

「は、早い者勝ち、ですぅ」

　年少組は平常運転。エリーも、自分を出せるようになってきたのはいいことだ。

　カレンがティナ達を見ながら、ぽつり、と呟いた。

「……兄さんがティナ達の家庭教師をされる、と御お手て紙がみをくれた時は……もう一いつ緒しよに帰って来られないんじゃないかって、思っていました」

「……カレン」

「だから、嬉しいんです。兄さんと、帰って来られて」

　妹は鞄を両手で持ち、そっぽを向いた。頰が赤い。

　……僕も、もしかしたら、と思っていたよ。妹の頭を、ぽん、と叩たたく。

　ティナが目め敏ざとく気づいた。

「あー！　カレンさんも抜け駆けですかっ!?」

「ティナ、これは妹としての正当な権利。悔くやしかったら妹になることです」

「先生の妹に？　むむむ……それはそれで心こころ惹ひかれますが……」

　王国有数の御嬢様が真剣な面おも持もちで悩なやんでいる。そんな首席様を他所よそにリィネ、エリーも鞄を持った。カレンが催さい促そくしてくる。

「兄さん、行きましょう。早くしないと公こう爵しやく令れい嬢じよう様の猫ねこが剝はげてしまいます」

「カレン、口には出さないのも優やさしさだよ？　後で、被ひ害がいにあうのは僕──」

　ホーム前方に立つ紅髪美少女。眼光は僕へこう言っている。

『は・や・く・し・な・さ・い♪』

　未いまだ、頭を抱かかえている少女を促うながす。

「ティナ、行きますよー。エリーとリィネも、獣人街は結構入り組んでいますから、迷子になったら大変です。はぐれないように注意してくださいね」

「あ、はーい」「は、はいっ」「兄様とカレンさんについて行きます」

「よろしい。あと」

「「「？」」」

　教え子達に心得を教えておく。

「もしも、迷子になったら、僕かカレンの名前を出してください。そうすれば、獣人の誰かしらが助けてくれますから」




　大樹周辺西部に広がる獣人族の旧市街は、変わらず活気に満ち満ちていた。ただ、僕がいた頃ころよりも人族の数が減っている気もする。旧市街でこうなら、新市街はもっとだろう。

　エルフやドワーフは然さ程ほど、変わらず。

　長命種一族と獣人族との間には魔ま王おう戦争以来、深い友ゆう誼ぎが結ばれている。それは、魔王戦争で武名を轟とどろかせた獣人族の英えい雄ゆうが関係していて──突とつ然ぜんの大声で呼び止められる。

「お、アレンじゃねぇか！　森豚ぶたのいいとこだ、持ってけっ！　美味うまいぞっ！」

「トマさん、お気持ちだけで」

　僕よりも、大分背が低い小こ熊ぐま族のトマさんが綺き麗れいにお肉を殺さつ菌きん作用のある大樹の葉で包みつつ、絡からんでくる。心底嬉しそう。

「ああんっ!?　俺様の森豚が受け取れねぇってのかっ!?」

　びっくりして、ティナ、エリー、リィネは僕の両りよう袖そでにしがみついている。

　肉の包みを受け取りながら、お礼。

「ありがとうございます。ただ、この子達が怖こわがっているので、言い方をですね」

「こ、これって育てているんですか？　もし、そうなら生育期間はどれくらい」

「ティナ!?」

「あのあの、ど、どういうお料理で食べると、一番美味おいしいのか教えて下さい」

「エリー!?」

「森豚……名前は聞いたことがありますね。他ほかに、何かお薦すすめはありますか？」

「リィネまで……」

　目を丸くした若い肉屋さんは大笑い。「待ってろっ！　とっておきを出してやるっ！」と言い残し、奥へ行ってしまった。三人娘は期待に目を輝かせている。

　──さっきからこの繰くり返し。

　カレンとリディヤは予期していたのか、気儘にお店で服やらを物色中。まるで、旅行中の御嬢様と従者風。僕を介かいさないと案外二人は気が合うのだ。

　魔法で後ろに浮うかしてある土産の数々を見る。……実家に保管場所あるかな？

　悩んでいると、向かいの果物屋さんが明るく追加。

「あら～アレンちゃん。はい、これ。採れたてだから、美味しいわよ～」

「……シマさん。まだ足してきますか」

「当然よ～。冬は帰って来なくて、みんな心配してたのよぉ？　元気そうで良かったわぁ」

　トマさんの幼おさな馴な染じみである兎うさぎ族のお姉さんがエプロン姿で出てきて、果物が目め一いつ杯ぱい詰つまった籠かごを渡わたしてきた。ティナ達が籠の中身を検分し始める。

「見たことない果物です！」「ジャムがいいのかな？」「南と東で違うものですね」

　これも実地教育か。シマさんに会え釈しやくし、ひそひそ。

「（……トマさんとその後、進展はありましたか？）」

「（鈍どん感かんな小熊なんて～大樹様の罰ばちが当たればいいんだわ。ぐすんぐすん）」

「（十日程いますので、出来る限り援えん護ごはします）」

「（アレンちゃん～……はぁ、好きぃ）」

「（僕も、シマ姉さんが大好きですよ）」

　エリーと同じくらいの背のシマさんと目を合わせ、御お互たがい笑え顔がお。小さい頃から仲良くしてもらっているのだ。話していると、噂うわさの鈍どん感かん小熊が戻もどって来た。

「おーし、嬢じようちゃん達、こいつを……って、シマ、お前いたのかよ。朝、面つら出さねぇから」

「あーあー。トマさん、此方こちらへ」

　僕は、小熊族のお兄さんを強ごう引いんに店の外れへ連れ出すなり𠮟しかる。

「（今の場面は心配するところです。何をぶっきらぼうに言っているんですか！）」

「（！　そ、そ、そうだったのか!?　い、いや、俺だってだな……）」

「（……御ご結けつ婚こんされて、お子さんを見せてもらえる頃と思ってましたよ）」

「（お子……ア、アレン、俺は、俺は……駄だ目めな男だ……）」

　トマさんが、ずーん、と落ち込みだす。僕はこの寸劇を何年見ているのだろうか。

　買い物を終わらせた腐れ縁と妹が、戻って来た。

「兄さん、まだやってるんですか？　シマさん、ただいまです」

「あら～カレンちゃん。綺麗になって～。リディヤちゃんもおかえりなさい～」

「っ！　……ただいま」

　シマさんの何気ない挨あい拶さつに、珍めずらしくあいつが感動。ここに映像宝ほう珠じゆを持っていないことが心底悔くやまれる。

　トマさんが、新たな包みを差しだしてきた。

「……まだ、世に出てねぇ、新品種の森豚の肉だ。こいつも食え」

「ありがとうございます。シマさんも。いる間に顔を出します」

「おう」「はい～」

　──と、概おおむね何ど処こもこんな感じで、旧市街の大通りから実家までの道程は、さほど距きよ離りはないのに、行く先々での足止めで全く前に進まない。

　先程の二人の後も

「あーアレン兄ちゃんだー。いっぱい嫁よめを連れてるー。これは一大事。報しらせないとっ」

「待った！　……王都の美味しいお菓か子しがあるけど？」

　子栗り鼠すの密告を防いだり

「おお、アレン！　丁度良い。新しい水路の件なんだが……どう思う？」

「これだと渋じゆう滞たいが起きそうですね。封ふう鎖さしている旧水路を活用した方が──」

　豹ひよう族の建築家の人に意見を求められたり。他にも諸もろ々もろ。

　……あーうん。分かっていた。

　ティナ達が「むふ～。先生凄すごい、ですっ！」「ア、アレン先生、お土産みやげたくさんです」「兄様、興味深いです」と楽しんでくれていたから、良しとしよう。

　──ようやく旧市街奥の通り沿いに居を構える、実家の魔道具屋が見えて来た。

　昼間でも余り人気はない。どの建物も古く、木造平屋。ただし広くて部屋数が多い。建物が造られた魔王戦争以前は、子供達が多かった影えい響きようだろう。

　店前で、エプロンを着けた小こ柄がらな狼おおかみ族の女性が掃そう除じしている。

　外見は、カレンと同じく灰銀色の耳と尻尾しつぽを持ち、髪かみは妹よりも長く肩かた程ほど。背せ丈たけはティナやリィネとそんなに変わらず若作り。服は、東都旧市街の獣じゆう人じん族がよく着ている、所謂いわゆる、着物と呼ばれる物にエプロンを着けている。そんな女性は現在、箒ほうきを振ふり回し熱唱中……。

　僕と妹は足を止め、顔に手をやる。

　ティナとエリーが僕の左右の袖そでをそれぞれ引っ張った。

「先生、先生、あの人、凄くお歌がお上手ですね」

「と、とっても、お上手です。う、羨うらやましいです」

「あー……うん、そうですね。若い時は一族代表の謡うたい手だったそうですよ」

　リィネが口を挟はさんできた。

「兄様、あの方とお知り合いなんですか？」

「知り合い、というか、おっと！」

　腐くされ縁えんが帽子と荷物を僕へ投げ寄こし、物もの凄すごい速度で女性に駆かけ寄り、抱だき締しめた。




「お義か母あ様さま、お久しぶりです！　お会いしたかった!!」




　教え子三人の声が重なる。

「「「！　お義母様!?」」」

　抱き締められた小柄な女性は、リディヤへ柔やわらかい笑みを向ける。

「あらあら、リディヤちゃん。おかえりなさい。元気にしてた？」

「はい！　お義母様もお元気そうで。私……嬉うれしいです」

「まぁまぁ。ありがとう♪　お礼に、ぎゅー」

　楽しそうにリディヤを抱き締め返す。腐れ縁も素す直なおに喜んでいる。

　カレンとよく似たその顔が腐れ縁の肩越ごしに僕を見て──気付いた。

　これ以上ない満面の笑みを浮かべ、僕の名前を呼ぶ。

「アレン」

　そこには、隠かくし切れない程の愛情。

「…………うん」

　俯うつむきながら答える。

　リディヤを解放したその人は両りよう腰ごしに拳こぶしをつけ、こう告げた。

「おかえりなさい。まったくもうっ！　ようやく帰ってきたわねっ！」

「ごめん。ただいま──……母さん」




　　　　＊




　僕と母さん──生きつ粋すいの狼族であるエリンとは血の繫つながりがない。母の幼馴染で、やはり狼族である父、その娘むすめである妹のカレンとも。まだ二人が旅の商人をしていた頃、東都郊こう外がいの廃はい屋おくで拾われたのが僕。出自を表す物は一いつ切さいなく、名前も両親からもらったものだ。

　二人の傍そばへと近付いて行くと、母さんの瞳ひとみが悪戯いたずらっ子この色を帯びる。

「そ～れ～でぇ～。そちらのお嬢さん達は、アレンのお嫁さん候補の子達なのかしら？」

「「「!?」」」

　ティナ、エリー、リィネの三人娘が硬こう直ちよく。カレンが片手で額を押さえながら、嘆たん息そくする。

「……母さん、余計な事を言わないでください。通りで歌うのもですね……」

「あらあら。カレ～ン？　最初に言うことは？」

「う…………ただいまです」

「おかえりなさい♪　ぎゅー」

　笑顔の母さんがカレンに抱だき着く。抱き着き魔なのだ！

　妹が、ティナ達を気にして抵てい抗こうを試みる。

「か、母さん。こ、後こう輩はい達もいますから、離はなして……」

「ぎゅー」

　母さんは気にしない。妹は諦あきらめ

「……ぎゅー、です」

　屈くつした。僕等兄妹は、笑顔の母さんに勝ったことがない。腐れ縁が後ろでお澄すまし顔。

「お義母様、嫁はここにいます」

「あらあら、そうだったわね。リディヤちゃんとアレンは結けつ婚こんを前提に」

「……母さん、帰って来なかったのは謝る、謝ります。だから、からかわないでよ！」

「うふふ♪　──アレンとカレンがお世話になっています。二人の母のエリンです。皆みな様さまのことは、二人からの手紙で聞いています。短い期間ですが、楽しんでいってください」
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　そう言って、母さんはティナ達に頭を下げた。

　リディヤは不服そう。何さ。

　教え子達はまだ硬直中。僕は後方に浮かしている布ぬの袋ぶくろを指差す。

「母さん、お土産。旧市街を通り抜ぬけたら貰もらったんだ」

「あらあら、まぁまぁ。こんなにいっぱい。う～ん……困ったわねぇ」

　僕は稼かせいだお金をその都度実家へ送って来た。氷冷庫はまだまだ高価だけど、買えなくはないと思う。母さんへ尋たずねる。

「氷冷庫買ってないの？」

「買ったわよ～。便利ね、あれ♪　ああいうのを魔法、っていうのね」

　母さんが僕を、じーっ、と見つめて来た。

「な、何？」

「アレン、貴方あなた、たくさんの人達に愛されているのね。母さん、とっても嬉しいわ♪」

「……へっ？」

「貴方が帰って来る、って、何処から聞いたのかしらねぇ。昨日まで色々な物が届いたの！　いる間に、たくさん食べてもらわないと♪」

　気き恥はずかしくなり顔を背そむけると、したり顔の妹と腐れ縁。うぅぅ……。

　母さんはその隙すきにティナ達の前へ立ち、リディヤとカレンに指示を飛ばした。しまっ！

「さーて、と。リディヤちゃん、カレン、アレンを押さえておいて。この子は恥はずかしがり屋だから、話を聞こうとするとす～ぐ邪じや魔ましてくるのよ」

「はい、お義母様。こっちへ来なさい」「分かりました」

　すぐさま腐れ縁が僕の右手を拘こう束そくし、自分の頭を腕うでにくっつける。

　妹は左へ回り、手を伸のばして──戻し、雷かみなり魔ま法ほうを並べ始めた。

　ふ、二人に僕を止めさせるなんて……も、もしかして、母さん、怒おこってる!?

　母さんがブロンド髪のメイドさんへ話しかけた。

「貴女がエリーさんかしら？」

「は、はひっ！　あの、その……アレン先生は凄い人で、私なんか全然駄目で……アレン先生のお陰かげで、王立学校にも入れて、感謝、わぷっ」

　メイドさんを抱きしめる僕の母親。

「なんて可愛かわいいのっ！　アレンが手紙で『エリーは可愛らしいです。天使なんです』と散々書いていた意味を理解したわっ。私と名前も似ているし♪」

「かわ、可愛い……て、て、天使だなんて……あぅ……」

　めきり、と右みぎ腕うでの骨が軋きしみ、激痛。

　母さんはエリーを解放。ティナとリィネに向き直り、小首を傾かしげた。

「せ、先生に」「あ、兄様に」「「そ、そっくりです」」……似てるかい？

　母さんは質問した。

「──お二人には敬語で」

「「娘とお思いくださいっ」」

「ありがと。貴女あなたがリィネちゃんね」

　ガチガチに緊きん張ちようしている赤髪少女は、それでも、スカートを指で摘つまみ、挨拶。

「リ、リィネ・リンスターと申します。兄様には、とても可愛がっていただいています」

「うふふ♪　初めて来た時のリディヤちゃんにそっくりねぇ。アレンの手紙に『リィネは大人びてきたので、時々ドキリとします』って、手紙に書いてあったわ♪」

「！　兄様！」

　……リィネ、そんなに目を輝かがやかせなくてもいいんだよ？

　リディヤ。零ゼロ距きよ離り『火か焰えん鳥ちよう』は、何十回でも言うけど、洒落しやれにならない。

　いきり立つ腐れ縁に対して、普ふ段だんはすぐにでも僕を詰なじる妹はそのまま。あれ？

　そんな中、母さんが薄うす蒼あお髪がみの公女殿でん下かに向き直る。

「最後がティナちゃんかしら？」

　少女は自分の手を左胸に押し付け、母さんの目をしっかりと見つめた。

「ティナ・ハワードです。先生は……暗くら闇やみの中にいた私を見つけてくださいました。そして、『魔ま法ほう』まで……感謝を……いえ、そんな言葉じゃ全然、全然……エリン様！　先生を育ててくださって、本当に、本当に……本当に、ありがとうございましたっ」

　ぽろぽろ、と涙なみだを零こぼしながら公女殿下は深く深く、頭を下げた。

　母さんが優やさしく頭に手を置き、抱きかかえた。

「あらあら、まぁまぁ。大変だったわね。でも、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ」

「は、はいっ！　それで、その……」

　ティナはもじもじした後、意を決し、口にした。

「わ、私も……お、お義母様と、お呼びしても、よろしい、でしょうか？」

「うふふ～いいわよぉ。手紙に書いてあった通りね。『ティナは明るくいい子で、真ま面じ目めです。頭も凄く良いんですよ？』って」

「ふぇ？　せ、先生が？　わ、私のことをそんな風に？」

　ティナは大きな瞳を更さらに大きくし、直後、恥ずかしそうに顔を伏ふせた。

　──唐とう突とつにリディヤが僕から離れた。

　瞬しゆん時じにカレンが僕の左ひだり腕うでを拘束。無数の紫し電でんが動けば襲おそい掛かかるよう配置。

　腐れ縁が母さんに、静々と話しかける。

「お義母様……その……お願いがあるのですが……」

「なーに？」

　リディヤ・リンスター公女殿下は物悲し気に顔を伏せた。儚はかなげな美少女風。

「送られた手紙、私達も読ませてもらってもよろしいですか？　……褒ほめてもらう機会が少なくて。私……不安で……」

　噓うそだっ！　誰だれか、ここに噓つきがっ!!

「兄さん、お静かに。大事な話をしています」カレン、これこそ無体だと思うんだ。

　腐れ縁の無茶なお願いに、さしもの母さんも難色を示す。

「う～ん……リディヤちゃんの頼たのみでも……手紙を直接は……」

　よし、いいぞ！　このままいけば大だい丈じよう──と、その時、腐れ縁が、そっと、小さな映像宝ほう珠じゆを母に握にぎらせた。そこに映っているのは、王都の僕。

　きょとん、とした母さんの瞳に諧かい謔ぎやくが浮うかぶ。ま、まずいっ！

「……うふふ～♪　リディヤちゃん。リサさんとアンナさんはお元気？」

「元気です。元気過ぎるくらいに」

「そう♪　うん、分かったわ。だけど、独ひとり占じめは駄だ目めよ？　みんなで読みましょう♪　手伝ってちょうだい。テーブルと椅い子すを持って来なきゃ。美味おいしいお茶を淹いれるわね」

「ありがとうございます。大好きです。お義母様」

「私もよ、リディヤちゃん。また会えてほんとに嬉しいわ♪　ティナちゃん達も。うふふ、アレンは、毎回、貴女達のことをとーっっても、褒めているんだから☆」

「母さんっ!?　待」

　止める間もなく家の中へ。それに続く教え子達とリディヤ。

　世にも稀まれな理り不ふ尽じん裁定。母さんが漏もらしたように、手紙で僕はティナ達を絶賛している。それはリディヤとカレンも同様。内容が知られるのは……照れくさい。

　母さんだってその事は分かって──……あ、やっぱりこれって。

　一人残ったカレンが僕を詰った。

「……兄さんは、御ご自じ身しんがどれだけ大切な存在なのかをいい加減、自覚なさってください。私のことはなんて書いてくださっているんですか？　楽しみです」

　──その後、人は通らなかったとはいえ、実家の前で褒めちぎっている手紙を本人達に読まれる、という精神的拷ごう問もんを受けた。二度と母さんを怒らせまい。




　　　　＊




　苦行を終えた僕は、実家の内庭が見える安楽椅子に揺ゆられていた。大樹の種子から育った樹木が見える。

　ティナとリィネがあたふた。

「せ、先生、あのですね……」「あ、兄様、えっと……」

　エリーが両手を祈いのるように組み、膝ひざをつき告白してきた。

「ア、ア、アレン先生！　私は嬉うれしかったですっ」

「……エリー……そういうのを、正に追い打ちと言います……」

「あぅぅ」

　ティナ達の前で手紙を朗読されるという辱はずかしめは、僕を恐おそろしく疲ひ弊へいさせた。

　回復の為ために目の前の天使を抱だきしめよう。そうしよう。

　エリーへ手を伸ばし──たところに割り込む妹の影かげ。

「兄さん、お戯たわむれが過ぎます。……そんなにお疲つかれなのですか？」

「カレンも経験してみればいいよ。魂たましいの何かが喪うしなわれるから」

「嫌いやです。仕方ない兄さんですね。……特別ですよ？」

「なっ!?」「ほぇ!?」「そ、そんな!?」

　カレンが僕に抱だき着いて来た。僕もちょっと驚おどろく。

　恥ずかしさと拗すねが入り混じった呟つぶやき。

「……回復しましたか？　私だって、兄さんがこの前の冬、一いつ緒しよに帰ってくれなくて、怒っていたんですよ？　お願いします。二度としないでください」

「…………うん、ごめんよ。ありがとう」

　カレンの背中を優やさしく撫なでる。

　実家に帰ってきて『お姉さん』じゃなく『甘えたがりな妹』に少し戻もどったかな？

　ティナ達も得心したらしく、沈ちん黙もく。

　そんな中、母さんとお土産を氷冷庫に入れていたリディヤが戻って来た。すぐに状じよう況きようを察し、僕へ視線。

『ねぇ……手紙で、私のことを他の子達に比べて書いてない理由を教えてもらえる？』

　す、少ないかなぁ？

　母さんもやって来て、カレンを呼んだ。

「カレーン、リディヤちゃんとティナちゃん達を部屋へ──あらあら♪　うふふ。甘えたさんなのね。でも、今は案内してあげて。アレンはお父さんを」

「はい、分かりました」

　カレンがあっさりと離はなれた。やや、頰ほおが赤い。

「……こほん。では、案内します。ティナ、エリー、リィネは三人で一部屋。リディヤさんは私の部屋です」

「「「は～い♪」」」「今年もよろしくね、カレン」

「…………」

　腐くされ縁えんの軽口に、妹が何とも言えない顔をする。

　僕はそんな妹をくすりと笑いながら、母さんへ聞く。

「父さんは工こう房ぼう？」

「そうよー。貴方が帰って来るのを、楽しみにしていたんだから♪」

「……そっか。カレン、みんなをよろしく」

「はい。こちらはお任せください。あ、あの……兄さん」

「うん、ありがとう」

　ぽん、とカレンの頭に優しく触ふれる。

　腐れ縁が小さく両りよう拳こぶしを握り、応おう援えん。『……大丈夫よ。大丈夫。私がいるわ』。

　──頑がん張ばろう。

　今まで逃にげてきたんだ。きちんと話をしないとね。







　僕の父は個人相手の魔ま道どう具ぐ作製・販はん売ばいを生なり業わいとしている。

　工房は家の最さい奥おう。実験をする事も多いため、扉とびらと壁かべは元々かなり分厚く頑がん丈じように作られており、去年帰った時に、僕とリディヤ、カレンとで各種属性結界も組み込んで更に強化した。早々は壊こわれない。

　……工房の扉の前に立ち、深呼吸をして、ノック。

「父さん、入るよ」

　返答を待たずに、扉を開け中へ。

　すると、作業台で手を動かしていた父──ナタンが振ふり返った。

　小さな年代物の眼鏡をかけ、身内の贔ひい屓き目めだとしても美男子。母さんやカレンより、濃こい黒灰色の耳と尻尾しつぽ。背は僕よりもまだ少しだけ高いだろう。

　──何よりも印象的なのは、優しく穏おだやかな笑えみ。

　嬉しくて仕方ないことが分かる。しっかりとした低い声で僕の名前を呼んだ。

「アレン」

「父さん──……ただいま」

「おかえり。エリンには会ったかい？」

「うん」

「そうか。ふふ、君が帰る、と伝えてきた時からエリンときたらずっと、気もそぞろだったんだよ？　僕もだけどね」

「うん」

「おや？　背が伸のびたんじゃないか」

「うん」

「次会う時は抜ぬかれているかもしれないな」

「うん」

「ちゃんと、食べて、寝ねているかい？　少し、顔色が悪いようだが」

「うん」

「……アレン？」

　怪け訝げんそうな父へ王宮魔法士の一件を伝えようとする。

「あ、あのさ。父さん。僕……僕は……」

　言葉がうまく出て来ない。

　帰省が決まった後、どうやって話し出そうか、ずっと考え続けていたのに。

　幼い頃ころ、うちは貧しくはなかった。けど……裕ゆう福ふくでもなかったと思う。

　なのに両親は、僕の才能を伸ばせるなら、と一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよもなく、王都に送り出してくれた。

　僕はその期待に──二人の想おもいに応こたえたかった。どうしても、応えたかった。

　血の繫つながらない赤の他人。しかも人族である僕を拾い、育ててくれた二人の期待に。

　だけど、僕は手にしかけたものを、最後の最後に自分の意思で捨ててしまった。

　あの時の選せん択たくに後こう悔かいはない。何度やり直したって、僕はジェラルドをぶちのめすと思う。

　けれど同時に、僕の心は、両親への申し訳なさでもいっぱいだった。

　こんな事で、うちの両親が失望することはない。

　そう、頭では分かっていても、僕は万が一の妄もう想そうを止められなかったのだ。

　嫌きらわれたらどうしよう……と。

　結果、この期ごに及およんでも……なんて……情けない……。

　僕の方に父が近付いてきた。

　項垂れる僕の左ひだり肩かたへ力強い手が置かれた。

「アレン」

　勇気を振り絞しぼりる。

「父さん……ごめんなさい。手紙で報しらせた通り、僕は父さんと母さんが王都へ……王立学校だけじゃなく、大学校まで行かせてくれたのに……王宮魔法士の試験を自分の手で……」




「──ありがとう」




「……えっ？」

　顔を上げる。そこにあったのは、慈じ愛あいに満ちた父の顔。

「多くの人達から何があったのかは聞いているよ。僕やエリン、そしてカレンとリディヤさんが侮ぶ辱じよくされたのを見過ごせなかったんだろう？　よくやった！　それでこそ、僕の、僕達の自じ慢まんの息子むすこだ！　僕とエリンは君のことを心から誇ほこりに思う。……立派になったね」

　思いがけない言葉に、胸の奥から熱い感情がこみ上げてくる。

「だけど、家へ帰って来ないのは駄だ目めだ。偶たまには元気な顔を僕達に見せて──アレン？」

「あ、うん。……何でもない、よ」

　ああ……そうだった。この人達はそういう人達だった。

　僕を心から愛し、信じ、慈いつくしんでくれたのはこの人と──

「あ～ずるいわよっ！　ナタンっ!!　アレンを褒ほめてあげるのは後で二人一緒に、って約束したでしょっ！　私、さっき凄すごく我が慢まんしたのよっ！」

　扉をあけ放ち母さんが飛び込み僕達の傍そばへ。すぐさま、抱きしめられる。

「本当にこの子はっ！　馬ば鹿かな子ねぇ。貴方あなたが元気で帰ってきてくれればそれで、それだけで、私とナタンは良かったのよ？　他にな～にも、望むことなんかないんだから」

　──幼い時に感じた温かさを思い出す。

　僕は微笑ほほえみ、二人へ万ばん感かんの想おもいを伝える。

「……母さん、父さん」

「何だい？」「な～に？」




「ありがとう。僕は──二人の息子で本当に……本当に良かったです」




　　　　＊




　その日の夜よ更ふけ。僕は内庭に丸テーブルと椅い子すを持ち出し、一人で夜よ涼すずみしていた。

　テーブルの上には小さな灯あかりと、東都産の赤ワイン。王都で買ってきたチーズ。

　夜空には月と無数の星。時には流星も。昔、カレンとベッドから眺ながめていたっけ。

　そんな妹は腐れ縁と一緒に既すでにお休み中。朝、覗のぞき込むと手を繫いで寝ていたりする。

　ティナ達も、大きなベッドで三人一緒にすやすや。

　つい先日、リンスター家からグリフォン便で大きなベッド等家具一式が届いたらしい。

　送り主の名前はリサ・リンスター。つまり製品の質は言うまでもなし。

　一緒に同どう封ふうされていた母さん宛あての長い手紙を要約すると、『長女だけでなく、次女まで御お世せ話わになります。せめて、家具はこちらで。他、必要な物を教えてください』。

　三年前に顔合わせをして以来、リサさんと母さんは、未いまだに文通を続けているらしい。

　グラスを傾かたむけワインを飲む。美味おいしい。フェリシアへ報せようかな？　チーズも齧かじる。程ほどよい塩味。お店に来たみたいだ。

　楽しくなっていると、家の方からすっかり耳に馴な染じんだ声がした。

「こんばんは、先生♪」

「おや？　ティナ、起こしてしまいましたか？」

「いえ。灯りが見えたので。そちらへ行ってもいいですか？」

「勿もち論ろん。椅子がないので、そこに置いてあるのを一脚きやく、持ってきてください」

「はーい」

　寝ね間ま着き姿の公女殿でん下かは返事をし、椅子を抱かかえて内庭に出てきた。僕の向かいに椅子を置き腰こしかけるも、足が地面についていない。予備のグラスへ氷水を注ぎ、差し出す。

「ありがとうございます♪」

「長旅、お疲つかれ様でした」

　グラスとグラスを合わせる。硝子ガラス同士の綺き麗れいな音。

　ティナは両手でグラスを持ちながら「……えへへ。先生と二人きりです……」と呟つぶやき、美味しそうに氷水を飲んだ。前まえ髪がみがとても嬉うれしそうに揺ゆれている。

「東都はどうですか？」

「凄く良い所だと思います。緑もいっぱいですし、水も綺麗だし、あと、何ど処こか温かいです。御母様も御父様も想像以上にお優しくて、カッコよくて……それになにより、ここは、先生の故郷ですから。来れて、とっっても嬉しいです♪」

「それは良かった」

　ニコニコ顔な教え子。気に入ってくれたみたいだ。

　そのまま、チーズを齧り、ワインを飲んでいると少女が静かに問いかけてきた。

「……先生、お聞きしてもいいですか？」

「何でしょう？」

「先生は、どうして王宮魔法士を目指されたんですか？」

「………そんなに面白い話ではありませんよ？」

　ティナは僕を見つめ、はっきり。

「聞きたい、です」

　思い出したくない記き憶おくではある。忘れ難がたくも。

「そうですか……」

　僕は、あくまで軽い口調で話し始めた。

「僕が孤こ児じ、という話はしましたよね？」

「はい。王立学校入学前にお聞きしました。……忘れるわけありません」

　少女が俯うつむき、上うわ目め遣づかいに僕を見た。王都、ハワード家屋や敷しきの内庭で話したあの日のこと。

　こちらも忘れられる筈はずもない。そんな器用な人間でもなし。グラスを傾ける。

「昼間、獣じゆう人じん街を抜けて来ましたけど、獣人の皆みなさんをどう思いましたか？」

「とっても明るくていい方々だな、って思いました！　あと、先生を大好きなんだなって」

「そうですね。ただ……僕が小さな頃は排はい他た的な時もあったんです」

「排他、ですか？　想像がつかないです」

　僕は空のグラスへワインを注いだ。

「──十年以上前のことです。人族の男が、新市街に住む狐きつね族の少女を事故死させました。彼女はまだ六歳。小さな妹を庇かばって馬車に撥はねられたんです。禁止されている大樹付近にまで個人所有の馬車を乗り入れたことが原因でした」

「っ！」

　少女が息を吞のむ。

「当然、男の厳げん罰ばつを求めるオルグレン老公宛決議が各族長の全会一いつ致ちで採さい択たくされました。男に罪があるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったからです。けれど……罪には問われなかった」

「！　ど、どうしてですか？」

「どうしてだと思いますか？」

　ティナに質問を返し、更さらにグラスをあおる。風ふう鈴りんの鳴る音が聞こえてきた。

　少女は黙もつ考こうした後、重い口を開く。

「……相手が貴族、しかも伯はく爵しやく以上だったから、ですか？」

「正解です。男はその後、突とつ如じよ一族を引き連れて聖せい霊れい騎き士し団だん領へ亡命。そして亡なくなった少女の家族も引ひっ越こしてしまったことで、事件は有う耶や無む耶やになりました」

「そんなっ！　そんな、ことって……」

　ティナは口を押さえた。

　……思い返しても酷ひどい話だ。

「獣人族は絆きずなを重んじる種族です。前獣人族取り纏まとめ──基本的には狼おおかみの族長が兼けん務むするのですが、男が罪に問われない、と分かったその日、取り纏め及び族長を退かれました。他の族長の方々も同様です。『家族を救済出来なかった我等に資格無し』と」

「全員が、ですか？」

「はい──……その翌日からですねー。僕への虐いじめが激しくなったのは」

「…………えっ？」

　ティナの身体からだが強こわ張ばった。見る見る内に大きな瞳ひとみが潤うるむ。

　月に雲がかかり暗くら闇やみが増した。片目を瞑つぶる。

「子供時代にはどの種族でもあることです。当時は僕も殆ほとんど魔ま法ほうを使えず、一人だけ人族の外見ですから。散々泣かされたものです。大人達も黙もく認にんしていましたね」

「そんな！」

　ずっと昔の話なのに、僕を本気で心配してくれている。優やさしい子だ。

「でも──父と母は、泣きながら帰ってくる僕を抱だき締しめながら、何度も、何度もこう言ってくれました。『アレンは私達の息子だ。大樹様から授さずかった宝物なんだ』って。僕には黙だまって引っ越すことも真しん剣けんに考えてくれていたようです。狼族は東都以外に共同体がないのにですよ？　でもそういうのって、不思議と気付くものですね。……毎晩、ベッドの中で泣いたのを覚えています」

「……分かります。私も……そうでしたから」

　ティナの頰ほおを涙なみだが伝っていく。ハンカチを取り出し、涙を拭ふいてやる。

「とても短い間だったんですよ？　僕の魔法が上達するにつれてなくなりました」

　少女は俯き、しゅん、とする。

「私……先生、最近、ちょっと元気ないかな、って思ってたんです。今のお話で繫つながりました。先生は王宮魔法士の一件をまだ気にされていて、だから、東都に帰るのを……あむ」

　チーズをナイフで切り、一枚を咥くわえさせる。

　優しくて聡さとい子だ。唇くちびるに人差し指を置く。

「話の続きです。魔法を少々使えるようになった僕は、お金を稼かせぐことが出来ないかな？　と考えました。最初にしたのはこれです！」

「ひゃっ！　せ、先生っ！」

　まだ、落ち込んでいる公女殿下へテーブル上に置いてあった団扇うちわを向け、簡単な魔法を発動。冷やした風を当てる。細く綺麗な髪かみがサラサラとなびく。

「ふふ、夏は冷たい風。冬は暖かい風を道行く人にかけて、小こ銭ぜにを稼ごうとしたんです」

「……な、なるほど。確かにこれなら、お小こ遣づかいくらいは」

「無論、失敗しましたが」

「ほぇ？」

「魔ま力りよくを切らした僕を後しり目めに小銭を稼ぐカレンの勇姿！　目に焼き付いています」

　家に帰った後、怒おこられたっけ。『おにいちゃんはむりしちゃだめなの！　カレンががんばるのをみてて！』。胸を撃うち抜ぬかれたよ。

「失敗した僕は考えました。継けい続ぞく型の魔法じゃダメだ。魔力がもたない。なので、次は魔法で花を作ることにしました。ティナ達にやってもらったようにです。結果」

「魔力切れになった、ですか？　そして、カレンさんに怒られた、と」

「……正解です」

　懐なつかしい。カレンは小さい頃ころから、兄想いだった。……一時、反はん抗こう期もあったけど。

　グラスにワインを注ぎ、チーズを二枚取る。一枚を教え子へ。

「話が終わりに近付いてきました。自分なりに魔法を勉強した僕は、魔法士最高位の一つが王宮魔法士だと知りました。そしてある日、族長から『王立学校を受験してはどうか？』という話が来たんです。僕は悩なやみました。学費の問題がありましたからね」

　ワインを飲み干す。

「そんな僕を、両親は笑って送り出してくれました。王立学校の入学試験は頑がん張ばりましたよ。……リディヤに遭そう遇ぐう、挙句、学校長とやり合う羽目に陥おちいるとは思いませんでしたけど」

「前期試験の時に仰おつしやってました。『君達はまだ良い子達だ。あの二人ときたら』って」

「僕じゃありません。九割五分は、リディヤ・リンスター公女殿下の仕し業わざです」

「ふふ。そうですね」

　ティナが頰ほお杖づえをつきながら、優しい顔で僕を見つめている。

　小首を傾かしげた。

「あれ？　でも、先生なら近この衛え騎き士しにだってなれたんじゃないですか？？」

「近衛の団長には直接勧かん誘ゆうされましたね。断りましたけど」

「へっ!?」

　今宵こよい一番の驚おどろき。僕は両りよう肘ひじをつき、顔の前で手を組む。重々しい口調。

「……僕が近衛にいかず、王宮魔法士になろうとした理由はですね」

「り、理由は」

「近衛はお給金が安いんですよ。びっくりするくらい」

「…………ふぇ？」

　背筋を伸のばし、緊きん張ちようしていた寝間着姿の公女殿下が、間の抜けた呟きを漏もらした。

　手を崩くずし両手を掲かかげ、大きく頭かぶりを振ふる。

「近衛と王宮魔法士だと、そうですねぇ……ざっと五倍は違ちがいます」

「そ、そんなに、ですか？」

「近衛は長く名めい誉よ職でしたしね。なので、僕は王宮魔法士を目指したんです」

　ボトルが空になりそうだ。美味しかった。フェリシアに仕入れ推すい薦せんの手紙を書かねば。

　グラスに最後のワインを注ぎながら自じ嘲ちようする。

「……がっかりしましたか？　僕はそんなに偉えらい人間ではないんですよ」

　公女殿下は俯き沈ちん黙もく。幻げん滅めつするよなぁ。

「ティナ」「先生」

　少女がゆっくりと立ち上がった。

「私、神様は信じていません。祈いのっても、祈っても、助けてくれませんでしたし。でも」

　ティナが左手を胸むな元もとへ置き、大人びた表情を浮うかべ、静かに微笑ほほえんだ。

　月光が差し込み、少女を照らす。




「貴方あなたとの出会いには心からの感謝を。貴方は私にとって──『光』そのものです」
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　風が吹ふき、リボンを着けていないティナの髪が煌きらめく。

　嗚あ呼あ、綺き麗れいな子だな。手を伸ばし頰に触ふれる。

「せ、先生？」

「……ありがとうございます。僕は君達の家庭教師になれて幸せです」

　ティナが僕の手に自分の手を重ねる。

「っ！　せ、せんせい──あの……あのっ！」

「はーい、しゅーりょー」

　僕の後方から白い右みぎ腕うでが伸びて来た。机の上のグラスを手にとり一口。ティナの悲鳴。

「～～～～～！！！」

「あら？　美味おいしいワインね」

「……リディヤ、それ、僕のなんだけど？」

「いいじゃない、別に。普ふ段だんも共有しているんだし」

「……噓うそを言わない。どうしたのさ？」

　振り返ると腐くされ縁えんは、唇を尖とがらせ更に一口。飲み口を合わせている。こーら。

「目が覚めただけよ。小ちっちゃいの、ここからは大人の時間。お子様はとっととねなさい」

　腐れ縁の目がとろーん、としてきた。あ、こいつ。

　ティナはいきり立ってリディヤへ挑いどみかかるが、

「なっ!?　正体を現しましたねっ!!　そ、そうやって、上から目線なのも今の内だけですっ！　すぐに、私は貴女あなたに追いついて──え、えっと？　リ、リディヤさん？？」

　途と中ちゆうから困こん惑わくする。

「…………」

「はぁ、まったく……。よっと」

　リディヤは目を閉じると、そのまま僕の背中に身体を預け寝ねてしまった。

　僕は背中で御お嬢じよう様さまを抱かかえ立ち上がり、状じよう況きようについていけていない少女にお願いする。

「ティナ、お開きにしましょう。こいつ、お酒自体は好きなんですが、そんなに強くないんですよ。最近、忙いそがしくしてたのと、移動もありましたし」

「あ……」

　理解してくれたようだ。肩かた越ごしに、すーすー、と寝ね息いきを立てている腐れ縁を見やる。

　寝顔は美少女そのものなんだけど……。厳おごそかに、ティナへ問う。

「行きましょうか。カレンの部屋に運ばないと。……バレたら、夜中でも、長い長いお説教が待っています。危険な任務です。ついてきますか？」

「はいっ。先生の行かれるところなら、何ど処こにだって！」

「ありがとうございます。ああ、あと」

　話に付き合ってくれた少女へ片目を瞑る。

「今晩の続きはまた何時いつか。ティナがお酒を飲めるようになるのを楽しみにしてます」

「はい♪」

　──部屋の前ではカレンが待っていた。

　けど、小言も何もなく、リディヤを無言で引き取って、御お仕し舞まい。

　どうかしたのかな？




　　　　＊




　翌日は、朝から忙しかった。

　早朝は、カレンがティナ、エリー、リィネを相手に内庭で模も擬ぎ戦。

　僕が、と言ったのだけど、妹が「大だい丈じよう夫ぶです。私に任せてください」というものだからまったりと見学。

　四人は訓練後、朝あさ風ぶ呂ろへ。着き替がえた後、朝食のため呼びに来たエプロン姿のリディヤを見て、「「あ、明るいのに、お、お化け!?」」と、ティナとリィネが手を取り合っていた。

　次いで、あいつの作った朝食を食べたエリーは驚きよう愕がく。「……ま、負けました」と涙目に。

　リディヤ・リンスターは基本的に万ばん能のうなのだ。

　午前中は王立学校の宿題を解いたり、座学。カレンが積極的に手伝ってくれて助かった。

　お昼は冷たい麵めん料理。新しん鮮せんな野菜が美味。これも、フェリシアへ報しらせてみようかな？

　午後からは気温が上がってきたので、魔法制せい御ぎよの勉強も兼かねて、ティナ、エリー、リィネに「涼すずしくしてください」という課題を出したところ……ティナが氷山と雪原を形成。

　それを発見した近所の子供達が集まってきて、夏だというのに雪合戦に発展。

　カレンが三人を率いて子供達を蹂じゆう躙りんしていく様子は、昔を思い出して楽しかった。

　その間、僕は内庭の椅い子すに座り、持ってきた文ぶん献けんを読んだり、新しい魔法式を組んだり、挑んで来る悪わる餓が鬼き共を返り討うちにしたり……平和って素す晴ばらしい！

　リディヤは母さんの手伝い。時折、様子を眺ながめに来ては戻もどる、を繰くり返していた。

　面おも白しろいのは、腐れ縁が現れると悪餓鬼共が姿を隠かくすこと。本能か。

　──あっという間に時刻は夕方。陽ひは傾かたむき、ぼんやりとした明るさ。

　内庭で一人、内庭の氷山と雪原を片付ける。

　遠くから笛や太たい鼓この音が聞こえてきた。今晩は獣じゆう人じん族全体の夏祭りがあるのだ。

　場所は大樹へ続く唯ゆい一いつの大橋前の大広場。

　そこへ行くには、獣人居留地の新旧市街にそれぞれ一つずつ架かけられている橋を渡わたらないといけないので、少し時間がかかる。あの子達の準備はまだだろうか。

　──大樹近くで試ためし打ちの花火が上がった。

　後方から緊張していると分かる、ティナ、エリー、リィネの呼びかけ。

「せ、先生」「ア、アレン先生」「あ、兄様」

「はーい。みんな、準備は──……」

　振り向き、言葉を喪うしなう。

　三人はお揃そろいの浴衣ゆかた姿で、手には小さな布ぬの袋ぶくろ。色は薄うす蒼あお、薄うす翠みどり、薄うす赤あか。柄がらは夏の花。母さんが近所の人から譲ゆずり受けたのを手直ししたのかな？　この準備の良さ……リンスターとハワード両メイド長の気配がする。身長とかを事前に伝えていたのだろう。

「先生」「あぅぅ、アレン先生」「兄様、感想をお願いします！」

　黙だまってしまった為ため、教え子達がはにかみながら催さい促そく。

　ティナ達は幼いとはいえ、何いずれも美少女。不意打ちは反則だ。

　こほん、と咳せき払ばらいし褒ほめる。

「とても、可愛かわいらしいです」

「「「えへへ♪」」」

　ティナ達は嬉うれしそうにはしゃぐ。

　遅おくれてリディヤも艶あでやかな浴衣姿でやって来た。お姉さんぽく、三人をたしなめる。

「ほら、はしゃがないで。そろそろ、出かけるわよ。玄げん関かんへ」

「「「は～い」」」

　ぱたぱた、とティナ達が駆かけていく。

　淡あわい緋ひ色いろの浴衣姿で、髪かみをまとめたリディヤが一言。

「…………感想！」

「母さん、四着も手直ししたの？」

「ち・が・うでしょぉ。かわいくないぃ！」

　その場でむすり。抗こうしきれず、告白。

「──……似合っているよ。とても」

　リディヤは頰ほおを染めた。

「……き、及きゆう第だい点てんにしといてあげる」

　腐れ縁が手を伸ばしてきたのでゆっくりと握にぎり、家の中へ。

　僕も浴衣を着ようかな？　背が伸びたし、父さんのを着られるかもしれない。

　最後に妹と母さんがやって来た。カレンは浴衣ではなく半はん袖そで半ズボン。不満気。

　母さんが満面の笑みで聞いてきた。

「アレン、ティナちゃん達、可愛かった？」

「うん。四着も手直し、大変じゃなかったの？」

「全然っ！　来年は新しいのを作っておくわね。はぁ、楽しみだわぁ♪」

「来るかもわからないのに……程ほど々ほどにね」

「うふふ♪　ティナちゃん達が待ってるわ。アレン、カレン、リディヤちゃんよろしくね」

「うん」「大丈夫です」

「お義か母あ様さまとお義父とう様さまは行かれないんですか？」

　リディヤが母さんへ聞く。

「私はナタンと、ここから花火を見ているわ♪　楽しんできて」

「はい。遅おそくなる前に帰って来ます」

　さて、それじゃ──黙っていたカレンが僕を、ちらり、と見た後で口を開いた。

「…………母さん……わ、私の浴衣はないんですか？」

　母さんは不思議そう。

「？　カレンは、去年まで家の中でしか着なかったじゃない？」

「そ、それは、その……他の子達が兄さんに褒められて、私だけ除のけ者なのは……」

　カレンがしどろもどろになり、僕をちらちら。うん？

　母さんはそんな様子を眺め、何やら理解。妹へ約束した。

「うふふ、分かったわ。いる間に直しておいてあげる。胸は変わってないわよね？」

「!?　か、母さんっ！　に、兄さん、耳を塞いでください!!」

　肩かたを竦すくめる。カレンが普段着なら僕も普段着で行こう。

　そんな風に考えていたら、母さんと視線が合った。『アレンは妹想おもいね♪』。

　これくらいは当然だと思う。

　だって、カレンは僕の、世界で一番可愛い妹なんだから。




　　　　＊




　東都の象しよう徴ちようである大樹の周囲は、ぐるり、と大水路に囲まれている。

　唯ゆい一いつ濡ぬれずに渡れる大橋前は東都最大の広場となっていて、獣人族のお祭りや祝しゆく宴えんに使われている。馬車はここまで。大橋に馬車を乗り入れさせるのは原則禁止だ。

　広場では既すでに大おお櫓やぐらが立ち並び、祭まつり囃ばや子しが奏かなでられていた。

　ティナ、エリー、リィネが歓かん声せいをあげる。

「ふわぁぁぁぁ」「お、お店がいっぱいです」「こ、こんなに多くの獣人が」

　大小様々な獣人達がそこかしこで楽しそうに歓かん談だんしたり、お酒を酌くみ交かわし、屋台で食べ物を買ったりしている。夏祭りは、獣人族の父祖達へ祈いのりを捧ささげるものだけど、別種族が参加禁止なわけでもないので、エルフやドワーフもちらほら。多くは浴衣姿だ。

　ただ、やっぱり人族は少ない。去年はもう少しいたんだけど。

　──旧市街側の橋を渡りきると、突とつ然ぜん、リディヤが手を叩たたいた。

　ティナ達は戸と惑まどい「「「？？？」」」。

　腐れ縁が、持ってきた布袋から三人分の小銭入れを取り出し、それぞれに放ほうり投げた。

　母さん達はいないので、普ふ段だんの我が儘まま御嬢様だ。

「使いなさい。あんた達は祭りの素人しろうとなのだから」

「「「!?」」」

　教え子達が僕を見てきたので説明。

「屋台が多いので一人だと回り切れないんですよ。使うのも基本は銅貨で済みます」

「！　なるほど」「リ、リディヤ先生、凄すごいです」「あ、姉様、何時の間に準備を」

　こっちに来る前日、三人の可愛い小こ銭ぜに入れを選ぶのに散々、店を回ったのだ。

　リィネの質問には答えず、腐くされ縁えんが指示を出す。

「集合場所はここよ。小ちっちゃいのとリィネは綿わた飴あめ。エリーは氷棒を確保。飲み物は」

「僕が」「私が買ってきます」

　カレンが手を挙げ、続ける。

「兄さんは待っていてください。人も多いですし、目印替がわりです」

「了りよう解かい。それじゃ僕はここで待っていますね」

「「「は～い☆」」」

　三人娘むすめが元気よく返事。浮うき浮きしている。お祭りって楽しいしね。

　リディヤが懐かい中ちゆう時計で時間を確かく認にん。

「長引いたら容よう赦しやなく置いていく。特に小っちゃいの」

「むっ！　リディヤさんこそ、遅れたら置いていきますからっ！」

　僕は四人を見み渡わたし、号令。

「それじゃ、行ってらっしゃい。早めに帰って来てくださいね？」




　ティナ達を待っていると、様々な人に話しかけられた。

　狼おおかみ、豹ひよう、小こ熊ぐま、兎うさぎ、猿さる、獺かわうそ、猫ねこ、栗鼠族といった旧市街に住む獣人の人達。

　狐きつね、鼬いたち、山や羊ぎ、牛、鼠ねずみ族といった新市街で暮らしている知り合いも。

　口々に「どうして、冬は帰って来なかったんだ！」と責めてくるので参った。一いつ般ぱんの人達には、王宮魔ま法ほう士しの件でジェラルドとやりあったことは、知られていないらしい。

　祭囃子を聞きつつ、ぼんやりと周囲を眺めているとこちらに戻ってくる妹の姿が見えた。

　小さなお盆ぼんに五人分の木製カップが置かれている。

　手を振ふるとカレンはその場で停止。迷う表情になった。うん？

　──次の瞬しゆん間かん、仲間達と後ろ向きに大声で話しながら歩いている浴衣姿の少年が、右からぶつかってきた。狼族だ。

「きゃっ！」「うおっ！」

　お盆が宙を舞まい、果実水が少年にかかる。カレンもその場でへたり込む。

　少年は怒おこりだし、妹を怒ど鳴なった。

「てめぇ！　この浴衣はそんじょそこらの代しろ物ものじゃ……あ？　なんだ。カレンじゃねぇか。帰って来てたのか。暫しばらく見ないうちに、女らしくなったなぁ。こいつはいいや。おい！　汚よごした詫わびに、付き合えよっ!!」

「っ!!　……ぶつかってきたのは貴方あなたの方でしょう？」

「おいおい。汚しておいてその言い草かよ？　お前ら、俺は後ろを見てたか？」

　少年が後方に引き連れている獣人の少年達へ問いかける。

「いいや」「前を向いてたぜ」「間ま違ちがいないな」

　次々とニヤニヤ笑いつつ否定。嫌いやな笑い方だ。

　カレンが憤ふん慨がいし、手を出す前に、間へ割り込む。

「君は後ろを見ていたよ。僕が見ていた」

「……兄さん」

　しょぼんとした妹の声。肩かた越ごしに見やり目配せ。大だい丈じよう夫ぶだよ。

　前方から、舌打ち。

「ちっ……アレン、てめぇまで帰って来ていやがったのか。おい、兄なら、妹に現実を教えてやれよ！　俺と付き合った方が後々、絶対にいいってな！」

「……トネリ。君も懲こりないね」

「カレンはまだ現実を見てないだけだ！　俺は何いずれ族長になる男なんだぞっ!!」

「う～ん……それは、どうだろう？」

　この濃こい黒くろ茶ちや髪ぱつをした狼族の少年の名はトネリ。現狼族族長にして、獣人族の取り纏まとめ役でもあるオウギさんの一人息子むすこだ。

　僕よりも頭半分高いものの顔には幼さが残っている。歳としはカレンの一つ上。幼い頃ころから、妹にご執しゆう心しんなのだ。ギルと同い年か。あいつより余よ裕ゆうがないけど。

　少年の後ろにも三名の見知った顔。皆みな、獣人族内では有力者、とされる人達の息子だ。旧市街の子はおらず、新市街の山羊族、鼬族、鼠族の子達だけ。

　トネリが嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「……そう言えば、お前、冬は帰って来なかったな」

「ま、色々あってね」

「はっ。知ってんだぜ？　王宮魔法士になれなかったらしいなっ！　これだから人族は！」

　どっと、後方の少年達も笑う。ふむ。

　僕が王宮魔法士になれなかったことを族長達は知っているだろう。

　でも、わざわざ話すだろうか？　変な違い和わ感が残る。

　考え込んでいると、舌打ち。

「なに、黙だまってやがる。てめぇ、いい気になってたんだろうが？　王立学校、大学校を卒業して、王宮魔法士だぁ？　準貴族でもないお前が？？　笑わせるんじゃねぇよっ！　俺は親父の跡あと目めを継ついだら、即そく男だん爵しやく格。取り纏めになれば子爵格だ。こいつらも、全員男爵か準爵格。てめぇとは格が違うんだよっ！」

　典型的な物言い。王立学校時代に戻もどったみたいだ。苦く笑しようして、駄だ目め出だし。

「う～ん……捻ひねりがないね。それじゃ落第だよ？」

「なっ!?　……お、俺を馬ば鹿かにしてんのかっ！」

　少年の濁にごった瞳ひとみ。歳月で人は、良い方にも悪い方にも変わる、か。

　淡たん々たんと話しかける。

「知っているとは思うけど、王家は、大々的に実力主義の導入を推おし進めている」

「そ、それが何だって言うんだっ！」

「世せ襲しゆうだった各獣人族族長だって例外じゃないってことさ。取り纏めも魔王戦争以降は狼族から出すのが慣習だけど、きっと変わるよ？」

「っ!?」

「う、噓うそだろ？」「は、話がちげーぞっ！」「楽して貴族格になれんじゃねぇのか!?」

　腰こし巾ぎん着ちやくの少年達がトネリに詰つめ寄り、文句。

　オルグレン老公から確約を得ている筈はずもないだろうし、この自信はどこから？

　狼族の少年が目を血走らせ、叫さけぶ。

「うるせえ！　うるせえっ!!　てめぇは狼族じゃねぇだろうがっ！　てめえは、人だ!!　名前すら持ってない、何ど処この誰だれかも分からねぇなっ！　獣人の話に口を出すんじゃねぇっ！　しかも、第二王子様に、カレンと貧びん乏ぼう人にんの養い親二人、そしてあの紅あかい魔女を馬鹿にされて、歯向かったんだろうが！　そんなことで、一族全体を危険に曝さらしてんじゃねぇよっ!!　死ぬなら、てめぇ一人で死ねっ！　拾われた時、みてえになっ！！！」

　……言ってくれるなぁ。

　僕が反応する前に、後ろから殺気を濃のう厚こうに含ふくんだ声が発せられた。

「…………トネリ…………」

『！？！！』

　周囲一帯に紫し電でん。込こめられているのは絶対的な敵意。少年達の顔が引き攣つる。

　カレンが僕を守るかのように前へ出た。

「……兄さんと家族を馬鹿にする。それは私を馬鹿にしているのと同じですよ？」

　分かりやすく怯ひるみつつトネリが弁明。

「カ、カレン、ま、待ってくれっ。お、俺は一族を想おもって言っただけだっ！」

　紫電が猛たける。いつの間にか周囲がざわつき、祭囃子までもが止まり始めた。

　妹の苛か烈れつな問いかけ。

「……何が違うと？　貴方は一族の者が理り不ふ尽じんな侮ぶ蔑べつを受け、守るべき相手が汚されたとしても、地位が上ならば媚こび諂へつらへ、と言うのですか？　自分の家族であっても？？」

　少年は必死に言い訳。

「そ、それは……も、ものの弾はずみってやつで……」

「私はそんな事を言う人と、絶対にっ、お付き合いなんかしませんっ！」

　妹が怒り混じりに叫んだ。事態を理解した周囲の人達までもが少年達へ敵意を向け始める。旧市街の獣人達だけでなく、新市街の獣人達も同様だ。

　トネリはたじろぎ、少年達も決まりが悪そうだ。僕は妹を押しのける。

「兄、さん？」

　少年へ微び笑しよう。

「……トネリさ」

「な、何だよ。俺は間違──ぁ、う、うあ…………」

　目を合わせながら、一歩を踏ふみ出す。トネリも一歩後退。少年達も後あと退ずさる。

　更さらに一歩、二歩、前進。トネリ達も後退。「ひぃ！」と鼠族の少年が転てん倒とう。

「僕のことを言うのは構わないんだよね」

　僕は歩みを止めない。彼等の後退も止まらない。転倒者は立てないまま必死に逃にげる。

「だけど、さ」

　両手を広げ数十の初級魔法を展開。トネリが悲鳴をあげ、転ぶ。

「う、噓だっ！　噓だっ!!　て、てめえがこんな魔法を使える筈ねぇっ！」

　何年前の僕だろうなぁ。少年の顔を覗のぞき込み、胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「僕の家族とあいつを貶おとしめるのは違うだろう？　そんなこと？　そんなことの為ためだったら、僕は何度だって王子をぶちのめすよ。家族や自分の大事な人の為に命を投げ出せることが、獣人の誇ほこり。僕は父からそう教わった。君もそうだろう？」

「っぐっ！」

　そのまま、巨きよ軀くの少年を持ち上げる。野や次じ馬うまから大だい歓かん声せい。

「返事は？」

「わ、わ、わ、分かった……お、お、俺が悪かった……」

　胸倉の手を離はなすと、トネリは地べたに転がった。

　少年達も、全員顔面を蒼そう白はくにし、ガチガチ、と歯を鳴らしている。

　……尚しよう武ぶの獣人、今何処いずこ、か。

　魔法を消し、振り返るとカレンが両手を胸に押し付けながら心配そうに僕を見ていた。

　耳と尻尾しつぽは普ふ段だんより大きくなり、身体からだを震ふるわせている。怖こわがらせたかな？

　優やさしく名前を呼ぶ。

「カレン、お待たせ」

「に、兄さん……後ろですっ！！！」

　妹が叫んだ。稚ち拙せつな魔力の鼓こ動どうと殺意。困った子だ。

　──横合いより疾しつ走そう音。果物の氷棒が数本空中高くへ放ほうり投げられた。

「えーいっ！！！！」

　エリーが僕とトネリの間に割り込み、粗そ雑ざつな雷かみなり魔法が準備されていた少年の右手を掌しよう底ていで上へ弾はじいた。流れるように拳けん打だと蹴けりをトネリへ数十叩たたき込み、最後は肘ひじ打うちで吹ふき飛ばす。その先には──百近い各属性中級魔法。

　…………学校長、ティナ、リィネ、僕が間違っていたみたいです。

　指を鳴らし中級魔法を分解。トネリに浮ふ遊ゆう魔法をかけ、降って来た氷棒を受け取る。

　追つい撃げきせんとするメイドさんにも風魔法をかけ吹き飛ばし、僕の腕うでの中へ。

「きゃっ！　あぅ……ア、アレン先生？」

「エリー、ありがとう、助かりました。ただ……やり過ぎですよ？」

「でもでもでも、あの人、アレン先生を！　わ、私が御お守まもりしますっ！」

　普段通り可愛かわいいんだけど……僕は何ど処こで間違いを。

　いや、まだ遅おそくないっ。北方の聖女様共々、死守してみせるっ！

　僕が意気込んでいると、逃げようとしていた山羊族と鼬族の子を囲むように、小さい『氷ひ雪せつ狼ろう』と『火か焰えん鳥ちよう』が出現。

「「！！！！」」

「逃がしませんっ！」「兄様、お怪け我がは？」

　ティナとリィネも帰って来た。

　頭の横には狼と鳥のお面。手には綿わた飴あめ。杖つえと剣けんを使わなくても、ある程度制せい御ぎよ出来るようになってきたみたいだ。二人は視線で僕に『ほらぁ』。

　……疑ってごめん。

　浴衣ゆかたメイドさんを解放し、ティナ達に魔ま法ほうを解くよう目配せ。

　見たことがない表情をしている妹の傍そばへ行き、ぽん、と頭に手を置く。

「怖がらせたね。カレンは僕が嫌きらいなったかな？」

「…………バカ、です」

　頭を撫なでつけてきた。直後、僕達の脇わきを複数の何かが超ちよう高こう速そくで通過。一人、逃とう走そうを試みていた鼠ねずみ族の少年の浴衣を地面に縫ぬい留めた。

　…………串くし？

「！？！！！」

　少年は恐きよう怖ふに顔を歪ゆがませ、泡あわを吹いて気絶。

　呆あきれながら見やると、リディヤが左手に数本の肉串を持ちながら、空いた右手の指を舐なめていた。先に祭りを満まん喫きつしていたらしい。
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　リディヤは周囲の住民達を一いち瞥べつ、状じよう況きようをあっさりと説明。

「何でもないわ。単に王宮魔法士を投げ捨ててまで狼族の、ひいては獣人全体の名めい誉よを守ったアレンが東都に戻ってきただけよ。詳しよう細さいは各族長にでも聞きなさい」

　突とつ然ぜんの爆ばく弾だん発言。僕は慌あわてて止めようとする。

「！　リ、リディヤ!!」

　無視。……わざとだ。絶対、わざとだ。

　転がっているトネリ達を冷たく見やり、瞬しゆん時じに距きよ離りを詰つめ僕の隣となりへ。

「そこの馬鹿共の親にも伝えておくことね。近い将来、族長は世襲じゃなくなるわよ？」

　人ひと混ごみの中から、嗄しわがれているも、よく通る声が響ひびいた。

「世襲云うん々ぬんはどうでもいいんだがなぁ、紅の姫ひめさん。肝かん心じんなことを聞いていいかい？」

　野次馬の中から、髪かみも尻尾も白はく髪はつの獺かわうそ族のお爺じいさんが出て来た。

　うげっ。前獺族族長のデグさんだ。

　今度こそ──カレン、背せ伸のびしたティナ達三人娘むすめの手によって口を押さえつけられた。

「むぐっ！」

　その隙すきにリディヤが問い返す。

「何かしら？」

「アレンが、俺達の名誉を守って王宮魔法士にならなかった、ってのは、風の噂うわさで聞いちゃいたが、……そいつは真まことかい？　何せ、情報は現げん役えき族長止まりだったんでな」

　い、いけない！　止め──カレンが、ぎゅー、と僕の左ひだり腕うでを拘こう束そく。「……このままです」。

　ティナ、エリー、リィネが誇らしげに声を合わせた。

「「「本当ですっ！」」」

　リディヤが引き取る。

「だ、そうよ？」




　──祭まつり囃ばや子しまでもが止まり、広場全体を静せい寂じやくが包んだ。




　次の瞬しゆん間かん、地面を揺ゆるがす大歓声。

　みんなが駆かけ出し始めた。「酒だ！　とっときの酒を用意しろっ!!」「美味うまい物もだっ!!　出し惜おしみすんじゃねぇぞ？」「来てない連中にも遣つかいを飛ばせ！　これは、獣じゆう人じん族全体の祝い事だ！」「食い物やら飲み物の屋台が足らなくなるな。よーし、足せ足せ！」。

　様々な魔法を用いて、次々と会場や屋台が増設されていく。す、既すでに、夏祭り用に設営されているのに!?

　動どう揺ようする僕を後しり目めに、デグさんへリディヤが問う。

「何をするつもり？」

「かっかっ。んなの、決まってるだろうが」

　お爺さんは皺しわくちゃな顔を、破は顔がん一いつ笑しよう。

「アレンが──俺達の家族が、俺達の名誉の為に、自分の夢を投げ捨てたんだ。それに感謝しねぇのは獣人じゃあるめぇ？　祝しゆく宴えんが、いや！　大祝宴が必要だろうが!!」

「あら？　よく分かってるじゃない。任せるわ」

「おうよっ！」

　うぐぐぐぐ。そ、そうか、こ、これは昨晩、ティナと二人きりで夜話をした仕返し……。

　腐くされ縁えんが目で通告。『浮うわ気きは大罪なんだからね？』。そもそもの前提がおかしいっ。

　カレンが僕の胸に頭を当てて呟つぶやいた。

「……兄さん……何時いつかバレることです」

　胸を張り、喜び全開なティナ達。……仕方ない、か。

　──トネリと取り巻き達の姿が何時の間にか見当たらない。

　若い世代の間でおかしな風が吹いているかもしれないな。
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　親愛なるアレン様へ




　初めて手紙を送ります。ステラです。

　……名前は封ふう筒とうに書いていましたね。まだ少し緊きん張ちようしているみたいです。

　そちらは如何いかがですか？　北方は一年で一番良い季節です。毎日、気持ちよく過ごせています。教授も御仕事が済み次し第だい、此方こちらへ来られるようです。

　北都中央駅のホームには、父とグラハムが迎むかえに来てくれました。

　何を話していいか、あんなに迷うものなのですね。困ってしまいました。

　グラハムなんて、泣いていたんですよ？　シェリーまでつられて泣くんです。

　父とは少しずつ話せるようになってきました。

　全部、全部、アレン様のお陰かげです。ありがとうございます。

　だけど、本当は──アレン様も一いつ緒しよに来ていただきたかったです。そしたら、こんなに緊張しなかったと思います。実家に帰って来たのに、王都にいるよりも疲つかれるなんて。

　分かっています。これは我が儘ままです。

　でも、でも、アレン様が隣にいてくださるのなら、私は……。

　ティナ達は御ご迷めい惑わくをかけていないでしょうか？　ここ数日、物もの憂うげな御様子でしたのでご負担になっていないか、気になっています。アレン様は隠かくすのが御上手ですから。

　なのに、あの子達から先日、届いた手紙はとてもとてもとても、楽しそうで……ズルい、と思ってしまいます。

　私も、アレン様の御両親にきちんとお礼を伝えたいのに……。

　ティナとエリーなんて『御お義か母あ様さまは可愛らしくて、温かい方です！　御義父様はすっっごく、カッコイイです！』って書いてきたんですよ？

　……やっぱりズルいです。

　御迷惑でなければ、次の長期休きゆう暇かは私もそちらで過ごしたいと思っています。

　ダメ、でしょうか？

　いただいた宿題は解き終えてしまいました。再会の日を心待ちにしています。

　また、手紙を書きます。





領内の人達に日々とても甘やかされて、困っているステラより






　追記

　北のユースティン帝てい国こくが、近く、国境線沿いで南方軍の大演習を行うようです。先日、王都に来ていた使者はそれを伝達するものだったと聞きました。

　父もグラハムも訝いぶかしく思っています。正確な演習理由は不明です。御報告までに。










第３章









　実家に戻もどって、早六日。

　最初こそ、落ち着かなかったものの、そこは王都に行くまでの十三年間を過ごした場所。すぐに馴な染じんだ。

　ティナ達も気に入ってくれたみたいで一安心。

　三人揃そろってのお昼ひる寝ね姿はとてもとても和なごむ。昨日は母さんも一緒に寝ねていた。

　腐れ縁にはめられた祝宴は……思い出したくない。二度と人前で歌うもんかっ。

　朝食の後、内庭が見える開け放たれた部屋に置かれた安楽椅い子すに揺られながら、ステラの手紙を読む。……僕の変調に気付いていたみたいだ。

　几き帳ちよう面めんに書かれた字。ほんのり香かおる花。心が落ち着く。

　少し拗すねているようなので、今度、連れだしてあげよう。王都のバザールがいいかも？

　……北方の帝国も国境線沿いで演習を行う計画があるらしい、か。

　遠くに見える大樹と空を眺ながめる。雲一つない快晴。ティナ達と遊びにでも行こうかな？

　先日、最速の赤グリフォン便で届いたフェリシアの封筒には、僕が送った赤ワインへの樽たる単位の注文票と走り書きのメモが入っていた。

『実家。緑服の太った騎き士し。オルグレンと関係？　関かかわらないよう伝言。……あつーい。氷こおり菓が子し食べに行きたーい。半分ずつ交こう換かんするー。──ン様と』

　最後の文字は乱暴に消されている。

　緑服の騎士？　オルグレンなら紫むらさき系の色な筈はず。緑は西のルブフェーラの象しよう徴ちよう色だ。

　魔ま王おう戦争以降、西から東へ移った一族はいた。十数年前の件で獣人族達に憎ぞう悪おされているあの一族は、聖せい霊れい騎き士し団だん領へ亡命した筈……情報不足だ。メモを眺める。

　手紙を入れるつもりだったのにうっかりしたんだろう。帰ったら、からかわないと！

　唐とう突とつに視界がぼやけた。振ふり向くと、薄うす蒼あお髪がみの少女が立っている。

「……ティナ、これ、父さんの眼鏡じゃないですか？」

「……いい、です……」

　いい？　外そうと手をかけると、動かない。

　淡あわい赤服の少女と、やはり淡い翠みどり服を着ている少女が僕の手を摑つかんでいる。

「リィネ、エリー？　手を離はなしてくれませんか。視界がですね」

「ぼやけるなら、こっちに替かえなさい」

　少し離れた位置から腐れ縁の声がし、何かをティナへ投げてきた。

「リディヤさん……どうして、そんな物──……まさかっ！」

「お義か母あ様さまとカレンを呼んでくるわ。とっとと済ませなさい」

　追つい及きゆうを躱かわし、腐れ縁が部屋を出ていく。

　父さんの眼鏡を外し、目の前の丸テーブルへと置くと、ティナが間かん髪はつ入れず度無し眼鏡をかけてきた。

　たしなめようと、顔を上げると教え子達が並んでいた。

「先生、どうですか？」「ア、アレン先生……」「兄様、似あいます？」

「ティナ、エリー、リィネ、その服は？」

　少女達は、東都に暮らす獣人達が夏場によく着ているような甚じん平べい姿だった。

　ティナのそれには、淡い蒼の布地に六りつ華かがあしらわれている。エリーは淡い翠に数羽の小鳥。リィネには美しい模様。新しさからして王都で事前に仕立てていたのだろう。

　……ここにも、両メイド長の気配が。

「あらあら、まぁまぁ、うふふ♪　アレン、女の子を褒ほめないのは減点よ？」

　楽しそうな母さんが部屋へ入ってきた。

　さっきまで、リディヤ、エリーと一緒にお弁当を作っていたからだろう。

　眼鏡のつるを弄いじり、気持ちを落ち着かせ、感想を述べる。

「三人共、とても可愛かわいらしいですね」

「「「！　ありがとうございます♪」」」

　その場で手を取り合って喜ぶ少女達。

　次いでやって来たのは何ど処こか不満気な妹と腐れ縁。

　カレンは半はん袖そで半ズボン。手には何の変へん哲てつもない布ぬの袋ぶくろ。

　リディヤは白シャツの上に麻あさ製の薄うすい長袖の上着を羽織り、下は淡い紅あか色のロングスカート。頭には麦むぎ藁わら帽ぼう子し。手に可愛い鳥が描えがかれた布袋と籐とう製のお弁当箱を持っている。

　僕に笑え顔がおで確かく認にんしてきた。

「お披ひ露ろ目めは終わったかしら？」

「……リディヤ、これ、アンナさん、シェリーさん、君も嚙かんでいるんだろう？」

「さぁ？　お義母様、夕食の準備までには帰ってきます。今晩も御手伝いしていいですか？」

「勿もち論ろんよぉ、リディヤちゃん。私、娘むすめと料理をするのが夢だったの♪　お礼の、ぎゅー」

　母さんがリディヤを抱だきしめ、御お嬢じよう様さまも抱きしめ返す。

　ティナ達はもう慣れっこ。服を見せあってはしゃいでいる。和なごむ。

　リディヤから離れると母さんは三人娘に問いかけた。

「さ、ティナちゃん達もお出かけの準備をしましょうか。水着は持ってきている？」

「「「は～い」」」

　三人は元気に唱和し籐製の鞄かばんを掲かかげた。気になる単語が聞こえたような。水着？

　母さんがティナ達を引き連れて行こうとし、

「……待ってください」

　カレンが引き留めた。リディヤは向かいの席へ座るなり、半眼。『幼女趣しゆ味み』『ひ、酷ひどっ』。

「な～に、カレン？」

「な～に、じゃありませんっ！　……母さん、その、私の浴衣ゆかた……」

　両りよう拳こぶしを握にぎりしめ頰ほおを膨ふくらまし、母さんの前で黙だまりこむ。昔とちっとも変わらない。

　一方腐れ縁は映像宝ほう珠じゆで僕を一心不乱に撮さつ影えい中。『動くの禁止。眼鏡をかけたまま外出は厳禁！』。……時折、こいつが分からなくなる。

　母さんが、妹を引っ張った。耳元でごにょごにょ。

「（大だい丈じよう夫ぶよ。出来上がっているから。帰ってきたら、ね？）」

「（！　……はい。ありがとうございます）」

　母娘おやこの密談。仲良いなぁ。

　ああ、そうだ。出発前に聞いておかないと。僕は立ち上がり、尋たずねる。

「母さん、僕の分の浴衣もある？」

「う～ん、そうねぇ……アレンも背が伸のびたし、ね♪」

　嬉うれしそうに背せ伸のびして僕の頭を撫なでる。そっか、去年までのは着られない──はっ！

　普ふ段だんの自分達と同じような僕の姿を見たティナ達は「先生♪」「はぅぅ♪」「兄様、良いです！」とニマニマ。リディヤも口元を緩ゆるめ、撮影継けい続ぞく中。

　カレンだけは上の空で、頰を薄うっすら染めて耳と尻尾しつぽを揺ゆらしている。

　手を振り、話を戻す。

「じ、じゃあ、父さんのは？」

「きちんと作ってあげるから、今年は我が慢まんして。来年が楽しみ♪」

　母さんが大輪の花が咲さいたような笑顔。

　つまり『来年もちゃんと帰って来るのよ？』。

　頰を搔かきつつ、話題変へん更こう。

「ティナ達を連れて行くのは、ダグさんの所でいいのかな？　水遊びだよね？」

「うふふ♪　私の息子は話が早くて助かるわぁ☆」

　口は少々悪いけど、案外と世話好きで、子供好きな獺かわうそ族のお爺じいさんの姿を思い出す。

　十数年前の事件のせいで、人族とは余り関わらない人だけど、リディヤは連れて行ったことがあるし、大丈夫だろう。

　僕と母さんの会話を見守っていた少女達へ微笑ほほえむ。

「では、準備が出来た人から玄げん関かんに集合してくださいね。水遊びに行きましょう。獣じゆう人じんでもあまり知らない秘密の場所へご案内します」
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　東都は『森の都』と形容されて久しいものの、僕としては『水路の迷めい宮きゆう』だと思っている。

　都市全体に網あみの目のように張り巡めぐらされている大小の水路の数は、数百とも千とも。

　獣人達は大樹と東都郊こう外がいの豊かな森林がもたらす水の恩おん恵けいを受け、生きて来たのだ。

　──薄蒼髪の少女が、橋の欄らん干かんから水面みなもを指差している。

「先生！　見てくださいっ!!　あそこ、すっっごい大きな魚が泳いでますっ」

「ティナ、危ないですよ。泳げるんですか？」

「む！　あ、当たり前じゃないですかっ!!　わ、私に死角はありませんっ」

　エリーが麦藁帽子を押さえながら、聞いてきた。

「ほぇ？　テ、ティナ御お嬢じよう様さま、泳げるようになられたんですか？」

「エリー、しー！」

　主従のやり取りを横目にリィネがお願いをしてくる。

「兄様、私は泳げないので、手ほどきをしていただいてもいいですか？」

「「!?」」

「リィネ、貴女あなた、泳ぐの嫌きらいでしょう？」

「あ、姉様ぁ」

　日ひ傘がさを差している我が儘まま御嬢様が鋭するどい眼光を実じつ妹まいへ飛ばした。その隣となりにはカレン。みんな、お揃いの麦藁帽子姿だ。

　僕等が歩いているのは、東都西側の外れ。実家がある旧市街の中でも一番古い地区。住んでいる人達も古株の人が多い。橋を渡わたり切り、目的地が見えて来た。

「「「わぁぁぁぁぁ」」」

　ティナ達が僕の両りよう袖そでを摑みつつはしゃぐ。

　船着き場には十数艘そうの色とりどりなゴンドラが整然と並んでいた。

　旧市街で水運業を生なり業わいとする獺族の先祖は元々水すい都とにいたらしく、特とく徴ちよう的なゴンドラを使う。新市街の獣人達は専もつぱら小こ舟ぶねだ。

　水路脇わきに設けられている少々急な木製階段を先に下り、ティナ達に手を伸ばす。

「鳴るけど頑がん丈じようです。一人ずつ下りてきてください」

「「「は～い」」」

　まずは年少三人娘を下ろす。

「…………」

　カレンはその後で、僕の手を取らず下りて来た。不ふ機き嫌げん──というわけではなさそうだけど、ここ数日、様子がおかしい。

　最後は大人しく待っていた腐くされ縁えん。畳たたんだ日傘と籠かごが差し出された。受け取り、僕の脇へ魔法で浮うかべる。直後、僕へ向けて跳ちよう躍やく。腕うでの中に飛び込んできた腐れ縁へ文句。

「……これ、毎年、やる必要あるのかな？」

「あるわね。最低限の義務。逆がいいの？」

　肩かたを竦すくめ、日傘と籠を手て渡わたす。

　……教え子達の冷たい視線は感じるも、カレンは何も言わず。

　するとリディヤが僕に目配せ。妹の違い和わ感にこいつも気がついたらしい。頷うなずく。折を見て、連れだしてみよう。

　ゴンドラの近くで談だん笑しようしていた獺族の男性達が、僕とリディヤを確認し手をあげてくれたので、振ふり返す。

　ティナが叫さけぶ。

「先生！　ズルいですっ！　不公平ですっ!!　やり直し、やり直しを要求しますっ！！！」

「駄だ目めです」

「う～！　先生の意地悪っ！　それで──どれに乗るんですか？」

　一転、興きよう味み津しん々しんな様子で僕の右みぎ袖そでを握り、尋ねて来た。エリーとリィネも好こう奇き心しんが勝まさっているようだ。リディヤとカレンが自然な動作で水路側へ回った。

「向こうですよ、ついて来てください。水路側には行かないように」

「「「は～い」」」

　ティナ達は僕の右腕を占せん拠きよした。三人で握れ、と言ったわけじゃないんだけどな。

　──広い渡し場を歩いて行き、端はしまで辿たどり着いた。

　一ひと際きわ古く、同時に手入れの行き届いたゴンドラの上で獣人の男性が編あみ笠がさを被かぶって釣つり糸を垂らしている。後ろ髪がみと尻尾は見事な白はく髪はつ。着ている物は紺こん色いろの甚じん平べい。

　ぶっきらぼうな声が飛んできた。

「……その足音、二人を除いて人族だな？　悪いが、俺ぁ、この十数年、人族は数える程ほどしか乗っけてねぇんだ。他を当たってくんな。魚が逃にげちまう」

　ティナ達が心配そうに僕を見たので、麦藁帽子の上から、ぽんぽんぽん。

「そうですか。残念です、ダグさん。他を当たりますね。さ、行きましょうか」

「……あん？」

　ティナ達を促うながす。すぐさま、呼び止められた。

「待ちな」

　振り返り、お互たがいニヤリ。

「はい、待ちますとも。お久しぶりです。お元気そうで」

「かっかっかっ。てめぇも元気そうだなぁ、アレン、え？」

「お陰かげ様さまで。理り不ふ尽じんな公女殿でん下かに虐いじ、こほん。鍛きたえられているので」

「そーかい、そーかい。紅の姫ひめさん、こいつは役に立ってるかい？」

「まぁまぁね。……私に対して反はん抗こうしがちで困っているわ」

「かっかっかっ。あんたも変わりなくて何よりだ。どっこいせ」

　楽しそうに笑った小こ柄がらな獣人──獺族のダグさんは立ち上がり、櫂かいを手に取り船せん尾びへ。

　こうして見ると、デグさんにそっくり。双ふた子ごなのだ。

　老ろう獺かわうそが首をしゃくる。

「ほれ、乗んな。あそこでいいんだろ？　ああ、嬢ちゃん達は後だ。アレン」

「はい」

　ゴンドラへ乗り込み荷物を置く。少し考え、名前を呼ぶ。

「エリー」

「は、はひっ」

「僕と一いつ緒しよに訓練してみましょうか。具体的にはこうです」

「！　ひゃっ」

　エリーに浮ふ遊ゆう魔ま法ほうをかけ、ゆっくりと動かしゴンドラへ降ろす。

　硬こう直ちよく中のメイドさんを促す。

「さ、やってみましょう」

「ア、アレン先生……う、動かすのは難しいかなって、思うんでしゅ、あぅ……」

「大丈夫ですよ。泳ぎが上手なティナとリィネ相手ですからね。落ちても、ね？」

「「!?」」

「は、はひっ。だ、大丈夫です、ね！」

　メイドさんが意地悪な笑みを浮かべた。これはこれで。

　──はっ！　堕天を僕が後押ししてどうするんだ!?

「アレン、とっととしろぃ」

　ダグさん、お待ちを。ティナ達が両手を取りあい、慌あわて始める。

「せ、先生！　エリーだけは危ないと、思いますっ」

「あ、兄様！　安全安心安息にするのが優先かとっ」

　どうしよう、面おも白しろい。

　けど、リディヤとカレンが呆あきれ始めている。エリーの左手を握にぎる。

「ア、アレン先生？」

「僕がやってみます。感覚を摑つかんでみてください」

　ティナとリィネ、カレンを浮かべゴンドラへ。真しん剣けんな面おも持もちでエリーが魔法式を追っている。後でノートに書いておいてあげよう。リディヤへ目配せ。

　腐れ縁は渡し場から音すらなく跳躍。中程の席へ降り立つと、クッションの上に腰こしかけ、日傘を広げた。エリーの手を離はなし、ダグさんに向き直る、

「お待たせしました。出してください」

「おうよ。嬢ちゃん達、摑まっときな」

　老獺が櫂を押す。

　ゴンドラはゆっくりと、水路を滑すべり始めた。




　流れに乗ると、ダグさんが話かけてきた。

　頭上には巨きよ大だい、としか形容出来ない大樹。よく見ると、幹の色が一部異なっている。

「祝しゆく宴えんは盛せい況きようだったなぁ、にしても、アレン。お前さん、やらかしたみてぇだな、え？」

「……平常運転って大切だなって思いますね」

「そーかい、そーかい。かっかっかっ。よっと」

　ダグさんが、櫂を強く押し古く狭せまい水路へ入った。速度が緩ゆるやかになり、更さらに安定。

　懐ふところから煙管キセルを取り出しつつ、僕に催さい促そくしてきた。

「ま、嬢ちゃん達の名くらい教えてくれや」

　頷き、後ろの席で水面下を泳ぐ魚や、周囲の様子を観察している教え子達へ手を向ける。

「紹しよう介かいします。ダグさんから見て一番右に座っているのが、ティナです、その隣がエリー。左ひだり端はしがリィネ。僕はこの子達の家庭教師をしているんです」

　三人が振り向き元気よく挨あい拶さつ。

「ティナ・ハワードです！」

「エ、エリー・ウォーカーでしゅ。あぅ……」

「リィネ・リンスターです。以後、お見知りおきを」

「………………おいおい、マジかよ」

　老ろう獺かわうそが煙管を咥くわえながら、呻うめく。

　ダグさんは、かつてデグさんと共に一族中ちゆう枢すうにいた人なので、姓せいの意味を理解しているようだ。煙管の先せん端たんに火の魔石をかざし、小さな火をつけ──次の瞬しゆん間かん、消えた。目線を日傘下のリディヤに移すと、人差し指をあげている。そう言えば煙草たばこは嫌いだったな。

　ダクさんが、僕を見て大笑い。

「かっかっかっ。アレンよぉ、紅あかの姫さんだけじゃねぇ、ってのか？　ええ？」

「……色々あったんです、色々」

「は～ん。紅の姫さんと、カレンの嬢ちゃんも大変だなぁ。同情するぜ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。より厳しくするし」「兄さんには、厳しさが必要です」

　僕は現状以上に厳しくされるらしい。

　大きなトンネルの入り口が見えて来た。中は漆しつ黒こくの闇やみ。去年はなかった、オルグレンの紋もん章しようと、そして聖せい霊れい教の印が水路の壁かべに刻まれている。ティナ達が灯あかりを用意し始める。

「いらないですよ。光は無ぶ粋すいです」

「「「？」」」

　ゴンドラはトンネルへ突とつ入にゆう。

　──ほんのりと　壁に翠みどり色の光が浮かび始めた。

　ティナ、エリー、リィネが感かん嘆たんの声を漏もらす。

「わぁぁぁぁ」「す、凄すごいです」「こ、これは」

　幻げん想そう的な光景。ここに紋章はなし、と。

「先生！　これって、すっっごく古い魔法式ですよね？？」

　ティナが興奮した様子で話しかけてくる。ダグさんの顔が綻ほころぶ。

「ほぉ……嬢ちゃん、こんな古いもんに興味があんのかい？」

「はいっ！」「こ、細かいです」「兄様の魔法式に似ているような？」

「かっかっかっ。こいつぁ、有望だ。ここはよ、王国建国どころか、もっと大昔からここにあんだとよ。全体像は東都で一番、ゴンドラを操あやつって来た俺でも分からねぇ。ド素人しろうとが興味本位で踏ふみ込んだら、確実に迷って、運が悪けりゃあの世いきだ」

「あのあの、この魔法式も、その時からあるんですか？」

　エリーが自分から質問した。不覚にも、じーん、としてしまう。

　──リディヤが本を隠かくれ蓑みのにしながら僕を撮とっていた。隠し撮りとは。ふ、不覚。

　ダグさんが、頭かぶりを振る。

「いんや。こいつはちぃとばかり、新しい。精せい々ぜい、五百年ってとこだろう。詳くわしいことは分かんねぇが、俺が餓が鬼きの頃ころに、ひい爺じいさんから聞いた話だと、だ」

「「「だ、だと？」」」

「──魔法式を組んだのはたった一人。精せい霊れいの力を借りたんだとさ」

「「「!?」」」

　カレンが口を挟はさむ。

「昔話です。ダグさん、私の後こう輩はい兼けん教え子達を惑まどわせないでください」

「かっかっかっ。カレンの嬢ちゃんだって、餓鬼の頃は喜んで聞いてただろうが」

「そ、それは……その……兄さんが信じていたからで……」

「今でも、僕は信じているからね」

　指を鳴らして、壁の魔法式に介かい入にゆう。三人娘むすめが驚きよう嘆たん。

「「「わぁぁぁぁぁぁ」」」

　一気に光が輝かがやきを増す。系統的には植物魔法が近い。

　僕は気になっていたことを情報通の前副族長へ小声で尋たずねる。

「ダグさん、水路の壁にオルグレンの紋章と聖霊教の印がありましたけど……」

「オルグレンの馬ば鹿か息子むすこ共の腰こし巾ぎん着ちやくが、俺達がいない間にやったんだろうよ。オルグレンの爺さんは悪いお人じゃねぇが……ありゃ相当身体からだがわりぃな」

「老公が？　……お病気ですか？」

　──ギド・オルグレン。通つう称しよう『老公』。

　齢よわい七十を超こえる、王国東方を統すべるオルグレン公こう爵しやく、その人だ。僕の大学校の後こう輩はいである、ギル・オルグレンの実の父親でもある。

　老獺は火のついてない煙管を咥えた。

「詳しくは知らねぇ。ただ、ここ数ヶ月姿は見ねぇな。前は獣じゆう人じん街にも来てたんだが」

「……後こう継けいは？」

「興味がねぇ。『古き誓せい約やく』さえ守ってくれれば、俺達ゃ何も言わねぇよ。……馬鹿息子共は怪あやしいが。あいつ等、魔王戦争で起きたことを曲解──おっと」

　ダグさんが櫂を操作。先の方に光が差し込んでいる。

　──出口が見えて来た。ティナ達に注意。

「外に出ると目がくらみます。閉じておいて、少しずつ開けてくださいね」




　ゴンドラは地下水路を抜ぬけ、穏おだやかな湖面へ躍おどり出た。

　周囲三方は高い崖がけ。上部には樹木が茂しげっている。

　一ヶ所だけ開いている箇か所しよも間は狭い。抉えぐられ方から見て、昔は閉じていたのだろう。

　水は透すき通とおっていて小魚の群れがはっきりと見える。流れも穏やかだ。

　──獣人族でも、殆ほとんど知らない東都郊こう外がいの秘密の小島に到とう着ちやく。

　ゴンドラを白い砂すな浜はまに寄せてくれた、ダグさんに御お礼れいを言う。

「ありがとうございます」「「「ありがとうございますっ！」」」

　荷物を持ち先に降りると三人娘も、御礼を言って続いて来た。

　みんな足を水に濡ぬらして歓かん声せいをあげている。

　周囲にあるのはダグさん達が建てた簡素な小屋だけで他ほかに人工物はなし。

　カレンは僕の手を借りずに降りるとすぐさま、ティナ達の傍そばへ。

　続けてリディヤ。乗る時と同じように、日ひ傘がさと籐とう籠かごを浮うかし跳ちよう躍やく、腕うでの中へ。

「……余よ裕ゆうで届くよ？」

「さぁ、どうかしら？」

　興奮しているティナ達は気付かす、ダグさんに質問している。

「ダグさん、ここは何て言う場所なんですか？」

「あのあの、凶きよう暴ぼうなお魚さんとか、いますか？」

「いきなり深くなったり、流れが急になりは？」

「かっかっかっ。美味うまい魚はいても、危ねぇ魚はいねぇよ。遠浅かつ、流れもここら辺一帯は穏やかだ。……名前は、だな」

　白はく髪はつの老獺が言い淀よどんだ。純じゆん粋すいな誓ちかいを口にする。

「正式名めい称しようは知らねぇ。が、俺達はこう呼んでんだ──アトラ島、ってな」

　名前くらいは憶おぼえておいてやらなきゃならねぇ。ダグさんの小さな誓いが、耳に届いた。

　カレンが僕を見る。頷うなずく。僕達の幼おさな馴な染じみのことを忘れないように。

　小こ舟ぶねを浮かせ、船首を戻もどすとダグさんが僕へ向き直った。

「おしっ！　迎むかえは夕方前だ。男一人に、嬢じようちゃん五人とは豪ごう気きだなっ！」

「代わりますか？」

「やなこった。母ちゃんにバレたら、三枚におろされちまう。──ゆっくりしろや」

「ありがとうございます」

「おうっ。後でな、嬢ちゃん達。こいつを困らせることは俺が許可するっ！」

「「「！　は～い。ありがとうございましたぁ」」」

　ティナ達が元気にお礼。

　ダグさんは片かた腕うでを上げて応こたえ、地下水路の入り口へと向かっていく。

　僕は袋ふくろから赤ワインの瓶びんを取り出すと、その背中に放ほうり投げる。

「ダグさん！」

「ん？　お、おっとぉっ！」

「味は保証します。奥さんと飲んでください」

「かっかっかっ。ありがてぇ、ありがてぇ」

　うまく受け取ったダグさんは、大事そうに瓶をかかえながらゴンドラを巧たくみに漕こいでいき──次し第だいに見えなくなった。

　少女達へ笑いかける。

「さ、水着に着き替がえましょう。日焼け止めをお忘れなく」




　　　　＊




　魔法で砂すな壁かべを作り、水着に着替えた僕は砂浜に布を敷しき、日ひ除よけ用の大きな傘かさを立て、子狼おおかみ型の浮き輪わを二つ膨ふくらましていた。ティナとリィネ用だ。

　僕の水着自体は何の変へん哲てつもない半ズボン型。上は白の半はん袖そでシャツ。前ボタンは開けている。

　腐くされ縁えん達は小屋内で着替え中。戻ってきたらテーブルや椅い子すを取りに行かないと。

　ダグさん達は趣しゆ味み人じんだし、大たい概がいの物は持ち込んでいる筈はず。

　上空では野生の蒼そう翠すいグリフォン達が優ゆう雅がに飛ひ翔しよう中。普ふ段だんよく目にするグリフォン便の種と異なり首が長い。幼い頃に森の中で遭そう遇ぐうしたっけ。とても綺き麗れいな生き物だった。

　今後は、そういうこともあの子達に──砂浜を猛もう然ぜんと駆かける音。

「先生っ！」「兄様っ！」

　案の定、ティナとリィネだった。白いタオルで身体を隠している。

「二人共、着替え終わりましたか？」

「「は、はいっ」」

　元気よく返事をしてくれたものの、幼い公女殿でん下か達は恥はずかしそう。

　それでも──意を決したかのように、タオルを取った。反射的に目を手で隠す。

　ティナとリィネの挑いどむかのような声。

「先生、見てください！　リィネより可愛かわいいですよね！」

「兄様、正直に仰おつしやってください。私の方が可愛いよ、と」

　手を取ると自然に、くすり、としてしまう。二人が怪け訝げんそうに僕を見た。

「先生？」「兄様？」

「御お二人は──やっぱり、とても仲良しなんですね」

「？　……リィネ、貴女あなた!?」「？　……ティナ、貴女!?」

　僕の感想を受け、目を瞬しばたたかせていた少女達がお互たがいを見やり愕がく然ぜん。

　ティナは白と蒼を基調とした水着で胸の部分にひらひらがつき、下は短いスカート。

　リィネは淡あわい赤を基調としているものの、物は一いつ緒しよ。──色いろ違ちがいだ。

「同じお店で買ったんですか？」

「そ、そうです……エリーも一緒に。今日まで、秘密にしてたのに！」

「い、遺い憾かんです。首席様、あれだけ悩なやんでいて、どうして同じのに！」

「可愛らしいですよ。一緒になって嬉うれしいのなら、嬉しいと」

「「う、嬉しくなんか！」」

　一言一句同じ台詞せりふを叫さけぶ。素す直なおじゃないなぁ。

　遅おくれて砂浜を踏みしめつつも、躊躇ためらいを感じさせる足音。

「あの、その……ア、アレン先生……」

「エリー、着替え──……」

　淡い翠を基調とし、水玉水着姿のメイドさん。二人と違って大人用。

　エリーが距きよ離りを詰つめ、そわそわ。

「え、えっと、えっと……お、お店の人に薦すすめられて……に、似合っていませんか……？」

「こほん──そんなことはないですよ。お似合いです」

「あ、ありがとうございますぅ♪」

「「…………」」

「え？　テ、ティナ御お嬢じよう様さま、リ、リィネ御嬢様？？？」

　ティナとリィネが無言でメイドさんの手を摑つかみ、前の砂浜へ引っ張り準備体操を開始した。わざわざ湖面を向いている。

　そこに遅れてやって来た妹の𠮟しつ責せきが耳じ朶だを打つ。

「……兄さん、目がいやらしいです」

「そんなことは、ないと思うな」

　妹は真新しい薄うす紫むらさき色の水着姿だった。動きやすさ重視なようで無む駄だな装そう飾しよくはほぼなく、下はショートパンツ。ちらちら、と僕の様子を窺うかがっている。

「うん、カレンも可愛いよ」

「……それだけ、ですか？」

　獣耳と尻尾しつぽが期待を表明。浮き輪を渡わたしつつ、耳元で囁ささやく。

「僕が誕生日プレゼントに渡したネックレスを扱あつかっている所の水着だよね。『蝶ちよう』のマークがショートパンツに小さく刺し繡しゆうしてあるし」

「た、偶たま々たまです。……貴女達、何を見ているんですか？」

「「「！」」」

　様子を窺うかがっていたティナ達へ気づき、妹が両手で浮き輪を抱かかえて歩き出す。

　面めん倒どう見みはいいし、泳ぐのも僕より上手うまいから、ティナとリィネの指導は任せてしまおう。

　最後に、腐れ縁が近付いて来る気配。

「騒そう々ぞうしいわね」

「そうかな？　前、三人で来た時も楽しかったけど、こういうのも悪くは──……」

　振ふり向き……目線を下へ。リディヤが怪訝そうに小首を傾かしげた。

「？　何よ、どうした──……はっはーん」

「ま、待った！　待ったっっ!!」

　一歩、二歩と距離を詰めてくる赤あか髪がみの公女殿下を押し留とどめる。




　──リディヤは綺麗だった。




　麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶり、赤色系ではなく純白の水着で装飾はなし。腰こしには長めの紅のパレオ。

　腐れ縁がニヤニヤと僕の顔を覗のぞき込む。

「うふふ♪　あんた、こういう系に弱いものね？　さ、遠えん慮りよなく褒ほめるといいわ。さぁっ！」

「き、汚きたない。これだから、リディヤ・リンスター公女殿下は汚いっ!!」

「違うでしょう？」

「うぅぅ……」

　頰ほおが赤くなっているのがはっきりと分かり、腐れ縁はますます勝ち誇ほこっている。

　追い詰められた僕は、ついに……

「あーーー！　リディヤさん、何を、何をしているんですかぁっ!!」

　ティナが僕達に気付いた。助かった！

「…………ちっ」

　リディヤは盛せい大だいに舌打ちし僕を睨にらむ。そこには強い拗すねが見て取れた。

　僕は肩かたを竦すくめ、意を決し耳元で感想を述べる。

「……綺麗、だと思う」

「っ！　……ふ、ふ～ん♪　ま、悪くは、ないわね。小ちっちゃいのっ！　今日という今日は、身の程ほどを教えてあげるわっ!!」

　照れ隠かくしだろう、腐れ縁は子狼の浮うき輪を付けている薄蒼髪の公女殿下に叫ぶなり、大おお股またで歩き出した。僕も自分の頰を扇あおぎつつその後を追う。

　……こういう不意打ちは止やめてほしい。心臓が保もたないよ。







　籐とう製の椅子に座りながら、冷静になって考えてみる。

　ここにいるのは全員が全員、王国内でも有数の魔ま法ほう士しであり、剣けん士し。

　最初こそ、水遊びをしてはしゃいでいたのに……前方を見やる。

　どんな理由であれ、一度は、こうなるのは必然だったか。

「もらいましたっ！」「姉様、覚かく悟ごですっ！」

　ティナとリィネが、波打ち際ぎわに悠ゆう然ぜんと佇たたずむ無手のリディヤへ数十の氷ひよう弾だんと炎えん弾だんを叩たたきこむ。対して腐れ縁は、手刀の一いつ閃せんで全すべて粉ふん砕さい。少女達が呻うめく。

「ど、ど、どういう理り屈くつですか!?」「あ、姉様、い、何時いつもよりも御お強つよいような」

「違うわ、貴女達が弱いのよ」

「「っ!!」」

　ティナとリィネの目が吊つり上がる。意地になった二人は両手で魔法を展開し始めた。

　大きな欠伸あくびをしながら、リディヤは逆方向にいるカレンを挑ちよう発はつ。

「待っていても勝機なんかないわよ？　つまり、昼食時、あいつの隣となりは私確定ね」

「寝ね言ごとは寝て言ってくださいっ！　兄さんは私が守りますっ!!」

　カレンが雷らい弾だんを展開、発動。ティナ達と異なり、瞬しゆん間かん発動と遅ち延えん発動を織り交ぜている。ただし、『雷らい神じん化』や上級魔法等々はなし。

　──これはお遊び。

　勝利条件は、時間内にリディヤに攻こう撃げき魔法を使わすことで、魔法も初級魔法だけ。砂すな浜はまが傷まないように各耐たい性せい結界は構築済み。勝った人が昼食時、僕の隣に座るのだそうだ。

　腐れ縁がカレンの魔法に介かい入にゆうし打ち消す。

「こ、これは兄さんの!?」

「あいつが自分の技術を、私に出し惜おしみすると思う？」

『！！？！』

　カレンだけでなく、ティナ達にも動どう揺ようが走る。

　半分位は噓うそ。知識も技術も出し惜しみしていないけど、使えないのもあるし。

　浮かべている三種の魔法式と、王都中央駅でアンナさんから渡されたメモ紙を見やる。

　丸テーブルにはティーポットと大き目の籐とう籠かご。

　白シャツを羽織ったエリーが話しかけてきた。紅茶を淹いれに小屋へ行っていたのだ。

「アレン先生、冷たいお紅茶、如何いかがですか？」

「いただきます。エリーはいいんですか？　参加しなくて」

「は、はひっ。私は、アレン先生のお紅茶を淹れられれば満足です。あ、あと、アレン先生のシ、シャツも借りちゃいましたし……えへへ」

　メイドさんがはにかむ。……水着に白シャツはなぁ。直視出来ず。

　グラスの紅茶を一口。きちんと温度操作で冷やされ、氷も浮かんでいる。

「美味おいしいです」

「ありがとうございます。最近、お祖ば母あちゃんにも褒められるんです」

「何時、リンスター家のメイド長さんから勧かん誘ゆうされても、おかしくありませんね」

「えっと、えっと……あはは……」

「……遅おそい忠告でしたか。申し訳ない」

　手の早いメイド長様は、既すでにウォーカーの御嬢様を勧誘していたようだ。

　駅でアンナさんに渡されたメモにはこう書かれていた。『ローザ・ハワード様の件、進展の可能性。御出生に疑義あり。巧こう妙みように隠いん匿とくされているものの、断絶せし西方の名家、コールハート伯はく爵しやく家けの血筋ではなく、養子である模様。王家も黙もく認にんした痕こん跡せき。詳しよう細さいは後日』。

　きな臭くさくなってきた……グラスに手を伸のばすと、横からかっさらわれる。

「……リディヤ、それ、僕のだよ」

「つまり、私のじゃない。エリー」

「！　は、はひっ！」

「小っちゃいのとリィネが呼んでいるわ。泳ぎの練習をするんですって。一緒にお弁当を作った仲だから抜ぬけ駆がけは不問にしてあげる。シャツも脱ぬいでいきなさいっ！」

「は、はひっ！」

　メイドさんは白シャツを脱いで丁てい寧ねいに畳たたみ、丸テーブルの上へ置いた。そして、カレンから泳ぎの手て解ほどきを受けている公女殿でん下か達を助けるべく、砂浜を駆かけて行った。

　腐くされ縁えんは向かいの椅い子すに腰かけ、紅茶を飲んでいる。

「ティナ達はどう？」

「まぁまぁね。あんたについて、半年と少しなら悪くはない。私には負けるけど」

「と、いうことは順調に成長してくれてるってことか。教え子の成長は嬉しいね」

　小腹が空すいたので、籠かごの中から卵が挟はさんであるパンを一つ取って、摘つまみ食い。

　そんな僕を、腐れ縁はじーっと凝ぎよう視し。

「……食べにくいんだけど？」

「美味しい？」

　こちらの問いかけを無視。この味は母さん特製だ。不味まずい筈はずもない。

「そりゃ、美味しいさ。これで僕とカレンは大きく……リディヤ？」

　腐れ縁は椅子ごと背を向けた。拳こぶしを握にぎりしめているようだ。うん？

　メモをシャツの胸ポケットへ仕し舞まい、魔法式の改良。

　──椅子に座りながら、膝ひざを抱えているリディヤが僕を観察中。や、やりにくい。

「君も泳いでくれば？」

「イヤ。再補給中なの」

「再補給って……」

　細い指が魔法式をなぞる。

「それ、一つは学校長の転移魔法よね？　もう一つは暗号式？　最後のは断だん片ぺんね」

「散々見たからね。僕は無理だけど、君は使えそうだよ。残り二つは出来たら教える」

「……ん」

　穏おだやかな時間が流れる。

　湖では、足がつく所でカレンが浮き輪わをつけたティナとリィネに泳ぎを教えている。

「カ、カレンさん」「ひ、人は浮くようには出来ていません」

「浮きます。エリーを見なさい」

　妹が指し示した先では、エリーが沖おきで遠泳中。ティナとリィネに手を振る。

「ティナ御お嬢じよう様さま、リィネ御嬢様、早く来てくださ～い」

「「…………」」

　無む邪じや気きな呼びかけにティナとリィネは押し黙だまり。カレンが遠い目をした。

「分かりました。では……貴女あなた達が泳げるようにならない理由は胸に原因あり、ということにしましょう。……それでいいのですか？　本当に？」

「「！　だ、駄だ目めですっ!!」」

「よろしいです。必ず泳げるようにしてあげます！」

　やり方はどうあれ、やる気を出させるのは上手いな。

　腐れ縁が小さく小さく呟つぶやいた。

「ねぇ…………来月のね、私の誕生日なんだけど……」

　何だ、ずっとそれを気にしてたのか。

「空けてあるよ」

「……ありがと」

　素っ気なくも、感謝を口にしたリディヤは顔を膝に埋うずめた。首筋が紅あかい。

　果か敢かんにバタ足をしているティナとリィネを眺ながめながら、言葉を紡つむぐ。

「また……君がお姉さんになるね」

　紅あか髪がみ公女殿下は顔を上げ、演技じみた喋しやべり方。

「そうよ？　年下なんだから、年上お姉さんを崇あがめなさい！」

「お姉さんには甘やかし不要だね」

「却きやつ下か」

　立ち上がり隣まで来ると、ぺたんと座った。すぐに僕の左手を強ごう奪だつ。

「……甘さが足りない。もっと甘やかして。そうしたら、私はもっともっと頑がん張ばれるから」

「はいはい。無理はしないようにね？」

「はい、は一回！　あんたもきちんと、食べて、休んで、眠ねむること。いいわね？」

「えーっと……ぜ、善処します」

　リディヤが唇くちびるを尖とがらせる。

「……可愛かわいくない下げ僕ぼく。やっぱり水すい都とへ拉ら致ちしようかしら」

「ここからなら、ララノア共和国の方が近いんじゃない？」

「…………かわいくなーい」

　頭をこすりつけてくる。困った公女殿下様だ。

　──上空に奇き妙みような気配。何かが落ちてくる。

　見上げると毛玉？　いや、必死に小さな羽を羽ばたかせている……鳥じゃないな。

　浮ふ遊ゆう魔法で補助してやると傘かさの上へ落下し、バタバタ。

　リディヤと一いつ緒しよに立ち上がり確認。

「へぇ」「あら」

　傘の上にいたのはふわっふわっの毛玉──もとい、蒼そう翠すいグリフォンの幼よう獣じゆうだった。

　美しい蒼あおと翠みどりの毛玉の背中には小さな小さな羽。瞳ひとみは金色。僕達を、きょとん、と見つめている。

「これだけ幼いと親がいる筈なんだけど……移動中に落ちたのかな？」

　保険で日ひ傘がさ周辺に浮遊魔法をかけておく。

　手は出さない。グリフォンは賢かしこい生き物だけど、野生種は人の臭においを嫌いやがる場合も──毛玉は日傘から飛び上り、僕の腕うでの中へ。幼獣は、気持ちよさそうに喉のどを鳴らした。

　困こん惑わくしつつ椅子に座りなおすも動かず。腐れ縁も着席するなり横を向いた。

「……いい。似合う。とっても似合う。将来、子供が出来たらこんな風に──待って。確かに似合うけど、あそこは私の場所な筈。子供が出来たら取られちゃうんじゃない？　いやでも、子供相手にそんな」

「リディヤ？」

「！　何でもないわ。紅茶、お代かわり!!」

「？　了りよう解かい」

　僕はグラスの中に魔ま法ほうで氷ひよう片へんを作り、紅茶を注ぐ。

　幼獣は頭と前まえ脚あしを丸テーブルに乗っけて興味深げ。ふむ。

　氷片を摘つまみ、幼獣へ。「♪」口に含ふくむと嬉うれしそうに喉を鳴らす。

　腐れ縁へグラスを手て渡わたすのと同時に、音も風もなく砂浜に一頭の蒼翠グリフォンが降り立った。人の身では成し得ない風魔法の制せい御ぎよ。

　長い首に金の瞳と黄色の嘴くちばし。頭に角がないので、母親かな。光り輝かがやく薄うすい羽と美しい蒼と翠の羽う毛もうに覆おおわれた身体からだ。体長は人族の男性の倍以上で、四し肢しには鋭するどい鉤かぎ爪づめ。

　こちらの様子に気付いたティナ達を手で制す。大だい丈じよう夫ぶ。

　幼獣を地面に降ろしてやると、とてとて、と母親の方に近付いていき、足あし下もとで立ち止まった。僕の方に振ふり返り身体を震ふるわす。感謝の仕草だ。僕は母親グリフォンに説明。

「怪け我がはしてないです。もう落とさないであげてくださいね？」

　母親は幼獣を嘴で優やさしく咥くわえると背中に乗せて、大きな羽を広げ飛び立っていく。

　ティナ達が凄すごい勢いで駆け寄ってきた。

「先生、先生っ！」「アアア　アレン先生！」「兄様、成せい獣じゆう、しかも野生のグリフォンまで手なずけられているんですか!?」

　一気に騒さわがしくなった。腐れ縁と目を合わせ噴ふき出す。

「兄さん！　上です!!」

　カレンが、緊きん張ちよう感を漲みなぎらせ警告。

「ああ、律りち儀ぎだね」

　飛ひ翔しよう音がし、何かが丸い物体を幾いくつも放ほうり落としてきた。そっと浮遊魔法をかける。

　ティナ、エリー、リィネが手を取り合う。

「ふ、ふぇ!?」「お、大きな果物ですぅ」「グ、グリフォンの恩返し、初めて見ました」

　浮うかぶ十数個の成せい猫びよう大はある木の実──大樹の実に、教え子達が驚おどろく。『大樹』と言っても、森林地帯に生えている子孫だけど。小さい頃ころ、カレンとよく食べたっけ。

　東都の物は王家への献けん上じよう品ひんになったりする高級品で、滅めつ多たに食べられない。

　妹にお願いする。

「カレン、実に穴を開けておくれ」

「はい」

　返事をするなり、てきぱきと短たん剣けんで穴を開けていく。

　僕はそれを一つ受け取り、テーブルに置いておいた底が深い硝子ガラスの器うつわの上へ。

　ティナ達が興きよう味み津しん々しんに見ている前で、実をひっくり返す。

「「「！　わぁぁぁぁぁ♪」」」

　中の果か汁じゆうが器へ落ちる前に氷魔法と風魔法を発動、小さな渦うずを形成。器に凍こおった果汁が雪のように降り積もっていく。スプーンで一ひと掬すくいし、妹へ差し出す。

「カレン、味見。あ～ん」

「！　に、兄さん、わ、私は…………」

　躊躇ためらってはいたものの、観念してカレンはスプーンを、ぱくり。

「どうだい？」

　妹が照れながら感想を述べる。

「……冷たくて、ほんのりと甘いです」

「ん、良かった」

　実を空中に放り投げ、風魔法で切断。果肉を器の中に並べる。

　カレンへ差し出し、ティナ達に向き直る。

「幾つかは遊びに使いましょう。目め隠かくしして割るんです。楽しいですよ」

「は～い♪」「でもでも」「兄様、同じのもお願いします☆」

　三人娘むすめが可愛く要求。妹は静かに果汁氷を食べている。

　僕は二個目を手に取り、ふと考え、薄うす蒼あお髪がみの少女に提案。

「ティナ、やってみますか？」

「！　やりますっ！　任せてくださいっ!!」

　両手を握りしめ薄蒼髪の公女殿下が決意表明。

　わざと意地悪に再確かく認にん。

「本当に？」

「む！　で、出来ますっ！　意地悪先生には負けませんっ！」

「分かりました。なら、お任せします」

「任されましたっ！」

　気合いを入れている少女の横で、エリーとリィネは不安そう。

　さて、上手うまくいくかな？

　──その後は、みんなで楽しい昼食となった。

　お弁当は美味おいしかったし、凍り付き氷ひよう塊かいと化した果汁も、ご愛あい嬌きよう。

　午後は泳いだり、魚を追ったり、大樹の実を目隠しして割ったり──楽しかった。

　はしゃぎ過ぎたティナ達は帰りの舟ふな上うえではうつらうつら。カレンや腐くされ縁えんも気分転てん換かん出来たみたいだし、行って良かったな。

　ダグさんには散々からかわれたけど。




　　　　＊




　帰宅した頃には、時刻は夕方になっていた。

　ティナ、エリー、リィネは、帰りを待ちわびていた母さんに一日の報告。

　その後、部屋へ戻もどって、ベッドに飛び込んだ途と端たん、すやすやと夢の中。

　カレンは「……汗あせをかいたので」と、いち早くお風ふ呂ろに行ってしまった。

　僕達の報告を嬉しそうに聞いていた母さんは、ティナ達の様子を見ながら口を開いた。

「あらあら、随ずい分ぶんと楽しかったのね。夕食までは寝ねかしておいてあげましょう。アレン、リディヤちゃんは一休みしなくても大丈夫？」

「僕は大丈夫だよ。リディヤは？」

「私も問題ないわ」

　母さんが両手を合わす。

「そう♪　なら、リディヤちゃん、夕食の準備を手伝ってくれる？」

「はい、お義か母あ様さま。……お弁当、上手うまくいきました。有難ありがとうございました」

「うふふ♪　良かったわぁ」

「母さん、お使いはないかな？　カレンと行ってきたいんだけど……」

　すると、母さんは目を見開き、直後、満面の笑えみ。

「丁度、頼たのもうと思っていたのよ。玄げん関かんで待っていて」

「了解。リディヤ」

　腐れ縁は手をひらひら。母さん大好きだね。頷うなずく。

　──暫しばらく玄関で待ちつつ、魔法式を弄いじっていると背後から声がした。

「兄さん、お待たせしました」

　顔を上げるとそこにいたのは僕の可愛い妹さん。思わず笑みを浮かべる。

「カレン、珍めずらしいね。出かけるのに浴衣ゆかたを着るなんて」

　妹は母さんお手製の薄うす紫むらさき色の浴衣を着ていた。夏の花があしらわれていて御お洒落しやれだ。

　石せつ鹼けんの香かおり。

「……私にだってそういう日もあります。どう、ですか？」

「ん？　僕の妹は世界で一番可愛かわいいよね！」

「に、兄さん。からかわないでくださいっ」

「本音だよ。さ、行こうか」

　左手を伸のばすと、素す直なおに握にぎりしめてきた。

　外へ出ると、陽ひが落ちるところだった。買ってくる物は新しん鮮せんな夏野菜とのこと。

　通りの各所に提灯ちようちんと呼ばれる、東都獣じゆう人じん街特有の灯あかりが吊つるされている。

「ああ、そっか。こんな時期なんだ」

「そうです。再さ来らい週しゆうまでいてくれれば……御み魂たま送おくりです！」

「心こころ惹ひかれるね。家庭教師の授業がなければ残りたいよ」

　話しながら通りを進み、水路が走っている脇わき道みちへと曲がる。

　水路側は僕。履はき物ものの、からんころん、という音が響ひびく。カレンが話を続ける。

「ティナ達は実家へ戻る筈はずです。その間は、兄さんも滞たい在ざいを延長出来るのでは？」

「戻る、とは聞いているけど。どうなるのかなぁ……カレンは残ってもいいよ？」

「なら、残りません。私には兄さんを監かん視しする責務があります」

「監視って、酷ひどいなぁ」

　カレンは左ひだり腕うでを抱だきしめてきた。ジト目で僕を見る。

「……私に相談しないで家庭教師になって。そうかと思えば、王立学校の臨時講師。ハワード・リンスターの両公こう爵しやく家けの新商会立ち上げに参加。さらにそこでフェリシアを勧かん誘ゆう」

　カレンが指をゆっくり折りつつ、僕の罪状を読み上げていく。

　夕焼けが最後の光を放っている。

「理由があるとはいえステラとデートして、教え子にし、この前は臨時で試験官。リディヤさんが王族護衛官になったのも……兄さんは色々し過ぎです！」

「んーみんな、いい子だよ？　一人は除いて」

「そういう話はしていません！　兄さんは、もっと妹に時間を使うべき、と言っているんですっ！」

　調子が出て来たようだ。茶化す。

「カレンも甘やかしているじゃないか？」

「足りません。全然、足りません」

　ぷい、と顔を背そむけた。可愛い。

　耳を動かしながらの尋じん問もん。

「……今回の帰省中のリディヤさんが着ている服、兄さんが選んだのでは？」

「……やむにやまれぬ、こともあるんだ。零ゼロ距きよ離り『火か焰えん鳥ちよう』には、勝てない」

「噓うそつき！」

　優やさしい時間が流れていく。ここ数ヶ月、カレンとこういう時間を取れなかったから。

　王都に戻ってもこういう時間を作らないと──妹の足が止まった。

「？　どうしたんだい？？　はっ！　もしかして、迷子に!?」

「違ちがいます、ティナと一いつ緒しよにしないでください。……兄さん」

「んー？」

　カレンが僕を見つめて来た。口を開こうとし、迷い止やめる。何度か繰くり返した後

「あ、あの！」

「ん？　お、そこにいるのはアレンじゃねぇか！　おい、新市街にも来いよ～！」

　脇わきの水路で狐きつね族の青年が小こ舟ぶねを漕こいでいた。

　新市街の人なので、着物ではなく一いつ般ぱん的な服装だ。舟の上には大樹の実。「明日にでも、お邪じや魔ましますよー」。ぶんぶん、手と尻尾しつぽを振ふり返してくれた。

　やがて小舟は見えなくなり、カレンへ向き直ると、しゅん、としていた。

　手を伸ばし、頭に置く。

「ごめん、話が途と切ぎれた。話してごらん？　ここ最近、様子が変だったろう？」

　はっ、とし、逡しゆん巡じゆん。それでも──やがて口を開いてくれた。

「……進路、のことなんです」

「進路？　カレンは大学校へ行くんだよね？」

　問いかけると、妹は躊躇いながら意見を述べた。

「大学校へ進んでも意味があるのかな、と。知識や魔法は兄さんに習えば事足りますし」

「褒ほめられると照れるね。王宮魔法士になるのも止めるかい？」

　妹は僕の胸むな元もとへ飛び込んできた。怒いかりが混じった囁ささやき。

「…………兄さんを、あんな風に落とした組織に自分が入るのは……嫌いやです」

　そのことを悩なやんでいたのか。兄想おもいな子だ。

　僕は、出来るだけ柔やわらかく想いを伝える。

「個人的には前に言った通り、大学校へ進んで教授の研究室に入ってほしいな。あの人を是ぜ非ひとも更こう生せいさせてほしい！　けど、カレンが決めたことなら、僕は目め一いつ杯ぱい応おう援えんする」

「……兄さんが差別されたり、嫌がらせされても、王宮魔法士になろうとしていたのは、父さんと母さん、それと」

　軽口に付き合わず、妹が僕を見上げてくる。瞳ひとみには涙なみだ。

「私の為ためですよね？　そうすれば、お金を稼かせげるから……私は兄さんの重荷に……」

「カレン」

　優やさしく抱きしめ、背中をさする。昔、愚ぐ図ずる度たびによくしたなぁ。

「推測は当たっているよ」

「な、なら！」

　妹の涙を指で拭ぬぐう。

「でも、それが僕のしたいことだったんだ。父さんと母さん、僕を『おにいちゃん』と呼んでくれる妹の為になら、何でもしてあげたいと思う。重荷？　僕は可愛い妹をそんな風に思ったことなんか、ただの一度だってないよ」

　カレンが更さらに深く、僕の胸へ顔を埋うずめる。

「…………兄さんは、卑ひ怯きようです」

「ふっふっふっ。僕は妹の為なら、運命だって薙なぎ倒たおす覚かく悟ごだよ！」

「そういうとこですっ。………………我が儘まま、言っていいですか？」

「うん」

　即そく答とうする。兄は妹の我が儘を聞くものなのだ。

　カレンが小さく我が儘。

「──……私、大学校へ、行きたいです。王宮魔法士になるかはまだ分かりませんけど」

「了りよう解かい。そうだと思って抜ぬかりはないんだ。数年分の学費は、納めてあるからね！」

「！　兄さんっ!?」

「嫌だ、と言ってもダメだよ？　甘えてほしいな」

「…………はぃ」

「よし。さ、買い物へ行かないと。カレン？」

　妹を解放し、歩き出そうとする僕の裾すそが引っ張られる。

「もう一つ、いいですか？」

「何だい」

　僕より前へ跳はねるように進み、腰こしに両手を回した妹が振り返る。

　陽ひは完全に落ち、水路沿いの街灯が柔らかい光を発している。




「──大学校に入ったら、私、兄さんの家から通いたいです」




「！　カレン」

「兄さんは、いいと言いました」

「う……」

　僕の下宿先は王都下町。治安はよくない。可愛い妹を住まわすわけには……。

　悩む僕に対して、カレンは悪戯いたずらっ子この表情で小さく舌を出した。

「冗じよう談だんです。ステラも進学するのなら、あの子と一緒に大学の寮りようへ入ります」

「カ、カレン！」

「からかわれる私の気持ちが分かりましたか？　猛もう省せいしてくださいね？」

「……妹が厳しくて、僕の心は痛みっぱなしだよ」

「より厳しくします。ただし、私はもっと甘やかしてください。それが世界の理ことわりです」

　近付いていき、わざとらしく頭こうべを垂れる。

「参った、降参だよ。王立学校副生徒会長様の仰おおせのままに」

「よろしいです。では買い物に──っ！　そこにいるのは誰だれです！」

　カレンが僕を守るように前へ出る。紫し電でんが飛び散り、魔法の展開を開始。

　怯おびえと緊きん張ちようが混じった訴うつたえ。

「ま、待ってくれっ！　な、何もする気はねぇっ!!」

　水路脇の小道から、狼おおかみ族の少年が飛び出してきた。

　僕はカレンに目配せ、魔法の展開を停止させる。

「トネリじゃないか？　僕等はおつかいの途と中ちゆうなんだけどな」

「……今から、お前には大樹へ来てもらう。何が何でもだ」

「大樹へ？　急だね」

「……いいから！　一緒に来ればいいんだよっ!!」

　トネリが癇かん癪しやくを起こす。普ふ段だんから短気な子だけど、様子が尋じん常じようじゃない。

　肩かたを竦すくめ、暗がりに呼びかける。カレンは未いまだ警けい戒かい態勢を解こうとしない。
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「トネリでは埒らちがあきません。ご説明、願います」

　声をかけると、物もの陰かげから男装の若い女性が現れた。

　漆しつ黒こくの黒くろ髪かみを後ろで簡単に結び、肌はだはやや浅黒く、腰には無骨な短たん剣けん。

　……魔ま力りよくが変わったかな？

「貴女あなたはギルの護衛兼けんメイドさんの」

「コノハです。何分、獣人街を人族の身で一人、歩くのは憚はばかられた為、トネリ様に案内していただきました。申し訳ありませんが、私達と御ご同道願います」

「……理由をお聞きしても？」

「ここではお話しすることが出来ません。ギル様の御要望によるものとお考えください」

　東都へ帰っているとは思っていたけど。あいつが僕を？　カレンが叫さけぶ。

「信じられません！　どうして、ギルさんが兄さんを屋や敷しきではなく大樹へ？　何かあるのなら、族長であるオウギさんから呼び出しがある筈です！　トネリ、どうなんですか？」

「……お、親父おやじもアレンを呼んでこい、と言ってる。し、至急、だそうだ」

「なっ!?」

　妹が絶句。族長まで僕を呼んでいる、か。トネリを見やると視線が泳いだ。

　……仕方ない。

　コノハさんへ返答。

「分かりました。お付き合いしましょう。カレン、買い物へは一人でいけるね？　母さんにも伝えておいておくれ」

「なら、私も行きます！」

　いきり立ち、周囲に紫電を飛ばす妹にコノハさんが通告。

「申し訳ありませんが一般の方はご遠えん慮りよ願います」

「っっっっっ!?」

　激高しかける妹を諭さとす。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。大樹へ行って、すぐ戻もどるだけさ」

「……信じられません」

「おや？　カレンは僕を信じてくれないのかい？」

「信じています。誰よりも──誰よりも、世界で一番信じています。でもっ！」

「ありがとう」

　心配でたまらない、という妹に感謝を伝え、未だ動どう揺よう中の少年と、男装メイドへ向き直る。

「では、行きましょうか。早く済ませて帰らないと、夕食に間に合わないので」




　　　　＊




　大樹へ唯ゆい一いつ通じる大橋を渡わたりつつ、コノハさんに後こう輩はいの様子を聞く。

「ギルは元気にしていますか？」

「お元気です」

　素っ気ない対応。狼族の少年はずっと押おし黙だまっている。

　──そうこうしている内に、大樹の正面入り口へ到とう着ちやくした。

　巨きよ大だいな洞うろを再利用しているとはいえ、獣じゆう人じん街一、立派な建物なのは間違いない。

　生きた樹木の中に建てられるのは、植物魔法の使い手がいればこそだ。

　入り口脇には、立派な馬車が停車している。紋もん章しようはオルグレン。

　……大樹付近に馬車、ね。

　守衛の人に挨あい拶さつをして、事情を説明し、巨大な扉とびらが開いた。

　大樹の中は円形の大広場になっていて、たくさんの獣人達が机き上じように資料を広げ、そこかしこで会話や商談を繰り広げていた。中央部分は吹ふき抜けになっていて、上からも微かすかな声が降ってくる。大広場奥に設けられた長階段にも人が行き来しており、途と切ぎれる気配はない。幼い頃ころ、父さんと一いつ緒しよに来た時と何も変わらない印象だ。

　ここは、今も昔も獣人族にとって政治・行政・経済・祈いのりの中心地であり、非常時には、全獣人が逃にげ込む避ひ難なん場所なのだ。獣人族の取り纏まとめの執しつ務む室も最上層にある。

　近くにいる人達がコノハさんとトネリを見て疑ぎ問もん符ふを浮うかべ、僕の姿を確かく認にんし、ようやく納なつ得とくする。顔見知りの人は手を上げてくれた。

　トネリが居い心ごこ地ち悪そうに口を開く。

「……おい、早く行くぞ」

「そうだね。トネリ、蔦つたは動かせるかい？」

「で、で出来るわけねぇだろうがっ！　植物魔法を扱あつかえるのは族長か、族長経験者だけだ！」

「なら、僕がしよう」

「て、てめぇ、自分が何を言ってるのか分かって」

　正面入り口傍そばの幹に触ふれ、植物魔法を発動。

　太い蔦を生み出し僕等三人を乗せ、中央吹き抜け部分から上じよう昇しようさせていく。

「！？！！」「これは……」

「大樹の中だからですよ」

　少年が目を白黒。男装メイドには先んじて断っておく。噓うそだけど。

　──蔦は最上層、取り纏めの執務室前へと到着した。王都の聖せい霊れい堂どう位の高さはある。

　部屋の中からは、分厚い扉を突つき破やぶり、声が微かに聞こえてくる。

　狼族の少年は下を向いていた。顔が蒼あおい。

「トネリ、オウギさんが僕を呼んだんだろう？　報告するまでが君の仕事だよ？」

「っ！　わ、わ、分かってるんだよ、そんなことはっ！」

　苛いら々いらしながらも、やけに丁てい寧ねいに扉をノック。「……開いている」という静かな返事。

　トネリが首をしゃくった。入れ、ということらしい。

「失礼します」

　──そこにいたのは四名。一いつ斉せいに僕へと視線が集中。

　内、人族は三名で、皆みな、薄うすい金色の髪かみをしており、前まえ髪がみの一部が薄うす紫むらさき。

　一人は濃こい紫色の軍服姿で腰には華か麗れいな装そう飾しよくが施ほどこされた騎き士し剣けん。堂々とした身体からだつき。四十手前くらいだろう。

　もう一人は聖職者がよく着ているようなローブで、小さな眼鏡をかけている。目が細く、身体の線もまた細い。年ねん齢れいは二十代後半か。

　最後は魔法士姿。僕の大学校時代の後輩である、ギル・オルグレンだ。

「？　アレン？？」「！　ア、アレン先輩、なんで……」

　執務机で難しい顔をしていた黒髪の狼族の男性──族長であり、獣人全体の取り纏め役でもあるオウギさんが驚おどろき、最も近い席に座っていた後輩も立ち上がった。

「お久しぶりです、オウギ族長。それに、ギル・オルグレン公子殿でん下か。御二人がお呼びだ、というので、取り急ぎ参上しました」

「？　私が？？」「お、俺が？？」




「──ギル様、御お申もうしつけ通り『剣けん姫きの頭脳』様をお連れしました」




「!!　コノハ!?」

　ギルの反応を遮さえぎり、男装メイドが僕を紹しよう介かいし、扉を閉めた。やはり噓だったらしい。

　閉まる直前にトネリと視線が交こう錯さく。少年の瞳ひとみには、どす黒い想おもいと強い焦しよう燥そう。

　軍服姿の男性が僕を一いち瞥べつ。……散々見て来た、蔑さげすみ、嘲あざけり、苦々しさ。

　男性はオウギさんへ向き直り、執務机に右みぎ拳こぶしを叩たたきつける。胸むな元もとの金きん鎖ぐさりが煌きらめいた。

「オウギ！　何度も言わせるなっ!!　黙って自警団の指揮権を渡し、大樹の一時的な接収を了りよう承しようすればいいのだ！！！」

「……『古き誓せい約やく』に従い、御お断ことわりいたします。我等と御家は、社会的立場の違ちがいこそあれど、対等の間あいだ柄がら。大樹の一時接収なぞ、埒らち外がい。自警団の指揮権に関しても、戦時ならいざ知らず、平時にそのようなこと……公こう爵しやく本人と話をさせていただきたい」

　獣人族の自警団は、過去程ほどではないにせよ、精兵揃ぞろいだ。それを欲ほつする事態？

「二百年前に定められ黴かびの生えた誓約など、私が当主になった暁あかつきには廃はい止しにするっ！」

「では、その時が来たらお越こしを。廃止なさる、と言うなら、我等にも考えがございます。王都へ出向き、陛下へ直接訴える所存」

「っぐっ！」

「グラント公子殿下、理由を仰おつしやってください。事前通達なく、公子殿下御三方で突とつ然ぜんやって来られたかと思えば、説明もなしに、やれ『自警団の指揮権を寄こせ』、やれ『大樹の一時接収』なぞ……老公は知っておられるのですか？」

「父上は関係ない。火急なのだ！　現状、我等が動かせるは、グレゴリーの部隊のみ。それとて警備部隊だ。このままでは……東都が焼かれかねんっ！」

「……なんですと？」

　オルグレン公爵家長男、グラント・オルグレン公子殿下の聞き捨てならない言葉にオウギさんが反応した。

「……どういうことです？　今、東都が焼かれる、と仰いましたか？」

「え、え、ええいっ！　だ、黙れ黙れ黙れっ！　へ、兵も出さぬし、大樹も渡さぬのだな？」

「お断りいたします。此こ度たびの件、老公へ御報告させていただく」

「……ふんっ。どうなっても知らんぞっ！！！」

　捨て台詞ぜりふを吐はき、グラント公子殿下が部屋を出ていこうと扉を開ける時──ほんの微かに、外で待っている男装メイドと目を合わせたのが分かった。扉が荒あら々あらしく閉められる。

　──この魔力……前に、王都のオルグレンの屋敷で感じた気が。

　内心で首を捻ひねっていると、族長が深い溜ため息。

　聖職者の格好をしている男性が立ち上がり、丁寧に挨拶をしてくれた。

「お初はつにお目にかかります、『剣姫の頭脳』殿どの。私はグレゴリー・オルグレン。弟が御世話に……兄が申し訳ない。東部国境にて大演習中でして、気が立っているようです」

「あ、いえ。初めまして。アレンです」

　公子殿下の敬けい称しようを持つ人なのに、腰こしが低い方だ。

　事態を把は握あくすべく族長に質問する。

「オウギさん、訳が分かりません。どういうことですか？」

「私も先程の事以外は知らぬよ。グレゴリー公子殿下、話せる範はん囲いで構いません。お教え願いたい。長子殿は何をそんなに焦あせっておられるのです？」

　グレゴリー公子殿下が顔を俯うつむかせる。隣となりの後輩も暗い顔だ。

　間があり、殿下は重い口を開いた。

「……ジェラルド王子が、当家にて謹きん慎しんされていることは、御存じでしょうか？」

　オウギさんに目配せ。伝わっているようだ。頷うなずく。

「はい。当事者の一人でしたので……」

　細目の公子殿下は、がばっ、と顔を上げ叫さけんだ。

「聞いております！　『剣姫』と『剣姫の頭脳』の光り輝かがやく武ぶ勲くんに新たな栄光がっ!!」

「あ、ありがとうございます」

　そっと、ギルへ目線。『どういうことさ？』

　後輩の回答は『姐あね御ごとアレン先輩のことを調べるのが趣しゆ味みなんす』。

　……何とまぁ物好きな。話を促うながす。

「それで、ジェラルド王子がどうされたので？」

「兄上は取り繕つくろわれましたが……はっきり申しましょう。王子は脱だつ走そうされ、今も捕つかまっておらず潜せん伏ぷく中です。しかも、東都にて大規模破は壊かい行動を目もく論ろんでいるようなのです」

「グレゴリー兄貴!?　極ごく秘ひ事じ項こうだとグラント兄貴が……」

　ギルの悲鳴。公子殿下が首を振ふる。

「隠かくしても仕方ないことだ」

「分かりませぬな。確か王子は近この衛え騎士団に所属していた、と聞き及びますが……御一人ならばすぐに捕ほ縛ばく出来るのでは？」

　オウギさんがもっともな疑問を投げかけた。

　ジェラルドは近衛騎士団の元第八席の腕うで利きき。けれど、王立学校演習場での戦せん闘とうで利き腕である右腕を負傷。騎士としての命は絶たれていると聞いている。

　公子殿下は沈ちん痛つうな面おも持もちに変化。

「……現在、公爵軍主力は長ちよう兄けいの指揮下、聖霊騎士団の大演習に対応中です。双そう翼よくの片翼『紫むらさき備ぞなえ』も次兄が指揮し王都郊こう外がい。私は情けないことに身体が弱く、武才もありません。弟は未いまだ学生の身です。よもや、このような事態になるとは夢にも思わず、精兵は現在、東都にいないのです。だからこそ、獣人族の皆みな様さまの御力をお借りしたかった……。大樹の接収は、申し訳ない、私にも分かりかねます。万が一、に備えたものかと。そして」

　グレゴリー公子殿下が言い淀よどむ。

「……我が父、ギド・オルグレンは、現在、重い病やまいに臥ふせっております。ギルを王都から呼び寄せたのは万が一を考えてのこと。我等三兄弟は、オルグレンの義務を果たす為ため、屋や敷しきにずっといられませんので。父がこの場に来られぬのも、その為です」

　室内の空気が重苦しくなる。ギルは泣きそうだ。

　オウギさんが静かに問いを重ねる。

「噂うわさでは近衛騎士団が動いている、とも聞いていますが？」

「近衛は……破れました。指揮官のリチャード・リンスター殿は東都の病院にいます」

　良い情報が何一つとして出てこない。僕はオウギさんから問いを引き取る。

「たった一人にですか？」

　公子殿下が頭かぶりを振った。

「いえ……。実は王子がどのように資金を集めたのか分かりませんが、かなりの数の兵を集めているようです。急きゆう遽きよ、王都より、近衛騎士団団長自らが乗り出される事態にもなっています。潜伏先は特定しており突とつ入にゆうは今宵こよいです。微び力りよくではありますが、私と我が部隊も参加をいたします。兄上は……当家の失態を、口にされたくなかったのだと……」

「…………なるほど」

　思っているよりも、深刻な事態だ。

　獣じゆう人じん族にとって、二百年前の魔ま王おう戦争終結後にオルグレン公爵家と、西方ルブフェーラ公爵家との間に結んだ『古き誓約』は凄すさまじく重い。

　魔王戦争の最終決戦において先走り、あわや人類側を敗北寸前に陥おとしいれた両公爵家の大失態を、決戦に参加した獣人達は部隊壊かい滅めつという血で埋うめ、引き分けに持ち込んだ。

『古き誓約』は、その賠ばい償しようとして獣人族と両公爵家との間に結ばれたもの。




　オルグレン公爵家は、大樹の聖域化と、東都における獣人族の広こう範はんな自治を。

　ルブフェーラ公爵家は一度だけ、獣人族が望むことを、全力で叶かなえることを。




　国家の危機級の事件でなければ、誓約を無視するのは不可能。

　ジェラルド謀む反ほん、といっても、所しよ詮せんは『普ふ通つう』の大事件。

　現時点の情報だけだと、各族長との合議なしに、オウギさんも即そく断だんは出来ないだろう。

　ただ、長子殿が大樹の接収を望んだことは気になる。大樹は非常時において東都を守る戦略結界の起点となる。都市全体を破壊する魔法なんて大魔法しかない筈はずだけど。

　仕方ない、か。肩かたを竦すくめる。

「オウギさん、どう考えても、合議は間に合わないと思います。僕が行きますよ。近衛騎士団の団長とは旧知ですし、多少、お役に立てると思います」

「アレン！！！」

「おお！　アレン殿が参加してくださるのであれば心強い。貴き殿でん以上の魔法士は王国内でも数える程。今の状じよう況きようでは万軍を得たに等しい！　それに……貴殿であれば自由に行動可能だ。オウギ殿」

　狼おおかみ族族長の叫びを、グレゴリー公子殿下が打ち消した。

「……何でしょうか」

　細い目を更さらに細くし、公子殿下は問いかける。

「獣人族の族長及び取り纏まとめ役は、名目上とはいえ血ではなく『オルグレン公爵家に提出されている名めい簿ぼに明記された獣人であれば誰だれでも可』となっていましたね？　そして、その名簿には罪人以外の東都の全住民の名が記されている」

　族長が苛いら立だつ。

「……それが何か？　今はそんな話を」




「当家に提出されている名簿にアレン殿の名はない。つまり、貴方あなた方は、この御方を獣人ではない、と捉とらえておられる。戦場に出るのを止めることは出来ますまい」




「っっっ！！！！！　……我等は、我等は、アレンを『家族』だと、思っている」

「だが、名簿には載のせていない」

「…………」

　常つね日ひ頃ごろ、冷静沈ちん着ちやくなオウギさんが狼ろう狽ばい。

　更にグレゴリー公子殿でん下かが続けられる。一いつ瞬しゆん、僕を見た。




「加えて──アレン殿が王宮魔法士を不当極きわまる理由で落とされた際、貴方方は抗こう議ぎせず、静観されたそうではないですか？　今いま更さら、行動を止められるのはいささか……」




「！　な、何な故ぜ、あ、貴方が、それを……!?　族長しか知らぬ話……」

　族長が巨きよ軀くを震ふるわせている。

　……名簿の件はともかく、これは僕も初めて知った。ギルが啞あ然ぜんとしている。

　助け船を出す。

「公子殿下、そのへんで」

「……出過ぎた真ま似ねをいたしました。申し訳ありません」

　グレゴリー公子殿下が深々と頭を下げられた。

　冷静かつ温おん厚こうな賢けん狼ろうは顔を歪ゆがませている。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。分かっています。……子供じゃないので」

「アレン！　わ、我等はお前だけを戦場に送ることを、是ぜとしている、わけではない!!」

「分かっています」

『家族』ではある。

　けれど、万が一、僕が族長になったら、と思い、抵てい抗こう感がある人もいるのだ。

　新市街の人達は十数年前のアトラを忘れていない。

　グレゴリー公子殿下へ願い出る。

「潜伏場所や、リチャードの入院先を教えていただけますか？」

「お待ちを」

　懐ふところから、ペンと手帳を取り出し書き始めた。

　一瞬、胸むな元もとに見えた金きん鎖ぐさりは、長子殿と同じ物かな？

　──ほんの少し違い和わ感。先さき程ほどの男装メイドさんから感じた微かすかな魔力。

　頭に手をやる。僕は何かを見落としている？　紙が差し出された。礼を言う。

「ありがとうございます。では、後程」

　背を向け、扉とびらへ。ギルと目が合う。後こう輩はいの瞳ひとみには狼狽と苦く悩のう。家と僕とで、板いた挟ばさみになっているみたいだ。片目を瞑つぶり『気にしないでいい』の意を伝える。

　族長の悲痛さしかない訴うつたえ。

「アレン！　お前は、狼族の……獣人族の一員だっ!!」

　ええ、だからこそ、僕は東都を守ります。

　部屋の外にいた男装メイドへ会え釈しやくし、一言だけかける。

「コノハさん……ギルをよろしくお願いします」

「……承うけたまわりました」

　今日初めて聞く、感情が籠こもった本気の声こわ色いろ。

　──トネリの姿は何ど処こにもなかった。




　　　　＊




　近衛騎士団団長宛あてに、魔法生物の小鳥を送ると即そく反応。『ありがたい。すまん。待っている』。気合いが入っているみたいだ。

　問題は何ど処こまでをティナ達へ伝えるか、か。

　──悩なやんでいる内に、自家に辿たどり着いてしまった。

　僕の魔力に気付いたのだろう、どたどた、と走る音。

　ティナとリィネが飛び出してきた。私服姿だ。

「先生！　早く、こっちです！」「兄様！　内庭で鉄板焼きです！」

　遅おくれてエリーとカレンもやって来た。メイド服に私服姿。

「ア、アレン先生、私も御手伝いしました！　西瓜すいか、冷やしてあります♪」

「それは楽しみですね」

　妹は微かに頷うなずいた。ティナ達をうまく誤ご魔ま化かしてくれていたようだ。

　けれど、カレンの瞳には心配ともどかしさが見え隠れしている。

「カレン、リディヤは？」

「リディヤさんはオルグレン公こう爵しやく家けに呼ばれました。すぐ戻もどられると思います」

「そっか」

　ティナ達を安心させる優やさしい噓うそ。

　あいつなら、僕が大樹へ連れて行かれた、という事実を聞けばすぐにでも行動する。小鳥を放って、必要な情報は入手しているだろう。

　ティナ、エリー、リィネを何時いつもと変わらぬ態度で促うながす。

「さ、戻ってください。僕は着き替がえてから行きます」

「「「は～い♪」」」

　カレンに再度頷く、ティナ達をよろしく。

　僕は自室へ向かう。

　オルグレン公爵家が治める地で、他公爵家の公女殿でん下かが許可や権限も得ず、事件に関かかわるのは後々、問題になる。何よりここならいざという時、大樹へ逃にげ込める。

　──普ふ段だんの服装に着替える。杖つえは近衛騎き士し団だんの予備でも拝はい借しやくしよう。足音。

「……アレン」

　やって来たのは母さんだった。僕の服装を見ると、目を潤うるます。

「大丈夫。リディヤと一いつ緒しよに呼ばれただけで」

「噓」

　強く断言し近付き、僕を見上げてきた。そこにあるのは、ただただ心配のみ。

「何年、貴方の母親をやっていると思っているの？　母さんにはお見通しなのよ？」

「…………母さん」

「なーに？」

　口にするのを躊躇ためらう。考えないようにしてきたことだから。

「……僕は……人なのかな？　それとも……獣人なのかな？」




「…………誰が、誰が、そんな酷ひどいことを言ったの？」




　目を見開くと、強く強く抱だきしめられた。

　ぽろぽろ、と涙なみだを零こぼしながら母さんがはっきりと言ってくれる。

「アレンは──私とナタンの大事な大事な、世界でたった一人しかいない息子むすこよ！」

「……うん。ありがとう、母さん」

　心底からの感謝を告げ、小さい頃と同じようにお願いしておく。

「帰ってきたら、夕食食べるよ。残しておいてほしいな」

「……気を付けるのよ？　怪け我がしちゃダメよ？　それから、それから」

「うん、大丈夫──父さん。出てきます」

　憂うれい顔の父も部屋を覗のぞき込んでいた。

　工こう房ぼうから出て来たばかりなのだろう。エプロン姿だ。

「アレン……」

　母さんを引き離はなし、父さんへ預ける。

「アレン……ナタン！」

「エリン。アレン、大丈夫だとは思う。思うが……くれぐれも気を付けるんだ。いいね？」
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「はい。気をつけます」

「……まだ試作品なんだが……耐たい魔ま法ほう用の魔道具だ。致ち命めい傷しようを避さけられる」

　父さんはポケットから金属の小札を取り出すと僕の手へ。痛い位に握にぎりしめられる。

　幼い頃、大好きだった父のゴツゴツした手は震えていた。

「ありがとうございます。大事にします」

「大事にしなくていい！！！　……物は壊こわれても直せばいいのだから」

「──父さん」

「何だい？」

　はにかみながら、我が儘ままを言う。

「明日は父さんの工房で過ごしてもいいですか？　小さい時みたいに。朝から晩まで」

「…………勿もち論ろんだ。勿論だとも」

　眼鏡の奥の瞳が涙で溢あふれている。

　──大丈夫。僕はこの人達に、心から愛されている。

「ありがとうございます。あの子達にはくれぐれも内密に。折角の夏休みなので」




　ティナ達が内庭ではしゃいでいる。

　早めに終えて──布に包まれた長物を投げ渡わたされた。

「とっとと終えるわよ。終わったらワインね」

「……リディヤ」

　外の玄げん関かん脇わきに、紅あかの騎士服姿に着替えた腐くされ縁えんが腕うで組ぐみをして待っていた。

　ぶっきらぼうな回答。

「散歩よ、散歩。さっさと行って、終わらせる。何か問題が？」

「……うん。リディヤ」

「謝ったら、燃やして斬きるわ」

　苦く笑しよう。こいつには敵かなわない。

「なら、感謝しようかな。……ありがとう」

「……バカ」

　左ひだり腕うでに抱だき着き、手を繫つないできた。

　右手の長物──王宮魔法士の杖を握りしめる。二人一緒なら僕等の前に敵はなし。




　まずは、入院しているリチャードに話を聞きに行くとしよう。








第４章









　東都最大の病院。その特別室へとやって来た僕とリディヤは憮ぶ然ぜんとしていた。

　何しろ──赤の癖くせ毛げの美男子を、肩かた程ほどの長さをした淡あわい紅あか髪がみで、ドレス姿の御ご令れい嬢じようが甲か斐い甲が斐いしく世話をしていたからだ。御令嬢はステラやカレンと同年代だろう。

　僕等に気が付かず、少女は小さく切った果実をフォークで刺さすとリチャードへ。

「はい、リチャード様、あーん」

「サーシャ、一人で食べられるよ」

「駄だ目めです！　リチャード様は大おお怪け我がをされているんですよ！　──美味おいしいですか？」

「うん。ありがとう」

　リチャードが食べ、少女へ御お礼れい。

　御令嬢は照れつつ返答。

「サーシャは、リチャード様の婚こん約やく者しやです。お怪我をされたと聞いた時は……私、私っ!!」

　リチャードが少女に顔を寄せた。

「……まさか、サイクス伯はくにも言わずここまでやってくるなんて。機密情報を盗ぬすみ見する僕の愛いとしい愛しい婚約者、サーシャ・サイクス伯はく爵しやく令嬢は悪い子だ！」

「リチャード様、悪い女の子はお嫌きらい、ですか？」

「そんなことはない、さ」

　二人の顔が近付いていき

「こほん！」

「!?」

　近この衛え副長と御令嬢の顔が重なりあう直前、腐れ縁が咳せき払ばらい。

　苦く笑しようしているリチャードが左手を上げたので僕も挨あい拶さつ。

　少女はゆっくりと振ふり返り──

「～～～～～!!!!」

　声にならない叫さけびをあげ顔を真っ赤にした。リディヤへの挨拶すら忘れて、脱だつ兎との如ごとく病室から走り去っていく。近衛副長が楽しそうに笑う。

「やぁ、リディヤ、アレン。そろそろ来るかな、と思っていたよ」

「……情けないわね、何てザマなの？」

「ははは、面めん目ぼくない」

「リチャード、後でさっきの女の子、慰なぐさめてあげてくださいね」

「当たり前じゃないか。怒おこりながら一いつ生しよう懸けん命めい責めてくるのが、愛らしいんだよ」

「……愚ぐ兄けい」

　リディヤが、心底軽けい蔑べつした表情でリチャードを見た。

　分かり辛づらい愛情表現だ、僕はよく知っているけど。リィネは素す直なおに育ってほしい。

　……公女殿下が勘かんづいたのか、ねめつけてきたので、本題に入る。

「リチャード、手短に。何があったんです？」

「……僕達はこの一ヶ月余り、極ごく秘ひでジェラルドを追っていた。容疑は叛はん乱らんだ」

「愚兄、あんたはあの馬ば鹿かより強い。負けるとは思わないわ」

　リディヤの断言。これで、お兄さん想おもいなのだ。リチャードも同意。

「うん。僕もそう思う」

「だったら！」「……その腕うでと関係がありますね？」

　近衛副長は柔やわらかい笑えみを僕へ向けた。

「右腕の包帯を取ってくれないかな？　自分では難しくてね」

　包帯を取り外していくと病室内に肉が焦こげる臭においが立ち込める。

　この包帯、耐たい炎えん結界付きだ。

　解ほどいていくと、その異様さがはっきりと分かった。

　彼の右腕は焼け焦げ、しかも少しずつだが確実に黒こく炎えんに焼かれ、浸しん食しよくされつつあった。

「……御ご覧らんの有様さ。リンスターが大おお火傷やけどを負うなんてね。情けない」

「……暗号化されている古い炎ほのお魔ま法ほう……リチャード、これは……」

「三度だ。僕等は三度、ジェラルドとやり合った」

　疑問に答えず近衛副長は報告を継けい続ぞく。リディヤが腕を組み、指を動かしている。

「一度目は四し英えい海かい近くの古い屋や敷しき。失敗した理由は──ウィリアム・マーシャル」

「『黒くろ騎き士し』ですか!?　四年前の黒こく竜りゆう事件で重傷を負われ行方ゆくえ知らず、と聞きましたが」

「王国武ぶ闘とう会かい優勝者とはいえ力は大分落ちていたよ」

「ならば……幾いくらかつての『王国最強』とはいえ」

「天下の『剣けん姫き』や、うちの団長には及およばない。事実、対応は出来た……彼一人ならね」

「他ほかに兵が？」

「二度目にジェラルドの居場所を突つき止めた際、敵は増えていた。数にして数十名。中ちゆう核かくは手て練だれ。……あいつらは現げん役えきの騎士だ。しかも、王国騎士の剣けん筋すじと魔法だったよ」

「!?　王国騎士が叛乱に関かん与よしている、と？」

　衝しよう撃げきを受けている僕を後しり目めにリチャードは話を継続。腐れ縁は明らかに苛いら立だっている。

「三度目。今度こそ、と僕等は東都郊こう外がいの廃はい墟きよに突とつ入にゆうした。作戦はうまくいったかに見えたよ……ジェラルドが古いボロボロの紙を取り出して、見たこともない魔法を使うまでは。あの魔法は危険過ぎる。おそらく、奴やつの目標は手始めに東都。その後は──王都だ！」

　リディヤは踵きびすを返し部屋を出て行った。素す直なおじゃないなぁ。

　僕は、リチャードの右腕に魔法をかける。

「ん？　何をしてくれたんだい？　どんどん楽になっていくよ？」

「私的に研究していた耐炎魔法です。時間稼かせぎにはなると思います」

　包帯を結び直し、年上の友人へ声を潜ひそめ、僕は疑念を表明。

「……続けざま、三度の突入失敗……情報が漏もれていませんか？」

　リチャードの表情に苦く衷ちゆうが滲にじみ、ありえない話をしてくる。

「僕は最初の失敗の後、何度もオルグレン公こう爵しやく家けへ増ぞう援えん要よう請せいをしたんだ。でも、老公は御お身体からだが悪いらしくてね、此方こちらへ来た際、会ったきりだ。代理のグラント殿どのは東方国境での大演習と、王都への『紫むらさき備え』派は遣けんを理由に、ただの一兵も出してくれなかったよ。で、突入してみたら、罠わなだらけ、傭よう兵へいだらけさ。ジェラルドが東都に近づいたのと、グレゴリー殿の進言でようやく警備部隊が参加するようだけど……アレン、背中にも気をつけてくれ」

「……了りよう解かいです」

　オルグレン公爵家に内通者がいる、か。

　……先程、大樹に僕を呼んだのも、同一人物か？

　僕、もしくはリディヤをこの事件に関かかわらせようと？

　近衛副長は寂さびしそうに呟つぶやいた。

「リディヤはこんな情けない姿を見て失望したろうね……」

　兄妹だな。変な所で気弱になる。口だけを動かしてリチャードに秘密を教える。

『まさか！　大だい丈じよう夫ぶです。リディヤは貴方あなたのことを愛していますから』




　　　　＊




　東都の外れに築かれた宿営地で僕とリディヤを迎むかえてくれたのは、近衛騎士団団長オーウェン・オルブライト様だった。熊くまみたいな巨きよ漢かんが、何だか小さく見える。

　リチャードとは幼おさな馴な染じみ。王都に残留されている参さん謀ぼう兼けん副長様と、三人で近衛騎士団を『王国最精せい鋭えい』へと育て上げた親友だと聞いている。

　団長用のテントへ案内されて他の騎士が退室した途と端たん、団長は深々と頭を下げられた。

「……すまん。俺達の尻しり拭ぬぐいを、お前さん達にさせる事になっちまった」

　腕組みをしている腐れ縁が一いち瞥べつし、言い捨てる。

「近衛が雁がん首くび揃そろえて……うちの愚兄に全部、背負わせてるんじゃないわよ」

「リディヤ。心配なのは分かるけど、すぐに大変な事態にはならないよ。大丈夫」

「……別に心配なんかしてないわ」

　そのままそっぽを向く。僕は近衛団長に話しかける。

「オーウェン。状じよう況きようは？」

　太い指が広げてある地図を叩たたいた。

「即そく突とつ入にゆう出来る態勢は取った。オルグレンからも警備部隊が出る。戦力には数えられんが」

「敵の想定戦力は？」

「精せい々ぜい五十弱ってとこだろう。装備と金が何ど処こから出てやがるのかは……」

　オーウェンの目が鋭するどくなった。彼も公爵家を疑っている。この場に、参加すると聞いた、グレゴリー・オルグレン公子殿でん下かがいないのもそれ故ゆえ。

　オルグレンは王国に四家しかない公爵家なのだ。事態がここまで動いているにもかかわらず、精兵が演習やらで足らず、前線にも出てこない？　……俄にわかには信じ難がたい。

　長ちよう兄けい殿は本気で慌あわてていたようではあったから、仮にジェラルドと裏で繫つながっていたとしても、こうなるのを意図してはいなかったのだろうけど。

　リディヤが剣けん吞のんな発案。

「屋敷ごと燃やしちゃ駄目なわけ？　一番手っ取り早いでしょう？」

「駄目だよ、リチャードの腕を焼いた黒炎、あの正体を突き止めないと。術者を倒たおしても発動が続く魔法の可能性もある以上、ジェラルド王子を捕ほ縛ばくする必要がある」

　王立学校入学以来、一いつ緒しよだったから分かる──この子はとても不安なのだ。

　そっと、手を取ると、強く強く握にぎり返してきた。

「おーっほん！」

　演技がかった咳払い。天下の近衛騎士団団長様が僕達へ依い頼らい。

「姫ひめさん達にはジェラルドを頼たのみたい。理由は分かるな？」

「あの黒炎ですね」

「おう。もし、もしだ。姫さんとお前さんでも止めきれないようなら……俺が斬きる」

　強い戦意。けれど、その場面はこないだろう。

　──僕の見立てならあの黒炎は。




　オーウェンと打ち合わせをした後、僕達はすぐさまジェラルド王子が潜んでいるという古い屋敷の近くの建物へと移動した。空には月と星が瞬またたいている。

　既すでに此こ処こは東都。獣じゆう人じん族の新市街に程ほど近ちかい場所だ。

　──目標の屋敷は広大だった。

　周囲は分厚く高い石いし壁かべに囲まれ、屋敷自体も総石造り。東方では見かけない、幾つかの尖せん塔とうが月夜に浮うかんでいる。

　屋敷の元の持ち主は、ルパード伯はく爵しやく。

　十数年前、狐きつね族の幼女を轢ひき殺し、聖せい霊れい騎士団領へ亡命した人物。

　誰だれも買い手がないまま、放置されているとは聞いていた……よりにもよって。

　獣人族の襲しゆう撃げきを恐おそれていたのだろう。屋敷はまるで小さな要よう塞さいだった。

　突入口は正門と裏門の二ヶ所。有事の際、内部は多くの兵を準備出来るよう、部屋の一つ一つが広く取られているようだ。厄やつ介かいな。

　オルグレン公爵家が寄こしてきた部隊の士気は低かった。逃とう走そう防止の『壁かべ』役も危あやうい。

　一部例外だったのは、グレゴリー公子殿下直属の魔法士部隊。部隊長と殿下の副官は灰色のフード付きローブを着ていた。魔力からして、あの人達だけは相当な手練れだ。

　オーウェンと近衛の四人の中隊長、リディヤと僕は作戦の最終確かく認にんを開始。

　近衛騎士団団長が、机に置かれた屋敷の見取り図を指で叩いた。

「正面は俺がもらう。異存はないな？　姫さん」

「好きにしなさいよ。私達は裏口へ回るわ。突入するのは私とこいつだけでいい」

「分かった。妨ぼう害がいがキツい時用に伝令役だけ付ける」

　中隊長達も無言で首しゆ肯こう。『剣姫』の武名は王国にも轟とどろいているのだ。

　潜せん伏ぷくしている敵は有う象ぞう無む象ぞうが約数十名と少数の異名持ち。

　此方こちらは精強近この衛え騎士団の四個中隊選せん抜ばつ、約百名。近衛の団長と『剣姫』が参加。

　……負けようはない。

　けど、ジェラルドが黒炎──『光こう盾じゆん』の暴走時に似た魔法を使うとしたら苦戦は必至。

　最悪の場合を想定しておく必要……リディヤがジト目。

「……命を懸かけたりしたら、許さないから」

　付き合いが長いから本気だと分かる。目を閉じ、軽く両手を上げる。

「……仮に想定通りなら二人で対処する。オーウェン、よろしいですね？」

「おう！　命を賭とすなら俺だ。くっくっくっ……これが団長特権ってやつだぜ！」

　オーウェンの宣言に、各中隊長から異論反論が噴ふん出しゆつする。

「団長！　それは横暴ではありませんか？」「その役、是ぜ非ひとも我等、第二中隊に」「抜ぬけ駆がけは許さんぞっ、ベルトラン！　副長の仇かたきは我が第三中隊が！」「シモン。ここは、待機命令続きだった我が第四中隊に花を」中隊長の全員が志願。戦意旺おう盛せい。

　オーウェンがまとめる。

「ここで奴を捕とらえる！　気合いを入れろっ！　各自が持ち場につき次し第だい、作戦を決行」

「失礼します！」

　伝令役の若い近衛騎士が駆かけこんできた。

「王都より使者殿、御ご到とう着ちやくです！」

「使者だと？　糞くそ忙いそがしい時に……何処のどいつだ。作戦終しゆう了りようまで待たせてろっ！」

「いえ……あの……その……そ、それは……」

　若い騎士が困こん惑わくし言い淀よどむ。オーウェンが怒ど鳴なる。

「ああん!?　ライアン、はっきり言え。誰が来たってんだ！」

　苦く笑しようしながら、紳しん士しが部屋に入って来た。

「──相変わらず口が悪いね、オーウェン君」

　部屋に入って来たのは──黒くろ猫ねこが僕の肩かたに飛び移る。長旅、御苦労様です、アンコさん。

　近衛騎士達は、王国最強魔法士の一角の登場に、極度の緊きん張ちよう。

「教授」

「やぁ、アレン。リディヤ嬢じようも元気そうで何よりだ」

「貴方がここに来て、魔ま法ほう士し姿で長ちよう杖じよう持ち。用件は一つしかありませんね」

　恩師が真しん剣けんな表情になり頷うなずかれた。

「艱かん難なん辛しん苦くを越こえ最終頁ページまで解読した。あれは確かに『彼女』の物だったよ。だが」

　教授は顔を歪ゆがませ、メモを差しだしてきた。

「魔法式の頁は消され、『あんた達なんかに渡わたさないっ！』との走り書きだけが記されていた。にも拘かかわらず最終頁には何者かの手により、消された魔法式の痕あとを丹たん念ねんに丹念になぞり、模も写しやをした形けい跡せきがあった。百年ではきかない。これは、途と中ちゆう頁の魔法式を復元したものだ。……古い炎ほのお魔法だったよ」

　ずしり、と心が重たくなる。

　魔法式は無し。最終頁に模写の痕こん跡せき。リチャードが言っていた『古い紙』。……最悪だ。

「ありがとうございます」

　教授に頭を下げ、そして糾ただす。

「では──ご説明を願います。何な故ぜ、ティナ達を連れて来られたんですか？」

　教授の背には見知った女の子達の姿があった。恩師は普ふ段だん通りの道どう化けじみた仕草で説明。

「御実家へ行ったら君の後を追いかけようとしていてね。僕は女の子の味方なのさ」

「先生！」「ア、アレン先生……」

　ティナとエリーが僕の両りよう腕うでに抱だき着いてきた。二人の瞳ひとみには大おお粒つぶの涙なみだが滲にじんでいる。

　リィネは迷い。カレンの目にも強い疑念。

　……日記帳の件をバラしたな。

　教え子達と妹に向き直る。

「ティナ、エリー、リィネ、カレン」

「嫌いやですっ！　私も、一緒に行きます。相手が炎魔法なら、先生の御役に立てる筈はずですっ」

「わ、私も……！　アレン先生お願いします。どうか、どうか、お傍そばにいさせてください」

「兄様。リィネは兄様を信じています。でも、信じているからこそ……ついて行きます！」

　カレンは僕に無言で訴うつたえている。教授はどこ吹ふく風。この人はっ！

　オーウェンが空気を読み、彼と近衛の中隊長達は部屋を出ていかれた。恩師を促うながす。

「本題をお願いします」

　──教授の雰ふん囲い気きが変わった。

「先日、リチャードから黒こく炎えん付きの肉にく片へんが王都に届き、分ぶん析せきした」

「！」

　情報を既に流していたのか。サイクス伯はくの御ご令れい嬢じようはそれを知って……。

　教授が長杖で床ゆかを突ついた。

「あの黒炎に含ふくまれていたのは粗そ雑ざつな『光こう盾じゆん』。そして、未知の炎魔法。リチャードへ大火傷やけどを負わせるその威い力りよくからして……大魔法『炎えん麟りん』の可能性が高い」

「ならば！　なおのこと、こんな場所へ連れてくるのは！」

　ティナとエリーが身体からだを硬かたくする。僕の叫さけびを無視し、恩師が冷れい酷こくに説明。

「ロッド卿きようと王都で手空きにしていたエルフ、ドワーフ族の魔法士で手て練だれの連中を総動員した。彼等は大樹を起点に戦略結界の準備中だ」

「なっ……では、教授がここに来られたのは」

　教授は淡たん々たんと言葉を発した。

「戦略結界発動には時間が必要だ。まともな『壁』が必要だろう？」

「っ!!　御二人は……いえ、陛下は最悪の事態を想定されている、と？」

　首肯。そこにいるのは、冷れい徹てつな分析者。

「当然だろう。大を救う為ため、小を切り捨てることも考こう慮りよにいれるのが統治者だ」

「…………」

「アレン、救うべきは東都とそこに住まう無む辜この民たみ。その為ならば、使える『駒こま』は何でも使う。ティナ嬢達には、私と一緒にここで耐たい炎えん結界を構築してもらう。カレン嬢はともかく、この子達は公爵家とそれに列つらなる家いえ柄がら。民の為、命を賭すことを求められる立場だ」

　理り屈くつとしては納なつ得とく出来ても……感情は追いつかない。歯を食い縛しばる

「ティナ、エリー、リィネ、カレンは子供なんですよ？　僕等で片をつけるべきです！」

　恩師は悲しそうに自じ嘲ちようした。

「終わった後ならば、幾いくらでも罵ののしってくれ。アレン、リディヤ嬢、僕やロッド卿にとってはね……君達二人も『守るべき子供』なんだよ。不ふ甲が斐いない僕等を許してほしい」

　痛切な想おもい。先に視線を逸そらしたのは──僕だった。

「教授……反則でしょう……」

「兄さん……『炎えん麟りん』の話、本当なんですか？」

　沈ちん黙もくしていたカレンが口を挟はさんできた。ティナとエリーの摑つかむ手が痛い程に強くなる。

　妹へ頷く。

「うん、あくまでも可能性だけどね」

「ならっ、私も行きますっ！　ここで結界を張るよりも、兄さんと一いつ緒しよにっ!!」

　飛び掛かからんばかりにカレンが詰つめよってきた。僕は頭かぶりを振ふる。

「今回の相手は未知。僕の力じゃ、君を守れないかもしれない」

「っ！」

　カレンは立ち竦すくみ、大きく身体を震ふるわせた。

　赤あか髪がみ少女が片手剣けんの鞘さやを叩たたき、右手を胸に押し付けながら、僕へ訴える。

「なら、私が行きますっ！　兄様、私だってリンスターですっ！」

「ありがとう。でも、ここにはリディヤがいる。これを活いかさない手はないさ」

　四人を見み渡わたす。

「話をしていなくて申し訳ない。だけど、大だい丈じよう夫ぶですから、ね？」

「……納得いきません……」「わ、私もです……」

　ティナとエリーが離はなれ、僕を見上げる。長杖を握にぎる両手は白い。

「先生、確かに私達は、リディヤさんと比べたら………。でも、でもっ！」

「……ティナ」

　本気で僕を想おもってくれている。肩にいたアンコさんがエリーへ飛びついた。

「ひゃっ」

「エリー、アンコさんをお願いしますね」

「ア、アレン先生……」

「泣かないでください。リィネとカレンも納得がいかないかい？」

「……兄様の決定には従います。ですが！」

「兄さん、私は足手まといになりませんっ！」

　室内に紫し電でんが飛び散る。瞳は濃こい紫むらさき。無む理り矢や理りにでもついてくる気だ。

　さっきから、視線を一度も外さない薄うす蒼あお髪がみの公女殿でん下かも同じく。

　こういうのはあまり好きじゃないんだけど──魔法球を四人へぶつける。

『！？！！！』

「はい、みんな失格です」

　反応すら出来なかったティナ達とカレンが絶句。

　ギルが研究室に入って来た時も同じことをしたっけ。四人の少女へ宣告する。

「それが戦せん闘とう時における、僕の魔法構築速度です。研けん鑽さんを積めば貴女あなた達は必ず僕を追い抜きます。でも──今はまだ僕が貴女達を守ります。守らせてください」

「「「…………っ！」」」

　ティナ、エリー、リィネが唇くちびるを嚙かみ締しめる。カレンは深い深い息を吐はき、僕を見つめた。

「…………後で我が儘ままをいっぱい言います」

「うん、いいよ。カレン、この子達をよろしく」

　リィネが泣きそうになりながら、僕とリディヤへ告げる。

「……兄様、姉様。どうか、どうか……御ご無ぶ事じで」

「ありがとう。大丈夫だよ」「そうね。私とこいつがいるしね」

　未いまだ、沈黙を続ける残りの教え子二人に話しかける。

「ティナ、エリー」

「…………嫌です」

　ティナはいやいや。エリーは、おずおず、と尋たずねてきた。

「……本当に、大丈夫、何ですか……？」

「約束します。僕はこれでも約束を守る男です」

　アンコさんを抱だきしめエリーは頷いてくれた。その目には大粒の涙。

　微笑ほほえみつつハンカチで涙を拭ぬぐう。最後は

「ティナ」

　名前を呼ぶと身体を震わせる。俯うつむき、小さな声。

「……どうしても、どうしても、付いて行っちゃ駄だ目めなんですか？」

「そうですね」

「……リディヤさんだけ、なんですか？」

「そうですね──今は」

「……『今は』ですか？」

「はい」

　ティナが顔を上げた。しっかりとした意志。

「……今回は、リディヤさんに御お譲ゆずりします。だけど、次は私も先生の隣となりに立ちます」

「楽しみに──教授、後はお任せします」

「分かっている。御両親を含め、獣じゆう人じんの各族長には大樹への避ひ難なん命令を出しておいた。そして、オルグレンの長子殿なんだがね……東都を出たそうだ」

　……質たちが悪い。何から何までお見通し、と。

　けど、『炎えん麟りん』が仮に完全発動した時、この人がティナ達の傍にいてくれるのであれば、自らを犠ぎ牲せいにしても守ってくれるだろう。教授は、子供を見捨てない。

　リディヤが無言で部屋を出た。置いていかないでおくれよ。

「すぐに解決して帰って来ます。僕は約束を破った事はないですから」




　廊ろう下かに出ると腐くされ縁えんが無言のまま歩き出した。後を追う。

　……大分、怒おこっているみたいだ。突とつ然ぜん、リディヤが立ち止まり、僕の目を射い貫ぬく。

「何が……何が『今は』よ！　未み来らい永えい劫ごう、あの子があんたの隣に立つ事なんかない。そこには、ずっと、私が、私だけがいるんだから」

　強きよう烈れつな自負。四年前、王立学校の入学式で会った時と同じ。

「君は変わらないね。純じゆん粋すいで真っすぐ。君の隣に居られるのを僕は誇ほこりに思ってきたよ」

「……噓うそ。口だけなんて信じない」

「噓なんかつかないよ。君に噓をついた事なんかない。一番よく知っているよね？」

「そうじゃなくてっ！　……これが終わったら、お説教するから覚えておきなさい」

　リディヤが顔を伏ふせ、小さな声を零こぼした。

「……本気出していいわよね？　『真しん朱しゆ』は当然として──魔ま法ほうは？」

「大魔法相手なら全力を許可。リディヤ、手を」

　右手を差し出すとすぐさま握ってきた。

　──浅く魔力を繫つなげる。優やさしく温かい。

「……私は絶対にあんた一人置いて逃にげたりなんかしないから。たとえ何があっても！」

「リディヤ、君は『剣けん姫き』の前に女の子なんだよ？　何があっても──僕が君を守るよ」

「……バカ。こういう時だけ、カッコつけるんじゃないわよ……」

　浅いとはいえ魔力を繫げているから、本心なのはバレている。

　目の前で泣きそうになっている女の子が自分の意見を翻ひるがえせないことも。

「さ、行こう。オーウェン達が待って──リ、リディヤ？」

　いきなり壁かべに押し付けられ、両手で胸を叩かれる。

「……あんたの予測が外れたことなんかない。相手は大魔法を使ってくる。なら！」

「駄目だ」

　遮さえぎって強く拒きよ否ひする。

「どうしてよっ！　一番確実じゃないっ！　あんたと私が、もっと深く魔力を繫げれば済む話だわっ!!　そうすれば、たとえ大魔法だろうと」

「リディヤ」

　腐れ縁を僕から強く抱きしめる。

「駄目だよ。あの時は──黒こく竜りゆうとやり合った時は、君の命がかかっていたから、やむを得ず深く繫げたんだ。でも、この力は基本的に使うべきじゃないんだよ。今以上にはね」

「……あんたが、私の魔力をもっと自由に、使えるようになる危険性があるから？　私は、あんたの『剣』でいい。そうすれば──アレンの傍そばにずっといられるもの……」

「僕はワインを片手にお説教してくる御お嬢じよう様さまであってほしいな」

「……バカ、大バカ……あんたが死んだら、私も死ぬわ」

「な、中々強烈な脅おどしだね」

　リディヤは本気だ。これで僕も死ねない。

　……先に部屋の外へ出たのは、こうやって僕に釘くぎを刺さしておく為か。腐れ縁が呟つぶやく。

「さっきから言ってるでしょ。バカ」

「流石さすがは首席の公女殿下、参ったよ」

「……次は許さない。私が『炎えん麟りん』を発動させてやるから、覚かく悟ごなさい」

　機き嫌げんの回復したリディヤが僕の左ひだり腕うでを摑んで歩き出す。

　ジェラルドには負の感情しかない。でも、これから起きる惨さん劇げきには同情する。

　本気になった『剣姫』リディヤ・リンスターは誰だれにも止められない。

　たとえ、それが伝説の大魔法であっても。

「違ちがうわ。私とあんたが本気になったらよ。そこ、試験に出すからね」

「はいはい。仰おおせのままに、僕の公女殿下」




　入り口ではオーウェンが僕等を待っていた。

「お、夫ふう婦ふ喧げん嘩かは終わったか？　御二人さん、こいつをつけろ」

　小さなイヤリング型通信宝ほう珠じゆをオーウェンが放り投げて来た。受け取り、耳につける。

「包囲は万ばん全ぜんだ。地下にも目立った通路はなく、逃げ道はない」

　頷うなずき、意見具ぐ申しん。

「残った部隊の方は教授の指示に。やる時はやられる方です。性格はひん曲がってますが」

「確かに。……性格は最悪だな。了りよう解かいした。こき使おう」

「死ぬ寸前まで酷こく使ししていいわ。多少は直る──事はないだろうけど」

「教え子達の僕に対する評価が酷ひどい！」という嘆なげきが聞こえたような。日ひ頃ごろの行いです。

　近この衛え騎き士し達の空気が和やわらぐ。気分転てん換かんにはなったかな。

「それじゃ──武運を。と、言っても、必要なのは俺達か。嬢ちゃん達には不要だな」

「ええ。私とこいつがいて敗北はないわ。そっちに全部あげる」

　勝手に僕の武運は近衛に渡わたされてしまった。長ちよう杖じようの布を外す。紅あかのリボンが煌きらめいた。

「僕は欲ほしいけどね──オーウェン、武運を」

「おうよ！」

　オーウェンの拳こぶしと僕の拳をぶつける。騎士達も駆かけていく。僕等も行かないと。

　──夜道を駆け抜け、裏口を見張っている路地へ。

　通信宝珠でオーウェンに連れん絡らく。暗号が凄すさまじい。噂うわさの毒どく舌ぜつ参さん謀ぼう様手製かな？

「オーウェン。配置につきました。何時いつでもどうぞ」

『こっちも準備は出来てる。どうせなら──派手にいこうぜ』

　近衛騎士達に合図。懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出す。リディヤが歌うように呟く。

「久しぶりに、全力で『火か焰えん鳥ちよう』を出せるわ。楽しみ♪」

「……やり過ぎないようにね？」

「調整するのは私じゃないもの。そうでしょう？」

「……僕は君の育て方を間違った気がするよ。四年前の自分にお説教をしたいな」

「何も変わらないと思うわよ？　あそこで会わなくたって、私はあんたを見つけたわ」

　こういうところがかなわない。

　──定刻となった。

「リディヤ──いくよ」

「ん」

　リディヤが右腕を高く掲かかげる。上空に強大極きわまる魔力が集まり、形作っていく。

　普ふ段だんのそれと比べると、倍はあろうかという『火か焰えん鳥ちよう』が顕けん現げん。

『突とつ入にゆうしろ！』

　オーウェンの命令が聞こえた瞬しゆん間かん、右腕が振ふり下ろされ死の鳥が飛ひ翔しよう。

　裏門と屋や敷しき裏口を紙のように貫つらぬき激げき突とつ、轟ごう音おん。大穴を穿うがつ。

　自然と身体からだは動き、リディヤと僕は屋敷内へ突入した。
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　屋敷内は暗かった。このまま進むのは少々不安。周囲へ光魔法で灯あかりをつける。

　浮うかび上がったのは巨きよ大だいな広間と大階段。周囲には不自然なまでに魔力反応が皆かい無む。

「リディヤ」

「バレていたみたいね──出て来るなら早めにしてくれないかしら？」

「ちっ！　まさか気付くとは……。『剣姫』と呼ばれるだけのことはある」

　舌打ちと共に十数人が姿を現し、階段の上からも武装した連中が下りてきた。合わせて三十名以上か。

　想定よりも数が多い。騎士崩くずれや傭よう兵へいが交じっていて装備の統一感は無し。

　先頭に立っている騎士風の若い男が剣けんを抜き放った。

　二十代後半位の貴族かな？　ジェラルドの取り巻きの一人だろう。

「だが、これだけの数を相手には出来まい！　降こう伏ふくすれば命だけは助けてやろう──そこの下げ賤せんな輩やからは別だがな。生まれ持った地位の違いを認にん識しきした後、死ぬがいいっ!!」

「……へぇ」「リディヤ」

　暴発しそうになった御嬢様を抑おさえる。情報を取らないとね。

　若い男へ、わざと焦あせったふり。

「ま、まさか……突入がバレて？」

「当然だ。我等への賛同者は数多い！　血筋を重視しない今の愚おろかな政策は間違っているのだ！　加えてジェラルド王子の御力があれば、恐おそれるに足りずっ！」

「御力？」

「そうだ！　あの御力があれば、我等は王国を、いや、大陸すら容易に支配出来──」




「そこまでだ」




　階段の上から、大剣を背負った初老の大男が下りて来た。薄うす汚よごれた灰色のフード付きの外がい套とうを被かぶり、左目に酷い傷きず跡あと。右手は義手──『黒騎士』マーシャル卿きようか。

　隻せき眼がんの騎士が若い騎士を見やり、吐はき捨てる。

「……馬ば鹿かめっ。みすみす敵に情報を与あたえるとは」

「なっ！　わ、私を誰だと」

「指揮官は私だ。相手は『剣姫』と『剣姫の頭脳』。利り敵てき行こう為いは極きよつ刑けいもあるが？」

「き、き、貴様！　多少、剣けん術じゆつに優すぐれているからといって──!?」

　灯りを消し、僕達は暗くら闇やみを駆ける。囲んでいる敵が動どう揺よう。大半は有う象ぞう無む象ぞうだな。

　土魔法を展開し、敵兵の足あし下もとを次々と沼ぬまへと変化させる。子こ供ども騙だましに近くても、この状じよう況きよう下では有効。「あ、足が！」「お、落ち着け！　早く灯りを」「だ、駄だ目めです。つきません！」。

　魔法の展開は遮しや断だん中。統とう率そつされた組織は脅きよう威いでも『個』なら問題なし。

　リディヤは近場の相手から奪うばった剣で、混乱する貴族や傭兵を音もなく斬きり、悲鳴すらあげさせず、意識を刈かり取っている。唯ゆい一いつ、黒騎士だけは微び動どうだにせず。

　そんな黒騎士にリディヤの横よこ薙なぎ──激しい金属音。大剣は斬ざん撃げきを見事受けていた。

　あいつの一撃を、小細工抜ぬきに止める騎士!?

　二人は暗闇の中、数合打ち合う。僕は牽けん制せいの『闇あん神じん糸し』を発動。悉ことごとく切断。やる！

　距きよ離りを取ると灯りがついた。同装備の魔法士達がこちらの干かん渉しように対たい抗こう。手て練だれ。

　だけど、三十名以上いた筈はずの敵は半数以下。悪くはない。

　リディヤが剣を放ほうり投げ床ゆかに突つき刺さった。情報をくれた騎士は蒼あお褪ざめている。

「馬鹿なっ!?　一瞬で、十数名を、き、斬ったと言うのかっ！！？」

「安物ね。逼ひつ迫ぱくしているのかしら？」

　僕はわざとらしく何度か頷き、もっともらしいことを口にする。

「支し援えん者しやはいる。でも、強力な武器を揃そろえられず、魔ま法ほう系は揃えられる、と。大分絞しぼれます。貴方あなたの御名前は報告書にも記き載さいされます。事件解決に貢こう献けんした人物として、ね」

「っぐっ！　こ、殺すっ！」

　目を血走らせた取り巻き貴族が僕を目標に猛もう然ぜんと突とつ撃げき。この人は問題なくても……

「何ど処こを見ているっ！　死」

　言い終わる前に『火か焰えん鳥ちよう』が舞まい一瞬で剣が消失。呆ほうけた顔。

　直撃すれば骨も残らないので貴族騎士の腹を蹴けり飛ばす。壁かべにぶつかる鈍にぶい音。死んではいないだろう。凶きよう鳥ちようは、不満気にリディヤの左腕に舞い降りた。

　炎は腐くされ縁えんの細ほそ腕うでに火傷やけど一つおわせない。

　隻せき眼がん隻せき腕わんの黒騎士が称しよう賛さんする。

「……噂には聞いていたが、その歳で極きよく致ち魔法をここまで！　見事なり！」

　リディヤは取り合わず、冷たく問う。

「どいてくれない？　私達、馬鹿王子に用があるのよ」

「それは出来ぬ。剣を捧ささげた相手に忠誠を尽つくすのが騎士！　加えて、名高き『剣けん姫き』に我が剣技と魔法が何処まで通ずるか、試ためすのも一興。……ウィリアム・マーシヤルだ」

「そ。なら、死になさい」

　容よう赦しやなくリディヤが『火か焰えん鳥ちよう』を解き放つ。凶鳥は、嬉き々きとし黒騎士へ向かい

「むうぅぅんっ！！！」

　十数の水属性上級魔法『大たい海かい水すい球きゆう』を高速発動させ迎げい撃げき。大剣で真正面から受け止める。

　が、完全には相そう殺さい仕切れず、着ちやく弾だん。炎に包まれる。即そく死ししてもおかしくない劫ごう火か。

　──黒騎士が炎の中から現れた。着ていた外套は燃え落ち、その下には無数の耐たい炎えん宝ほう珠じゆが仕込まれている黒鎧よろい。腐れ縁の目が細まった。

「……小こ賢ざかしい。いいわ、燃えないなら斬る。使っていいわよね？」

「うん。いい」

「むぅぅぅん！！！」

　僕等の会話を無視して、斬りかかってきた黒騎士の一撃を回かい避ひし、後退。床が砕くだけ、破は片へんが舞い散る。正統派の前衛魔法騎士！　奥からも更さらに増ぞう援えん。腐れ縁は楽しそうだ。

「ふふ。あんたが困ってる時の顔は、それなりに可愛いわよね♪」

「誉ほめ言葉じゃないなぁ」

「戦場で軽口は死を招くぞ！」

　黒騎士が水の上級魔法を展開──長杖を振り、消失。

　彼を援えん護ごしようと後方の魔法士達が介かい入にゆうを排はい除じよしようと試みるも、無む駄だ。

　仕込んでおいた暗号魔法式が襲おそい掛かかり、魔法士達の魔法そのものを封ふうじていく。

『!?』

「僕がこの場にいる限り魔法は使わせません。リディヤ！」

「ん！」

　再び『火か焰えん鳥ちよう』が顕現。翼つばさの数は双そう翼よくから四翼へ。黒騎士は落ち着いていた。

　増援の騎士達と魔法士が抱かかえているのは巻物？　明らかに装備がいい。

　凶鳥が再び飛翔し、全すべてを焼き尽くさんとする。

「今だ！　結界展開!!」

『はっ！！！』

　巻物が広げられて広場全体に耐炎結界の魔方式。軍用、しかも、王国の物じゃない。

　炎ほのおが大おお幅はばに減じた『火か焰えん鳥ちよう』と黒騎士の大剣が激突。

　拮きつ抗こうの後、凶鳥が砕かれる。……リディヤの魔法を防ぐだって？

　周囲を素す早ばやく確認。床・壁・天てん井じようの全てに結界が発生。屋敷全体が罠わなか。

　突入する人員情報まで洩もれている。……通信傍ぼう受じゆの成果だけじゃないな。

『こちら、オーウェン。アレン！』

「そちらも罠で足止めですか？」

『そっちもか。魔法封ふうじだらけだ。手練れもいやがるし、数も、多い！　ちっ！』

　宝ほう珠じゆから剣けん戟げきと魔法の炸さく裂れつ音と負傷者の悲鳴。苦戦しているらしい。

　此方こちらも、黒騎士は既すでに態勢を整え、大剣を構えている。

　後方にも、装備が良い騎士や魔法士達と雑ぞう兵ひよう多数。オーウェンより再通信。

『アレン！　ジェラルドは二階の広間だ！　こっちは多少時間がかかる！　いけるか？』

　腐れ縁が話に割り込んできた。

『問題ないわ。こいつを先行させる』

「リディヤ!?」

『了りよう解かいした。……俺達ごと斬るのは勘かん弁べんしろよ、おぃ？』

「知らないわね。躱かわしなさい。男でしょ？」

『ひでぇなぁ。俺も急ぐ！』

　通信が切れた。黒騎士を中心に兵が次々と魔法を展開。包ほう囲い網もうが狭せばまってくる。

　隣となりでやる気満々な御お嬢じよう様さまが僕の機先を制してきた。

「最善手よ。……私を置いていくのが嫌いやなんでしょ？」

　長い付き合いはこういう時、やり易やすくもあり、やりにくさもあり。深い息を吐く。

「……ごめん。先に行くね」

「さっさと行きなさい。あ、殺さないでね。私も斬りたいから」

「……我等を易やす々やすと突とつ破ぱ出来るとは思うな。王子の下には行かせんっ!!」

　黒騎士が怒ど号ごうを発し、騎士と傭兵達も一気に距離を詰つめてくる。

　長ちよう杖じようを振ふり、武器の一部を凍とう結けつ、更に風魔法で切断。紅あかのリボンが揺ゆらめく。

　崩くずれた包囲の一角を埋うめようとした騎士へ、リディヤから無数の炎えん矢しが放たれた。結界の干渉を搔かい潜くぐらせる為ため、あえて初級魔法を連射している。正に弾幕射撃。火か炎えんが巻き起こる。

「リディヤ、後でね」

「ええ、後で」

　雑兵を蹴り飛ばし階段を駆かけ上がる。追って来る兵は『土ど神じん鎖さ』『闇あん神じん糸し』で足止め。ついでに、『雷らい神じん弾だん』を叩たたき込み無効化。数を減らしておく。

　──さぁ、因いん縁ねんの相手の顔を拝みに行こう。
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「マーシャル卿！」

「狼狽うろたえるなっ！　むぅん!!」

　青年の鮮あざやかな突破を目にした部下を一いつ喝かつ。

　水魔法を纏まとわせた大剣を振り被り、炎の進撃を押し留とどめる。状況確かく認にん。

　階段上には傭よう兵へい達が倒たおれ、複数の初級魔法で足止め措そ置ちまで講じている。

　……聞きしに勝まさる魔法士だ。『剣姫』の盛せい名めいに隠かくれていたのが不思議な程ほどに。

　だがこれも計算内。あの御お方かたならば必ずや

「ねぇ……あんた、馬鹿王子があいつに勝てる、とか思っているんでしょ？」

　残った『剣姫』から青年がいた時とはまるで異なる声。殺気が増していき、気け圧おされる。

　右みぎ腕うでと左目の古傷が疼うずく。これは四年前、黒こく竜りゆうと対たい峙じした際に感じた……。

　広場全体に炎の羽が舞い、肌はだが焼ける。部隊の戦意が挫くじかれる前に咆ほう哮こうする。

「『剣姫』よ！　腰こしに下げているそれは飾かざりか！　剣けんを抜ぬかれよっ!!」

「あいつの前であんた達を斬れないでしょう？　昔、すごく怒おこられたんだから」

『!?』

　淡たん々たんとした物言い。そこに揶や揄ゆは含ふくまれず、事実を述べているだけ。

　──炎の姫は自らが絶対的優位にある、と理解している。

　炎えん羽ぱを撒まき散らしながら、笑え顔がおを向けてきた。

「私、怒っているの。愚ぐ兄けいを傷つけて、あいつの悪口を言われて、ね」

　膨ぼう大だいな魔力が噴ふん出しゆつ。戦列が自然と後退し、貴族崩れ共は戦意喪そう失しつ寸前。

　脂あぶら汗あせが頰ほおを伝う。これが当代の『剣姫』。

　……全盛期であっても、まともに相手を出来たかどうか。

　少女が虚こ空くうに右手を伸のばす。

「戦せん況きよう分ぶん析せきが甘すぎ。私とあいつに勝てる存在なんている筈がないでしょう？　ただ、こういう場だとほんの少しだけ……邪じや魔まなのよ。だって、あいつは誰だれよりも」

　優やさし過ぎるから。

『剣姫』が呟つぶやいた直後、右手付近の空間が歪ゆがんだ。

　炎が舞まい上がり吞のみ込まれ消えていく。人が操あやつれるとは思えない魔力が集束。




　そして──ソレは現れた。




　漆しつ黒こくに近く、禍まが々まがしさすら感じさせる血色の鞘さや。幾いく重えにも巻かれている鎖くさりが外れ消える。

　少女は柄つかに手を伸ばし、一気に引き抜いた。

『っっっ!?』

　炎の暴風が吹ふき荒あれ、部下と傭兵達は苦鳴。大剣を掲かかげつつ、目を見開く。

　幅はば広びろの美しい剣身には緻ち密みつ極きわまる文様。それらが次々と紅光を発した。

　まるで、久方ぶりの解放を悦よろこぶように。

　……そうか。これが名高き

「リンスター公こう爵しやく家けに伝わりし、炎えん剣けん『真しん朱しゆ』か！」

「詳くわしいのね。こっちは見た事があるかしら？」

　少女の上空に『火か焰えん鳥ちよう』が顕けん現げん。急降下。少女へと吸収され、背中に炎の四翼を形成。

　剣身が更に強い輝かがやきを放ち始める。炎が結界を貫つらぬき、次々と発火。

　秘伝『紅く剣けん』をこうも軽々と。大剣を握にぎり締しめる。

『剣姫』が悪あく魔まの如ごとき笑えみを浮うかべ、言い放った。

「さ、続きをしましょう──ああ、あいつがいないから、うっかり力を入れ過ぎてしまうかもしれないわ。恨うらむなら、あの馬ば鹿か王子を恨みなさい」




　　　　＊




　屋や敷しき内を駆けに駆ける。目標の魔力は把は握あくしているから逃のがしはしない。

　建物の地図は頭に叩き込んである。王子がいるのは二階奥の──僕は大きな扉とびらを両手で開け放つ。目に飛び込んできたのは大広間。がらんどうで窓まど硝子ガラスも全て割れ、壁には灯あかりがともっている。

　部屋の中心でこちらに背を向け立っている薄うす汚よごれた灰色外がい套とう姿の青年。頭まですっぽり被かぶってしまっていて、特とく徴ちよう的な金きん髪ぱつは分からない。

　かつての王国第二王子、ジェラルド・ウェインライトが振り返った。

「……情報通り来たな、愚ぐ民みんが。ウィリアム如きでは止められぬと思っていた……」

「!?」

　顔を見て絶句する。

　ジェラルドは中身はともあれ、外見は誰しも美青年だと言うのが常だった。

　が……今、僕の眼前にいる男の顔から、その事を思い出すのはとても困難だろう。

　頰はげっそりとこけ、顔の至る所に蚯蚓みみず腫ばれのような赤くただれた痕あとが覆おおい、自じ慢まんの金髪もくすんでしまっている。何よりその目。光が喪うしなわれ淀よどんでいる。まるで死人のようだ。

　嗄しわがれた憎ぞう悪おまみれの絶ぜつ叫きよう。

「……貴様さえいなければ、貴様が、リディヤを譲ゆずりさえすれば……。私が情けない兄に代わり、愚おろかしい父から王国を継つぎ、何いずれは不ふ浄じようなる魔ま王おうをも討とう伐ばつ、聖地を奪だつ還かんし、偉い大だいな王に……。この私が……汚よごれた血から生まれた妹、不敬を働いたハワード、リンスターの娘むすめ達よりも継けい承しよう順位において下位!?　しかも、宛あてがわれた屋敷は、獣じゆう人じん共が造った、物だと！！？　おのれ、おのれ、おのれぇぇぇぇ。全ては貴様のせいだ。貴様のような『獣けもの擬もどき』と私とでは価値が違ちがうことを嚙かみしめつつ、惨むごたらしく死んで見せよっっ！！！」

　……ティナ達を連れて来なくて良かった。

　断固拒きよ絶ぜつ。

「御ご免めんこうむります。何回言われても答えは同じです。貴方あなたなんかにリディヤは渡わたせない」

「……ならば──死ねっっっ！！！！」

　王子が左手を振り、見た事もない数十の炎ほのお魔法を瞬しゆん間かん発動。

　この魔法、全て暗号で構築されて？　しかも、即そく発動なんて。介かい入にゆうを試みるも弾はじかれる。

「無む駄だだっ！」

　蛇へびのような炎魔法を躱すも、喰くらいついてくる。誘ゆう導どう魔法！

　駆けながら『水すい神じん壁へき』を展開し、距きよ離りを取るが即そく座ざに貫かん通つう、蒸発。魔力の桁けたが違う。

「どうした、どうしたぁぁぁ！　逃にげ回るだけかぁ？　うん？」

　嘲あざけりを聞きつつ、『炎えん蛇じや』を躱しながら打開策を考える。

　魔力は繫つないだままだから、焦あせるとあの実は過保護な御嬢様が、決着を急いで全てを斬きり、かつ焼き払はらいつつ突とつ進しんしてきてしまう。

　……この男とあの子は会わせたくないな。

「魔法だけだと思うなぁぁぁぁ！！！！」

「っ！」

『炎えん蛇じや』を躱した先には、左手に片かた刃ばの短たん剣けんを持った王子。

　咄とつ嗟さに風魔法と長杖で軌き道どうをそらし、床ゆかに転がり回かい避ひ。聖せい霊れい教の儀ぎ式しき用短剣に似ている。

「ほらほらほらぁぁ！　どうしたんだよぉぉ！　御ご自じ慢まんの魔法制せい御ぎよを使ってみろよぉぉ」

　容よう赦しやない短剣と魔法の追つい撃げきを辛かろうじて凌しのぎつつ、思考を巡めぐらせる。

　さっきの暗号式は突とつ入にゆう前に見た。教授から貰もらったメモが早くも役に立とうとは。

　隙すきを作る為、もう一度魔法を使わせる必要があるな。

　──そうこうしている内に、部屋の隅すみに追い込まれた。

　ジェラルドは数十の『炎えん蛇じや』を操あやつり勝ち誇ほこる。

　未いまだ右腕は外套に隠れたままだ。

「所しよ詮せんは貴様なぞ、その程度だ。我が至高の炎ほのおで惨たらしく焼け死ぬがいいっ！」

「ごめん被こうむります。死ぬと怒る子達がいますので」

　ジェラルドは苛いら立だたしそうに、短剣から炎魔法を入り口へ瞬間発動。逃げ道を完全に防いだ。

「これで貴様は逃げられない。貴様の後はあの忌いま々いましい女だ。私の価値を理解しない者など殺すが──あの女、外見だけはいい。殺す前に楽しませて」

「御ご託たくはいいから、とっとと、かかってこいよ、腐くされ外げ道どう」




　顔面を真っ赤に染めた王子が短剣を真上に掲げた。剣に刻まれた紋もん様ようが血光を放つ。

　振り下ろすと一気に百を超こす『炎えん蛇じや』が僕へ殺さつ到とうしてくる。

　他属性魔法での防ぼう御ぎよは効果薄うす。空中に飛んでも追つい尾びされる。

　けれど──この魔法式を僕は知っている！




　長杖から同数の『炎えん蛇じや』を瞬間展開、発動。全ぜん弾だんを相そう殺さいする。




「!?」

　ジェラルドが呆あつ気けに取られ、動きを止めた。

　普ふ段だんなら、発動前に介入して分解するところだけど、この魔法にはある筈はずの『間』が全くない。故ゆえに、全弾相殺しか手がなかった。リディヤの魔力がなければ出来ない芸当。

　距離を詰つめ王子の左手首を長杖で撥はね上げる。短剣が舞い上がり、床に突つき刺ささった。

「うぐっ！　き、貴様っ!!」

「まだ、終わりじゃないですよっ！」

「ひぎゃっ！！！」

　雷かみなりを纏まとわせた長ちよう杖じようで鳩尾みぞおちを打ち、壁かべに叩たたきつける。拍ひよう子しで深しん紅くの鞘が転がってきたので、拾う。

　床の短剣を引き抜ぬき鞘へ納めると、入り口の炎が収まった。魔法で封ふうじ、懐ふところへ仕し舞まう。

　因いん縁ねんの相手へ近づき、喉のど元もとへ長杖を突きつける。『闇あん神じん糸し』で身体からだを縛しばりあげ勧かん告こく。

「ここまでです。降こう伏ふくを。命までは取られますまい」

　荒あらく息をしていた王子は僕を濁にごった瞳ひとみで見つめている。

　……歪んだ嘲ちよう笑しようが部屋の中に響ひびき始めた。

「馬鹿が！　馬鹿がっ!!　馬鹿がぁぁぁ！！！　甘いんだよぉぉぉぉぉ！！！！」

　ジェラルドの右腕から紅あか黒ぐろく禍々しい炎。闇やみ魔法で構築された不ふ燃ねんの糸が燃え尽つきる。

「!?」

「死ねぇぇぇぇぇぇー！！！！！！！」

　黒炎が僕に襲おそいかかってくる。咄嗟に後方へ跳とぶ。

　──脇わき腹ばらに激痛が走った。
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　姉様と兄様達が出て行かれた後、部屋の中はずっと静かなままでした。

　何時いつもなら『リィネ！』と文句を言うティナも、エリーとカレンさんも黙だまっています。

　教授は、外で結界の準備をする、と出て行かれました。私達も行かないと。

　──ついさっきまで私は自うぬ惚ぼれていました。

　姉様と兄様は凄すごい方々で、全然、敵かないません。その事はよく分かっています。

　けれど、『足手まとい』と言われるのは、思っていたよりもずっとずっと辛つらい事でした。

　……いえ、違います。




　私は嫉しつ妬としたんです。大好きで尊敬する、姉様に。

　この中でたった一人だけ、兄様に選ばれた姉様に。




　自分の気持ちに気付かないふりをしていました。

　時折、ティナ達と一いつ緒しよに甘えてみせるのが限界で、踏ふみ込むのは……と。

　……ごめんなさい、兄様。リィネは悪い子です。姉様。リィネはリィネは……。

　──手を叩く音。

　背筋を伸ばし、凜りんとされたカレンさんが私達を鼓こ舞ぶされます。

「めそめそするのは御お仕し舞まいです。私達も教授の御お手伝いをしますよ。何もしないまま、過ごしていたら、兄さんはともかく、リディヤさんには絶対付け込まれます」

「「…………」」

　私とエリーは小さく頷うなずき合いました。そうです。今、出来ることを精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばらないといけません。カレンさんが部屋を出て行き、その後にエリーも続きます。

　次に私も──立ち止まって、未いまだ動こうとしない少女をわざと皮肉ります。

「首席様は、御留守番するつもりですか？」

「……リィネ、私は悔くやしいんですっ。もっと、もっと努力していればっ！！！」

　ずきり、と胸が痛みました。ティナを睨にらみつけます。

「兄様の御判断が間違ってるとでも言いたいんですかっ、貴女あなたはっ！」

「そんな事は言ってませんっ！」

「なら！」「だけどっ！」

　冷静な自分が、嘲っています。

『あーあ、二人して何て愚かで、滑こつ稽けいで、生産性のない言い争いをして』

　同時に──自分の心はこうも言うのです。

『これは必要な事。私が進むべき道は何ど処こなのかをはっきりさせる為ために』

　涙なみだを流してぶつかり合う私とティナの間に、メイド少女が飛び込んできました。

「お、二人共……け、喧けん嘩かは駄だ目め、ですぅ。アレン先生が戻もどられた時、心配──ぐすっ……わ、私も着いて行きたくて……アレン、先生の隣となりに、立ちたかったんですぅぅぅ」

　引き返してきたエリーが大泣きし始めました。肩かたにはアンコさん？　がいます。

　その勢いに気け圧おされ二人して苦く笑しよう。エリーが抗こう議ぎしてきました。

「な、何を笑って、るんですかぁ。わ、私はアレン先生の、御役に……」

「エリー」

　一つ年上で、私にとってかけがえのない友人を抱だきしめます。

　首席様も重なってきて決意を漏もらしました。使い魔様が暑がっています。

「……エリー、リィネ、勝負はこれからです。一緒に頑張りましょう」

「テ、ティナ御お嬢じよう様さま……はい」「ティナ……ええ」

　三人で頷き合い、離はなれます。先さき程ほどまで、荒あれ狂くるっていた心の動きが収まってきました。

　出来る事をやる。そして、何時か必ず兄様の──

「「！」」

　私とエリーは慌あわてて窓に駆かけ寄りました。……この禍まが々まがしい魔力は。

「兄様！」「アレン先生！」

　直感的に理解しました。これを向けられているのは兄様です。周囲には教授と近この衛え騎き士し団だんの方々が軍用戦略結界を張り巡らし始めているのに、それを貫つらぬく魔力……！

　──視界が白く染まりました。え？

　咄嗟に片手剣けんを引き抜き炎ほのお魔ま法ほうで相そう殺さいを試み、隣にいるエリーの手を握にぎりしめます。

「──ナ！！！」

　氷魔法を発生させている首席様に叫さけびますが、届きません。何が起きて。

「リィネ御嬢様っ！！！」

　エリーが私を床へ押し倒たおし、猫ねこの鳴き声。黒の結界が私達を覆おおいました。

　直後、私達の上を『何か』が通り過ぎていき──窓側の壁が凍とう結けつし砕くだけ轟ごう音おん。

　雪ゆき嵐あらしが吹ふき荒れ──一いつ瞬しゆんで通り過ぎた彼女の背中に美しい蒼の氷ひよう翼よくが見えました。

「ティナ……姉様…………兄様っ……！」

　自然と零こぼれ落ちた私の言葉は、猛もう威いを奮う雪嵐に吞のみ込まれていきました。
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「マーシャル隊長！　今ですっ!!」

　炎に包まれている玄げん関かん広場。

　踏みとどまってくれている十数名に減った部下達は、『剣けん姫き』目め掛がけ魔法を限界以上に集中している。私の為に一瞬の隙を作りだそうとしてくれているのだ。

　既すでに傭よう兵へい達や、王子の取り巻きだった惰だ弱じやくな徒は全員が倒れた。……僅わずか一いち撃げきで。

　事前情報に基もとづき、騎士団時代ですら使ったことがない、多数の耐たい炎えん結界を揃そろえた。

　装備も含ふくめ望み得る最良を選せん択たくした自負もある。

　にもかかわらず……戦せん況きようは圧あつ倒とう的劣れつ勢せい。

　部下達は、皆みな、かつて王国騎士団主力に所属した紛まぎれもない猛者もさ達。

　その者達の最大火力を紅あかの少女は魔剣を動かすことすらせず、炎えん翼よくのみで受け止め、悠ゆう然ぜんと、まるで遮さえぎるものなどないかのように歩を進めて来る。

「……恐おそるべき者よ」

　純じゆん粋すいな賛さん嘆たんが零れる。

　四年前、『勇者』が追っていた黒こく竜りゆうとやり合い、左目と右手を喪うしない、騎士としての命を一度は断たたれた身でこれ程の相手と死し合あえるとは……聖霊のお導きであろう！

　愛剣を両手で大上段に、最後の突とつ撃げきを開始。

「むぅん!!!!!!!!!!」

　水の上級魔法を全力発動、二十数発を集束。紅の少女目掛け愛剣を振ふり下ろす。

　無数の敵を屠ほふってきた我が必殺の一撃。

　如い何かな当代『剣姫』といえど無傷で受けられるものかよっ!!




　──刹せつ那な、瞬またたいたのは紅き閃せん光こう。遅おくれて、高熱の暴風。




　黒竜戦の時ですら折れなかった我が愛剣が半ばから切断され宙を舞まい、共和国特注の騎士鎧よろいが割れ、自分自身も地べたを這はう。激痛。

「がはっっっ！」

「あの馬ば鹿か王子付きにしては悪くはなかったわ。中の下ってとこね」

　紅き悪魔が冷れい徹てつに戦評してきた。額が割れ、左目が赤く染まる。

　部下達は、剣、槍やりは言うに及およばず、大おお盾たてや鎧までも砕かれ、ぴくりとも動かない。

　執しつ拗ように張り巡めぐらした耐炎結界も多くが破は砕さい。血の味を感じつつも奥歯を嚙かみしめる。

　我等すら一撃で……よもや、よもや『剣姫』がこれ程とはっ……！

　──青年を計画通り先行させた後に、この少女が示した武勇は想像を遥はるかに超ちよう越えつしていた。かの『勇者』とすら渡わたり合ったと聞いていたが、さもありなん。

　間違いなく、この者は剣士の頂点！

　故ゆえに……半ばから折れた剣を支えに、ボロボロの身体を何とか起こす。身体中から出血。

　治ち癒ゆ魔法を恒こう常じよう発動してもこの様ざま。だが！　大剣を構え直す。

　炎えん姫きは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「力量が分からないような、愚おろか者には見えないけど？　あんたじゃ、私には勝てない」

「委細承知っ！　なれど──我は騎士！　主君に仇あだなす者を打ち払はらわんっ！」

「……付き合っていられないわ」

　何の溜ためもなく四翼の『火か焰えん鳥ちよう』が顕けん現げん、飛ひ翔しよう。無む為いに受ければ、灰も残らぬ。

　ならば！　最後の魔力と、右みぎ腕うでの義手を前へと突つき出す。

　義手を授さずけてくれた聖せい霊れい教大主教様の御言葉が脳のう裏りを掠かすめる。

『この義手は遥か古代の魔法で動いております。努ゆめ々ゆめ、使われぬよう』

　……申し訳ありません。その御忠告、聞けませぬっ！

『火か焰えん鳥ちよう』と義手が激げき突とつ。肉が焼ける臭においと激痛。

「ぬぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！！！！！！！！！」

　破損していく義手へ残りの全魔力を注ぎ込むと、禍々しい灰かい炎えんが生まれ死の鳥を吞のみ込んでいく。こ、これはいったい!?　いや……考えるのは後でよい！

『火か焰えん鳥ちよう』を貫いた先にいた少女は立ち止まり、不安気に上を見つめていた。

「戦場で、油断は、死を招くぞっ!!!!!!!!!!」

　左手に握りし愛剣を全力で叩きつけ──……花に満ちた王宮の内庭が見えた。

　懐なつかしき栄光の日々。頰ほおを紅潮させている幼き日のジェラルド王子。




『ウィリアム、私は必ず最高の王となる！　なってみせる！　ついてこい!!』




　人は死の直前に、過去あった事を全すべて思い返すという。嗚あ呼あ……つまり……王子……。

　直後、全身に走る激痛を超こえる激痛。筋という筋が断ち切られ、焼かれる感かん触しよく。

　苦鳴をあげる事も許されず、その場に倒れ伏ふす。冷たい判決。

「あんたのは騎士道なんかじゃない。単なる自己陶とう酔すいよ。馬鹿王子が、愚かな事をする前に止めるのがあんたの役目だった筈はずだわ。まして、こんな、こんな魔法をっ……！」

『剣姫』の気配が消え、轟音。天てん井じようから破は片へんが降ってくる。随ずい分ぶんと焦あせっているようだ。

　ふっふっ……最さい期ごまで何とも容よう赦しやがない。

　視界は暗く、最も早はや、指の一本たりとも動かせない。しかし、王子の魔力は感じる。

　私の義手と似ている魔力……王家に伝わると聞く大魔法『光こう盾じゆん』か……。

　分かっているのだ。こんな事が間違っているのは。だが……聖霊よ、王子を……。

　意識が濁にごり。身体そのものが闇やみへ沈しずんでいく。冷たい侮ぶ蔑べつ。

「──敗残騎士ではこれが限界か。後は『獣けもの擬もどき』が我が主あるじの見立て通りかどうか」

　この声、オルグレンの……。




　　　　＊




「オらおらおラ！！！　さっきまでノ余よ裕ゆうは何処へいったんだよぉォぉ！！！！！」

　右腕から禍々しい黒炎を放ちながら、ジェラルドが僕を追って廊ろう下かを駆けてくる。

　この魔力、まともに受ければ死ぬ。

　先程の一撃も父さんの守り札が身代わりになってくれなかったら、致ち命めい傷しようだったろう。構築も暗号も全変化。一発毎ごとに異なる為、相そう殺さいも出来ない。

「早く早く早く早ク早く早く早クゥゥゥ!!　死ぬんだよぉォォォォ！！！」

　廊下が途と切ぎれ急停止しながら、上階段へ跳ちよう躍やく。掠った脇わき腹ばらの傷が痛むも、無視。

　ジェラルドの足あし下もとへ『土ど神じん沼しよう』、顔面に無数の『光こう神じん弾だん』を投げ込む。

「小こ賢ざかシいンだよぉォぉぉ！」

　黒炎によって全ての攻こう撃げきが防がれ、燃え落ちる。……自動防ぼう御ぎよか。

　最上階へ駆けあがり、手近の窓から外へ。炎と照明弾によって、視界は十分。

　浮ふ遊ゆう魔法と風魔法を併へい用ようして、空中を跳躍──傾けい斜しやのほぼない屋根へ着地し、駆ける。

　僕がいた場所を下層から黒炎が貫いていく。通信宝ほう珠じゆで近衛の団長を呼び出す。

「オーウェン！」

『この魔力……ジェラルドか!?』

「現在、僕が追ってきています。部隊を後退させて」

　自分へ風弾を叩たたきつけ、緊きん急きゆう回かい避ひ。屋根の一部が黒炎に包まれ崩ほう落らく。王子が浮上してきた。

　外がい套とうと上半身のシャツは燃え落ちている。

　包帯に包まれていた右腕は人の腕うでではなくなり、さながら獣けものの腕。右半身で魔法式が蠢うごめきながら、濃こさを増している。左上半身にも王立学校でやり合った際には、なかった刻印。

　よく見ると、右腕の深しん紅くの炎を押さえ付けるかのように、右半身から発せられる黒光が蠢いている。この黒光の魔法式は『光こう盾じゆん』。粗そ雑ざつなそれを自分の身体からだに刻印して。

　……本格的にまずいな。オーウェンの叫び。

『おいっ！　どうした？　アレン！』

「……一番大きな尖せん塔とう近くの屋根の上です！　いいですね？　では」

『おいっ!!　アレ』

　通信宝珠を切り、ジェラルドと相対する。──強い憎ぞう悪おの目。

　……捕とらえた際、容赦なく意識を刈かり取るべきだった。

　長ちよう杖じようを構える。紅のリボンが僕を励はげますように、煌きらめく。

　ジェラルドが哄こう笑しよう。

「ハハハハハハハ。カてると思っテいるのかっ？　死ぬンダヨォォォ!!!!」

「貴方あなたはここで僕が──っ!?」

　この魔力は……上空を見上げる。

　蒼そう翼よくを生やした白の少女が屋根に降り立った。周囲の屋根一帯が白く染まっていく。

「ティナ!?」




「──同どう胞ほうよ。そのようなマガイモノに負けてはならない。打ち勝つのだ」




　平へい坦たんな──ハワードの屋や敷しきや、王立学校の試験場、オルグレンの屋敷で聞いてきた声だ。

　つまり、目の前にいるのは『氷ひよう鶴かく』？

　再度、白の少女が口を開き、ジェラルドに──いや違ちがう。ジェラルドが無む理り矢や理り押さえ込んでいる『何か』に呼びかける。

「──同胞よ。炎を司つかさどりし、『炎えん麟りん』よ。どうかどうか……打ち勝つのだ」

　白の領域が広がっていき黒炎と接せつ触しよく。鬩せめぎ合う。

　ジェラルドが両りよう膝ひざを突き、のたうち回る。

「止やめロっ！　ケダモノの分際がぁぁぁぁ!!!!!!」

「！　これは、『騎き士し』と『聖女』の。マガイモノを二つも……」

　白の少女が哀かなしそうに瞳ひとみを見開いた。

　ジェラルドの左半身の魔法式が明めい滅めつ、炎が激しく勢いを増した。白の世界が押し戻もどされていく。王子は、にたぁ、と笑い、少女目掛けて跳躍、突とつ進しん。

「ティナっ!!」

　全魔力を足へ回し立ち塞ふさがる。王子の右腕と長杖が激突。っ……重いっ。

　黒炎が王子の身体から伸のび僕を無視して、後方の少女へと迫せまる。強ごう引いんに身体を動かすと

「がはっ…………」

「クハハハハハハハハハハ!!!!!!　バカがァァァァァァァァ!!!!!!」

　鮮せん血けつが飛び散り、激痛。黒炎は僕の脇腹を今度こそ抉えぐっていた。追撃が襲おそってくる。

「シネシネシネシネ!!!!　トットト死ヌンダヨォォォ！！！！！」

「くっ！」

　第二撃を転がりながら躱かわして途と中ちゆうで立ち上がり、魔法矢で反撃しながら屋根の上を駆かけて距きよ離りを詰つめる。

　痛みは意図的に無視。耐たい炎えん結界は仕込んでおいたものの……焼け石に水か。

　治癒魔法も効果は薄うすい。長時間戦せん闘とうは困難、まして、ティナを守りながらは無理。リディヤは──こちらに向かっている。

　結論、あいつが来るまで、時間を稼かせぐ。

「無む駄だナンダヨォォォ!!」

　炎を搔かい潜くぐり接近。氷の穂ほ先さきを形成させた長杖を繰くり出す。……が、駄だ目め。完全に見切られ、黒炎で作られた鎖くさりで受け止められる。恐おそろしい程に身体能力が向上している。叫さけぶ。

「ティナ！　逃にげてくださいっ！」

　立ち竦すくんでいた少女の瞳が定まり、蒼そう翼よくが消えていく。

「……え？　わ、私、な、何で、ここに……せ、先生っ!?」

「バカがァァァ。オマエもエーテルハートノムスメモ死ぬンダヨォォォ!!」

「うぐっ……」

　鎖が増え、受ける圧あつ迫ぱく感が更さらに増す。再度、叫ぶ。

「ティナっ！　早く逃げてくださいっ!!」

「余ユウヲ見セテルンジャナインダヨォォォ！！！」

「ぐっ！」

　長杖が大きく弾はじかれる。後方へ跳躍するもジェラルドの鎖が身体の各所を叩く。

「～～～っっ！！！」

　ティナの悲鳴。黒炎の追撃を必死に回かい避ひ。

「忌いみ子モヨクヨク見てオケ。コノ下げ賤せんナ男が惨むごタラシク死ヌ様ヲナァァァ!!!!」

「ティナ、聞く必要はありません。早く、逃げてくださいっ！」

「先生っ!!　わ、私…………え？　な、何なの？　こ、これって？」

　──屋根全体を覆おおうように、無数の氷ひよう華かが舞まい始めた。

　追撃が止やみ、激しい音と共に、ジェラルドが両手をつき苦しみ始めた。

「ウガガガガガガガガガ……ナ、ナンダ……ヤ、ヤメロ。ヤメロヤメロヤメロッ！！！」

　身体から黒炎、左半身から灰炎が生まれ、合わさり渦うずとなって姿を覆い隠かくす。

　僕の後方からは更さらに強い魔力の奔ほん流りゆう。

　振ふり返ると氷ひよう嵐らんに包まれ、両手で顔を覆ったティナの姿が見えた。

「ティナ！」

「先生……私、私、と、止められないんですっ。こ、こんな──先」

　吹雪ふぶきに弾き飛ばされ、屋根に叩きつけられる。身体が悲鳴。

　荒あらく息をしつつ、立ち上がる。

　生き物のような黒灰炎が氷ひよう嵐らんに包まれたティナをも吞のみ込んでいく。

　……考え得る最悪の展開だ。

　騎士が使ったという『光こう盾じゆん』と聖女が使ったという『蘇そ生せい』。

　その二つの大魔ま法ほうが暴走し、『炎えん麟りん』と『氷ひよう鶴かく』をも吞み込もうと……。

　計四発の大魔法。このままじゃ東都どころではなく、地域一帯……いや、王国すらも。

　黒こく灰かい炎えんの渦と吹雪の渦とが、遥はるか上空まで立ち上り少しずつ形になろうとしている。

　ティナを救わないと。足を踏ふみ出そうとし、ふらつく。

　倒たおれ込みそうになったところを、抱だき留められた。円形の炎ほのお障しよう壁へきが形成。

「……バカ。大バカ。何、勝手に血ち塗まみれになってるのよ。斬きるわよ？」

「これ以上、斬られるのは勘かん弁べんかな。……ああ、ごめん。服が」

「……本気で言ってるなら、怒おこる」

　泣きそうなリディヤが物もの凄すごい数の治ち癒ゆ魔法を発動してくれる。

　脇腹の傷を見て顔を顰しかめ、耐炎結界を更に上がけ。痛みが和やわらいだ。御お礼れいを言う。

「ありがとう。……リディヤ、お願いがあるんだ」

「あんたを置いて逃げたりしないから。策はあるんでしょう？　なら、最後まで付き合ってあげる。…………今更、私を一人にしないで！」

　この御お嬢じよう様さまには敵かなわない。腐くされ縁えんの頭を乱暴に撫なでまわす。

「！　ち、ちょっと」

「相手は大魔法『光こう盾じゆん』と『蘇そ生せい』。ついでに、『氷ひよう鶴かく』と『炎えん麟りん』だ。リディヤ、君は」

「『炎えん麟りん』の足止めでしょう？」

「完全顕けん現げんはしてない。僕はティナを。この傷じゃ君の本気についていくのは無理だ」

「……救い方に疑義があるんだけどぉ？　浮うわ気き者ものは死し刑けいって決まってるのよ？」

　魔力を繫つなぎっぱなし、かつ、こんな至近距離にいれば分かってしまう。

　腐れ縁は唇くちびるを尖とがらせた。

「まぁいいわ。……良くないけどいいわ。全部終わった後。覚かく悟ごしておきなさいっ！」

　リディヤが『真しん朱しゆ』を一いつ閃せん。炎障壁が消失。

　ジェラルドだったモノが形を変え、獅し子しの如ごとき顔、身体に様々な獣の特徴と蝙こう蝠もりのような翼を持つ黒灰炎の四足獣じゆうに。

　──これが、大魔法『炎えん麟りん』。完成形じゃないだろうに、とんでもない魔力だ。

　ティナは吞み込まれた吹雪の中。腐れ縁が『火か焰えん鳥ちよう』を渡わたしてきた。

「これで何とかしなさい。…………すぐ戻って来て」

　息がかかる位に顔を近づけられる。瞳には僕を喪うしなうかもしれない恐きよう怖ふ。

「少しだけあいつを止めておいて。その為ためなら何を使ってもいい」

「……馬ば鹿か。そういう時は黙だまって──大馬鹿」

　リディヤの額にキスをする。繫がりが深くなり、魔力効率が向上。

　──『炎えん麟りん』の揺ゆらめいていた黒灰炎が定まった。来る。

『真しん朱しゆ』の光が増し、背中から白はく炎えんの四翼。やっぱり──誰だれよりも綺き麗れいだ。

「あんたが来るまでに、終わらせておくわ」

「頼たのもしいね！」

『火か焰えん鳥ちよう』を放ち二人で駆けだす。『炎えん麟りん』は未いまだ動かず……苦しんでいる？

　黒灰炎を貫つらぬき、次いで猛もう吹雪ふぶきが襲い掛かかってくるも『火か焰えん鳥ちよう』は氷の障しよう壁へきを次々と突とつ破ぱ。

　ティナは──見えた！　丸くなって泣いている。

　炎が最さい期ごの煌めきを見せ氷の障壁に激げき突とつ。




　そして……僕は辿たどり着いた──『白の世界』に。




　一いつ切さいの音が聞こえない。

「──！」

　大声で叫ぶも、すぐ目の前のティナに届かない。そうこうしている内に、手足が白く白く染まっていく。膝ひざを曲げ右手を伸ばし少女の肩かたを摑つかみ、身体からだを揺らす。

「──!!」

　再度、叫ぶも、ティナはいやいや、と首を振るばかり。ああっ、もうっ！

　長ちよう杖じようから小さな白はく炎えんを生み出し足あし下もとへ落とす。『白』が──……弱まった。

「ティナっ！！！」

　びくり、と身体を震ふるわせた少女はゆっくり顔を上げた。

　目は涙なみだで真っ赤。僕の顔を見ると更に大おお粒つぶの涙が落ち、空中で凍こおっていく。

「せ、先生っ……わ、私……私はっ……私のせいで、先生、怪け我がをっ」

　強く抱きしめ、言い聞かせる。

「ティナ、人は間違います。僕やリディヤでも、誰でもそうです。一度の失敗で自分を責めないでください。第一、これは、君のせいじゃない！　そうでしょう？」

『白』の圧力が強まり、外側には黒灰炎が蠢うごめいている。時間がない。

　……覚悟を決めないといけないか。泣き止やんだ少女へ問う。

「ティナ、自分の中にいる存在が分かりますか？」

「わ、分からないです。勝手に魔法が発動してっ！」

「先に謝っておきます。ごめんなさい」

「えっ？」




　──ティナの唇を奪うばって、魔力を深く繫げる。




　凄すさまじい魔力と、大混乱状態にある感情の奔流。リディヤに届くのは何とか遮しや断だん。

　白の少女の泣き声。ティナが目を見開いた。聞こえたようだ。

「せ、先生！」

　頷うなずく。『氷ひよう鶴かく』は子供のように、苦しい苦しい、と泣き続けている。

　公女殿でん下かの手を握にぎりしめる。

「助けてあげましょう、僕達二人で」

「は、はいっ！」

「僕が魔力を制せい御ぎよします。ティナは『氷ひよう鶴かく』へ呼びかける事だけに集中してください」

「わ、分かりましたっ！」

　少しずつ、少しずつ、慎しん重ちように、慎重に魔力の奔流を制御していく。

　ティナは祈いのり続けている。

「……お願い。先生と私に気付いて……」

　魔力が集束していく。いける！

　あれ程ほど、荒あれ狂くるっていた吹雪が収まり、静せい寂じやくが世界に満ちていく。

　どうやら、これで──僕の脇わき腹ばらを触さわる少女の白い手。蒼そう光こう。痛みが消えた？

『ありがとう、助けてくれて。私の、私達の『鍵かぎ』。アレン』




　──『白の世界』が崩くずれ、黒灰炎も霧む散さん。視界が一気に広がる。




　真っ先に見えたのは、『炎えん麟りん』の片かた翼よくを容よう赦しやなく斬り飛ばしているリディヤ。

　幾いくら完全顕現前とはいえ大魔法相手にしてまぁ……。

『真しん朱しゆ』を肩に置き、振り返らず僕等へ叫ぶ。

「済んだの？　小ちっちゃいのっ！！！　怪我はないわね？」

「は、はいっ！」

「なら、良し──ちっ！」

　無数の黒灰炎の鎖をリディヤが斬り防ぎつつ、僕の隣となりまで後退。

『炎えん麟りん』が大咆ほう哮こう。ボロボロな屋上の素材を吹ふき飛ばす。

　僕は魔法で防ぼう御ぎよ──する間もなく、燃え尽つき、凍とう結けつ。腐れ縁へ確かく認にん。

「どうだい？」

「本体も斬れなくはないわ。ただ、むやみやたらに斬ると暴発しそうね」

　炎えん剣けんの切っ先上には黒灰炎の獣けもの。

　身体からは、ボコボコ、と泡あわが立ち、蒸気が立ち上っている。形状も安定しそうでしておらず、苦く悶もんするかのように身体を震わせ、時折、黒灰炎の奥には深しん紅くの光。

『炎えん麟りん』を無む理り矢や理り、粗そ雑ざつな『光こう盾じゆん』と『蘇そ生せい』とで拘こう束そくを……リディヤへ再質問。

「君の直感として、『炎えん麟りん』は邪じや悪あくかい？」

「気持ち悪いのはあの炎だけね。奥のは、苦しんでいるだけじゃないかしら」

　ティナが口を挟はさんできた。瞳ひとみには決意。

「せ、先生っ！　リ、リディヤさん！　私にも手伝わせてくださいっ！」

　腐れ縁は無言で僕らの前へ。僕は長杖を屋根に突つき立てる。

　薄うす蒼あお髪がみの少女へ右手を差し出す。

「目標は黒灰炎。それだけです」

「は、はいっ！」

　教え子の小さな手を握りしめる。この子の杖がないのが痛いな。

　──足下の屋根が闇やみとなり、ティナの杖が浮うかび上がってきた。公女殿下が驚おどろく。

「ふぇ!?」

「ありがとうございます、アンコさん！　これを教授に！」

　懐ふところからジェラルドの短たん剣けんを取り出し闇へ。了りよう承しようの一鳴き。

「ティナ、杖をっ！」

「は、は、はいっ！」

　ティナが愛あい杖じようを摑み、僕も左手をその上に重ね、『氷ひよう鶴かく』の力を引き出していく。

　──お願いだ。どうか、この子の祈りを聞いてあげておくれ！

『炎えん麟りん』が体勢を立て直し、リディヤは『真しん朱しゆ』を構えた。もう少し時間が




『待ったせたなぁぁぁぁっ！　着ちやく弾だんんんん、今っっ!!!!!!!!!!』




　通信宝ほう珠じゆからオーウェンの雄お叫たけび。

『炎えん麟りん』へ庭から放たれた複数の軍用拘束戦術魔ま法ほう式が炸さく裂れつ。

　光こう鎖さが黒こく灰かい炎えんの獣を縛しばり上げる。苦悶の咆哮。

　絶ぜつ妙みよう！　激しい剣けん戟げきと鈍にぶい音。無理をしたようだ。

『悪ぃが、これ以降の援えん護ごは遅おくれる。……頼んだ!!』

　薄蒼髪の公女殿下と頷き合い、魔法式を構築していく。

　ティナと僕。そこに……白の少女の手が重なる。

　──杖の前方に、純白の小さな小さな氷ひよう鳥ちようが形作られてきた。

　数百年ぶりに人の意思で構築された『氷ひよう鶴かく』に列つらなる魔法。ティナが讃さん嘆たん。

「……綺麗……」

　これで片をつける！

　リディヤは左手で鞘さやから愛剣を抜ぬき放ち、双剣態勢へ。

『炎えん麟りん』は拘こう束そく魔法を燃やし尽くし遂ついに前進を再開。先程よりも明らかに強い。

「ティナ、いきますよ！」

「はいっ！」

　杖を掲かかげ、氷鳥を解き放つ。




　──時すらも凍った気がした。




　燃えていた屋根の全すべてを純白に染め上げながら、小鳥が飛ひ翔しよう。

『炎えん麟りん』──いや、ジュラルドが危険を察知したのだろう、最大の黒灰炎の大火球が出現。

　が──氷鳥は瞬しゆん時じに大火球そのものを凍結、四散させ、本体へと迫せまる。




『アレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン！！！！！！！！！！！！！』




『炎えん麟りん』の身体の一部に歪ゆがんだジェラルドの顔が浮かび上がり絶ぜつ叫きよう。執しゆう念ねん。

　黒灰炎は勢いを取り戻もどし、激しく抵てい抗こう。こちらも必死で氷鳥を制御。

　──ここで終わらす！

　ティナも同じ気持ちのようだ。心強い。

　リディヤが、双剣を直上へすっと掲げた。

　直上で巨きよ大だいな白い『火か焰えん鳥ちよう』が形作られていく。羽は六翼よく。本気の本気だ。

　それを見た『炎えん麟りん』──ジェラルドが再び絶叫。




『リディヤ・リンスタァァァァァァァァァァァァ!!!!!!!!!!!!!!』




「前にも言ったでしょう？　私の名前を勝手に呼ぶんじゃないわよっ!!!!」

　双剣が振ふり下ろされ『火か焰えん鳥ちよう』が真上から急降下。黒灰炎の一部が迎げい撃げき。拮きつ抗こう。

　氷鳥への対応がその分、薄うすくなった。

「いっけぇぇぇぇ！」

　ティナが魔力を注ぎ込む。頭痛は感じない。遂ついに──抜けたっ！

『バカナァァァァ………………』

　ジェラルドに直撃。巨大な身体を凍結。屋根全体が雪原へ。後方の尖せん塔とうは大氷柱となった。

　思わず安あん堵どの溜ため息。二人へ笑いかけ──幼い声が聞こえてきた。




『──まだだよ。私のアレン』




　ガシャ、という音と共に、ジェラルドが屋根に倒たおれた。人の姿に戻っている。

　炎も見えない。しかし……リディヤが舌打ちし、ティナが前方を指さした。

「懲こりない男っ」

「せ、先生っ！　あ、あれって！」

　ジェラルドから黒灰炎が離はなれ、翼持つ四足獣じゆうの姿を形成していく。その数、三体！

　辛かろうじて獣の形はしているものの、醜みにくく邪悪。『マガイモノ』という単語が脳のう裏りを掠かすめた。

　三体共、黒灰炎の鎖くさりに縛られている。

　くぐもった哄こう笑しよう。地べたに這はいずったままジェラルドが僕達へ、憎ぞう悪おを叩たたきつけてきた。

　その顔はまるで老人のよう。右みぎ腕うでが……ない？

「はっはっはっはっ！　死ね。皆みな、死ねっ！　全て全て、燃え落ちてしまえっ！！！　私のモノにならないならば、その女も、王国も、灰になって消えろっ！！！！」

「命を削けずってまで魔力を注ぎ込んだのかっ!?」

　そこまでして、王位とリディヤを……。目を瞑つぶる。

　僕も覚かく悟ごを決める時だ。

「リディヤ、剣を」

「ん！」

　愛剣を無造作に渡わたしてきた。

　左手で受け取り、『紅く剣けん』擬もどきを発動。長ちよう杖じようを右手で引き抜き、少女達に乞こう。

「リディヤ、ティナ──……僕に力を貸してほしい」

「「！」」

　炎と氷の姫君は驚き、すぐ満面の笑み。無数の炎えん羽ぱと氷ひよう華かが舞まい踊おどる。

　ティナはリボンを外し自分の杖へ結ぼうと──僕を見た。その目線は長杖へ。

　さっ、と近寄ると、リディヤの紅あかいリボンの上に自分のリボンを結び付けた。

「これで良しです！」

「……小っちゃいの」

「機会は公平、均等にです。……私の方が上かもですけど♪」

　唇くちびるに、そっと触ふれながら、リディヤを煽あおる氷の姫君。

　わなわな、と身体からだを震ふるわす天下無む双そうの『剣けん姫き』様。周囲に飛ぶ炎えん羽ぱが猛たける。

「……いいわ、格の違ちがいを教えてあげる。露つゆ払はらいなさい」

「分かりました。下げ剋こく上じようですっ！」

　ティナが杖を高く掲げた。背中に、蒼そう翼よくが生まれていく。

　リディヤは炎えん剣けんを両手持ちにし、前ぜん傾けい姿勢となり、刃やいばを後方へ。背には六翼。

　──雪風と共に、過去最大の『氷ひ雪せつ狼ろう』が顕けん現げん。

　即そく座ざに狼が突とつ撃げきを開始。僕とリディヤは少しだけ遅れて追走。

　氷ひよう狼ろうと迎撃に出てきた左右二体のマガイモノが激げき突とつ。氷と黒灰炎が撒まき散らされる。

　白はく炎えんの翼を纏まとったリディヤが僕に先行し、神速の横よこ薙なぎ。紅こう光こうが一いつ閃せん。

　──二体の黒灰炎だけを完かん璧ぺきに斬きり、僕へ叫さけんだ。

「今よ！」

　二体を通り抜けまずは長杖を突きだす。先せん端たんから氷ひよう羽ぱが噴ふん出しゆつし、『蒼そう楯じゆん』を構成。

　リディヤとティナが息を吞んだ。

「あんた、それっ!!」「御お姉ねえ様さまの！」

　最後のマガイモノが黒灰炎を集束、解き放つ。芸がない……それは以前に見たよ！

　数百の氷羽が翻ひるがえり乱反射、結集。

　長杖を回し止め、全力で投とう擲てき。氷羽が鋭えい利りな穂ほ先さきを形成、『蒼そう槍そう』と化す。

　マガイモノの右前まえ脚あしを貫つらぬき、大だい氷ひよう樹じゆと化し動きを止めた。

　ジェラルドが断だん末まつ魔まの声。

「またしても、またしても、またしても、貴様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!!!!」

「退場願います。もう、うんざりなんですよ、貴方あなたに関かかわるのはっ！！！！！」

　マガイモノとジェラルドの間へ転移。黒灰炎の鎖を『紅く剣けん』で完全に断たち切る。

　連続して剣を振るい、炎羽の斬ざん撃げきを拡散。

　全方位から三体のマガイモノを切り裂さき、ジェラルドの意識をも刈かる。

「！　先生……凄すごい、凄いです……！」「……ふ～ん。まぁまぁ、ね」

　ティナとリディヤが称しよう賛さんしてくれる。この子達の魔力がないと到とう底てい不可能な芸当だ。

　再転移しティナの前へ。リディヤも舞い戻り、三体が轟ごう音おんを立て、倒れる。

　どうやら、これで──マガイモノ達から深しん紅くの炎が立ち上った。

「「「！」」」

　上空で一つになり、有ゆう翼よく四足獣を形成していく。大気が振しん動どう。ティナが抱だき着いてきた。

「せ、せ、せ、先生！」

「…………困りましたね」

　──疲つかれ切った白の少女の囁ささやき。




『……鍵かぎをかけて。鍵をかけて『箱』に封ふうじて……』




『鍵』をかけて、『箱』へ封じる？

　封じるのは当然『炎えん麟りん』だろう。でも……誰だれにだ？

　ティナの例から考えて大魔法をその身に宿すのには、尋じん常じようならざる魔力量が必要。

　なら──……はっ！　リディヤが僕を見た。その目には隠かくそうともしていない歓かん喜き。

　一歩踏ふみ出し、僕へ近づく。一歩、後退。更さらに一歩踏み出し、僕も後ずさる。

「待った！　こ、こ、これは駄だ目めだろう!?　どう考えても大問題に！」

「東都が消えるよりはマシでしょう？」

「先生！　リディヤさんっ！」

　ティナの切せつ迫ぱくした注意喚かん起き。

『炎えん麟りん』の炎が定まった。衝しよう撃げき波はが周囲一帯を襲おそう。

　咄とつ嗟さに数百の風結界を張り、やり過ごすも……とんでもない。炎を使わないでこれか。

　左手を握にぎりしめられた。な、なんという剛ごう力りき！　リディヤに強く抱きしめられる。

「ほーら、こういう時は男からするものよ？」

「そういう話じゃ」




　抗こう弁べんする間もなく、情熱的なキス。




　深く深く繫つながり──……離れた。

　リディヤが自分の細い指を唇に。舌を出し、ぺろり、と舐なめる。妖よう艶えん。

　ティナは声も出せず、真っ赤になって口をぱくぱく。僕もきっと真っ赤だ。

　過去最高に上じよう機き嫌げんな我が儘まま御お嬢じよう様さまの背中の翼は、大きく強く八翼に。抗こう議ぎする。

「…………強ごう引いん、過ぎる」

「躊躇ためらうからよ。……嫌いやだった？」

「その質問の仕方は……リディヤ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あんたと一いつ緒しよだもの」

　腐れ縁の手を強く握りしめ、『真しん朱しゆ』を『炎えん麟りん』へ向ける。

『炎えん麟りん』が大咆ほう哮こう。衝しよう撃げきが走る。混乱しているだけだ。剣けんを一いつ閃せんし打ち消す。

「え？」

　ティナの呆ほうけた声。リディヤへ話しかける。
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「いくよ」

「ええ」

　──『箱』を開放。

　建物自体が悲鳴をあげて軋きしみ、深紅の炎えん風ぷうが吹ふき荒あれ、リディヤへ集まっていく。

　凄すさまじい頭痛。そして、僕は見た。

　──涙なみだを流しながら、対たい峙じする二人の女性。後方には大樹。




　一人は深しん蒼そうの長ちよう髪はつ。魔女の帽ぼう子しを被かぶった女性魔法士。

　一人は深紅の長髪。小さな眼鏡をかけた女性魔ま剣けん士し。




　これは過去の光景？

　僕の傍そばで白はく蒼そう髪と黒紅あか髪で、お揃そろいの白服を着ている二人の少女が哀あい願がん。




『……私の、私達のアレン。唯ゆい一いつの鍵よ。どうか、どうか、私達を……』




『鍵』をかける。

　そして……周囲から『炎麟』の気配は全すべて消えた。

　その後、憔しよう悴すいし気絶したリディヤを抱きかかえ、ティナへ指示を出したことまでは覚えている。ようやく上がってきたオーウェンと話そうとした直後「！　先生っ！」ティナの悲鳴を聞きながら──僕も意識を手放したのだった。








エピローグ









　──目が覚めると、見えたのは知らない天てん井じようだった。

　大きなベッドの傍かたわらには小さな灯あかり。窓の外は暗く月明かりは弱い。雨が降るようだ。

　起き上がると、この四年間で誰よりも聴きいてきた声。

「あら、起きたの」

「……リディヤ」

　椅い子すに座り、本を読んでいたのは長い紅あか髪がみをした、寝ね間ま着き姿の腐くされ縁えん。

　かなり消しよう耗もうしていた筈はずなのに平気そうだ。本を置いた丸テーブルの上に、僕とリディヤの懐かい中ちゆう時計と封ふう筒とうが見えた。差出人は『フェリシア・フォス』。

　リディヤが水を入れた硝子ガラスコップを差し出してくれたので、受け取り飲み干す。美味うまい。

「……何日寝ねてた？」

「何日、だと思う？」

「一日くらい、かな。……あの後は？　君やみんなに怪け我がはなかった？？」

「一日、ね」

　僕の問いかけに答えず立ち上がると、リディヤはベッドの上に腰こしを下ろした。

　瞳ひとみには大おお粒つぶの涙。機先を制され手が頰ほおに伸のびてきた。震えている。

「……三日よ。三日も、あんたは目を……昨日まで凄い高熱……魔力もどんどん、弱く……手を握ってるのに、冷たくて……呼んでも……ぐすっ……」

　涙が零こぼれ落ち、泣きじゃくりながら拳こぶしを胸に叩きつけてきた。

　僕は背中に手を回して抱きしめる。

　──ようやく泣き止んでくれた御お嬢じよう様さまへ再度聞く。

「君とティナの体調は？　みんなは大丈夫かな？　オーウェン達は？？」

「……私は問題無し。小ちっちゃいのも。近この衛えも負傷者は大分出たけど、死者は零ゼロ。ウィリアム・マーシャルとその部下達の死体はなかった。愚ぐ兄けいの傷も癒いやせたわ」

「ジェラルドは？」

「生きてはいるわ」

　少女がまた胸に顔を埋うずめる。再起不能と。

　此こ度たびは許されないだろう。止められたのは奇き跡せき。リディヤとティナがいなかったら……彼女達や、妹、教え子達、両親を失っていたかもしれない。恐きよう怖ふで背筋が凍こおる。

　深いところで、二つの大魔法『氷ひよう鶴かく』と『炎えん麟りん』に触れて、今まで以上に理解してもいる。

　あれらは、邪じや悪あくとは真逆の存在──生きているのだ。

『炎麟』は、ジェラルドの未完成な魔法式と粗そ雑ざつな『光こう盾じゆん』『蘇そ生せい』により、無む理り矢や理り使し役えきされそうになったことで、悲鳴をあげていただけ。

『氷ひよう鶴かく』は、その悲鳴を聞き居てもたってもいられず、ティナの身体からだを動かしてまで、あの場に駆かけ付け、救おうとしただけ。

　二頭は今回の件で大きく力を消耗した。回復するまで、表に出てはこられないだろう。

『鍵』。それは……僕自身なんだろう。そして『エーテルハートの娘むすめ』。

　調べることがまた増えた。

　でも今は、ずっと一緒にいるこの女の子と、部屋の外にいる子を優先。

「リディヤ……ごめん。これから、もっと大変な事に巻き込まれるかもしれない。その時は助けてほしい。学生時代とは逆になっちゃったね」

「バカ。バカバカ。大バカ。そんな当たり前のこと、わざわざ聞くな！　あんたは私の隣となりにいて、私はあんたの隣にいる。それは何があっても変わらない。変えさせない！」

　うん、そうだ。見つめ合って、頷うなずく。再確かく認にん。

　この子と一緒なら大丈夫。二人で挑いどめば、僕等に敵はいないのだ。

「さて──部屋の外にいる子を呼んでくれるかい？」

「……話す時間、短い。でもまぁ、いいわ」

　リディヤがやけにあっさりとベッドから下りた。妙みようだな。

　僕の疑念を他所よそに、紅髪の少女は身体を伸ばして「ん～」と伸びた後、扉とびらへ歩き出し──扉の前で振ふり向いた。

「あ、そうそう。一つ言い忘れていたわ。これなんだけどねー」

　ニヤニヤ、と笑いながら右手の甲こうを翳かざす。




　はっきりと、紅あかい獅し子しのような紋もん章しようが浮うかびあがり──消えた。




　…………ま、待った！　そ、それって、まさかっ!?

　あたふたする僕を満足気に見やった後、腐れ縁はわざとらしく嘆たん息そく。

「あーあ、嫁よめ入いり前に傷物にされちゃったわぁ。責任、取ってもらわないと、ね？」

「リ、リディヤ」

「うふふ～♪」

　腐れ縁はすこぶる上機嫌。前髪が立ち上がり、右へ左へ。鼻はな唄うたを歌いながら、病室の扉を開けた。リディヤが弾はずんだ声を出す。

「小っちゃいの～ほんの少しだけ代わってあげる。感謝しなさい♪」

「っ！　わ、私はその……」

「ティナ」

　普ふ段だんよりも元気がない公女殿でん下かに呼びかける。リディヤと同じく寝間着姿だ。

　手で促うながすと、緊きん張ちようした様子で近寄って来る。

　腐れ縁は僕へ片目を瞑つぶると扉を閉めた。他の子達を呼びに行ってくれたのだろう。

　傍そばにやってきたティナは、辛つらそうに両目を瞑った。頭をゆっくりと撫なでる。

「御ご心配おかけしました」

「い、いえ！　……御ご迷めい惑わくを……」

　少し、瘦やせたかな？

「身体の調子はどうですか？」

「大丈夫です。魔法の精度がずっと向上した位……あぅ……」

　ティナが頰を林りん檎ごのように染め上げ、俯うつむいてしまった。

　…………あ。頭を下げる。

「申し訳ありませんでした。急を有する事態だったとはいえ」

「……わ、私とのキスは謝るものなんですか？」

「いえ、そんな事は」

「……噓うそです。先生にとって私はまだ子供、きゃっ！」

　ティナが倒たおれかかってきた。受け止めようとするも力が出ない。腕うでの中に少女が収まる。

　幼くも整った顔はすぐ間近。細い髪に指を滑すべらせる。

「せ、せんせい？」

「──ティナは信じられないくらい、よく頑がん張ばっているよ。君がいなかったら、どうなったか……ありがとう」

「！　あ……え、えぅ……その……アレン……私、私……貴方あなたのことが……」

　少女は動転。勘かん違ちがいしたのか、潤うるんだ瞳がゆっくりと閉じられていく。

　──扉が勢いよく開き、三人が息を切らしやって来た。寝間着姿のエリー、リィネ、カレンだ。僕達を見るとベッドまで駆け寄り、未いまだ目を瞑っているティナを放ほうり投げた。

「みゃっ！！！」

　変な悲鳴をあげ、薄うす蒼あお髪がみの公女殿下は僕の腕から退出。三人が僕へ抱だき着いてきた。

「ア、アレン先生っ！」「兄様！」「兄さん！」

　起き抜けに騒さわがしいね。……とても嬉うれしい。

　遅おくれてリディヤが入って来た。口が動く。『後でお仕置き』。酷ひどい。

　──遥はるかに精度が増した無数の氷ひよう華かが病室内を舞まう。

　ティナが顔を伏ふせたまま、肩かたを怒いからせ、両拳を握にぎりしめていた。




　右手の甲には、薄うっすらと翼つばさを広げた鳥のような蒼の紋章。




「……みんな、そんなに私と戦争をしたいんですか？　……上等、ですっ！！！」

　嗚あ呼あ……公女殿下ともあろう御お方かたが何て言葉を。

　リサさんの言葉を思い出す。『力には責任が伴ともなう』。事実なのだろう。

　──でもこれだけは断じて言いたい。

　たくさんの魔法が展開されつつある病室で僕はぼやいた。




「幾いくら何でもあんまりでしょう……神様。どうして、こうなるんですか!?」




　　　　＊




「噓だろ……おい……」

　東都、オルグレン公こう爵しやく家け屋や敷しきの自室。ハークレイの爺じいから渡わたされた公爵軍の兵へい站たん物資に関する機密資料を読みながら、俺は呻うめいた。身体が自然に震ふるえてくる。

「ギル様、如何いかがされましたか？」

　涼すずやかな声。顔を上げると、扉の前には男装メイド。手にトレイを持っている。

「！　コ、コノハさん……な、何か用っすか？　こ、こんな時間に」

「珈琲コーヒーをお持ちいたしました。面おも白しろい情報でも書かれていましたか？」

「あ、い、いや……もうちょい、いい食事を喰くわせてやれないのかな～くらいっすね」

「そのように、末まつ端たんの兵士の食事を考えているのは、残念ながら当家では双そう翼よくの御二方とギル様だけかと。他の三公爵家とは異なります。どうぞ」

「ありがとうっす」

　自然を装よそおいつつ資料を引き出しに仕し舞まう。機密資料と共に、ハークレイの爺から強ごう引いんに手て渡わたされた、王家の紋章が入っている短たん剣けんが目に入った。

　あの物資量、演習で使う規模じゃない。明らかに外戦仕様。けど、聖せい霊れい騎き士し団だんとやり合うわけじゃなし。ララノア共和国の魔ま道どう具ぐまで秘ひ密みつ裡りに輸入しているなんて……。

　こちらへ来る前、王都中央駅で会った爺──オルグレンが宿将にして『紫むらさき備ぞなえ』を率いる双翼の片かた翼よく、ハーグ・ハークレイはおかしかった。

『ギル様は若かりし老公に似ておられる。……オルグレンが名めい誉よ、守られんことを』

　爺は重い物言いをする古き時代の老騎士だが……。

　まさか………いや！　あり得ない。

　親父がそんな馬ば鹿かげたことを許可する訳──少女が冷たく、俺を呼んだ。

「ギル様」

　カップを置き、恐こわ々ごわ顔を上げる。穏おだやかな微び笑しよう。

「此こ度たびの件で、半はん壊かいした近この衛え主力は王都への帰き還かんを開始しました。残るのは僅わずかな部隊。事件の処分は後日、四大公爵が王都へ参集した後となるようです。各国特使が帰ってまもないこの時期に動けない、という、陛下の御判断でしょう」

「く、詳くわしいっすね、コノハさん。諜ちよう報ほう部へ戻もどった方が」

「嫌いやでございます。処分は後日という裁定になったので、教授、王立学校長もこのまま休きゆう暇かに入られるとのこと。『剣けん姫き』様他の両公女殿下も同様。『剣姫の頭脳』は東都で療りよう養ようするようです」

　提案を一いつ蹴しゆうし、男装メイドの報告が続く。アレン先せん輩ぱいはまだ東都か。無事で何より。

　ほっとし、気付いた。今、先輩だけ敬けい称しようを……胸むな騒さわぎが強くなっていく。

「北方の帝てい国こく、南方の侯こう国こく連合は南北国境線にて大演習を実じつ施し。ハワードとリンスターはそれに対応を。西のルブフェーラは魔王軍と対たい峙じ。王国騎士団主力も同様。つまり」

　コノハの目がこちらを射い貫ぬく。嘲ちよう笑しよう。




「予定通り──数日後、東都から王都に到いたるまでで、すぐ動ける大兵力と精せい鋭えいを持つは、オルグレン公爵家と列つらなる家々、聖霊騎士団のみとなります」




「!?　な、何を言って。そ、それに、もっと早く教え」

　腰こしを浮かせ、叫さけぼうとするも、男装メイドの手に押さえられる。

　心臓の鼓こ動どうがおかしくなり、額を汗あせが伝う。

「『今』だから、です。ジェラルド王子を当家が支し援えんしていた確実な証しよう拠こは、近衛本隊と、教授、ロッド卿きよう、『剣姫』が離はなれた後、東都に残留する近衛残余へ渡る手て筈はずとなっております。その件が長ちよう兄けい様の耳に届くのは渡された以降。この話が事前に漏もれた場合」

　少女の指がこちらの頰ほおをなぞる。

「毒を盛もられ、衰すい弱じやくしておられる御お父ちち上うえ様さまの身体は即そく座ざに冷たくなるかと」

「！！！！」

「これは終わりではなく──始まり。御ご覚かく悟ごを」

　ようやく怒ど声せいが迸ほとばしり、胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「あんたはっ！！！！！」

　男装メイドの消音魔法が静せい謐ひつ発動。怒声は執しつ務む机の周辺で搔かき消えた。

　右手が取られ、少女の左胸へ押し付けられる。

　禍まが々まがしい魔力。な、何だ!?

　祈いのるかのような告白。

「この馬鹿げた舞ぶ台たいが終幕となるその時まで、貴方様を死なせず、生かすこと。それが私の存在理由。その為ためならば、私は、竜りゆうにでも、悪あく魔まにでもなります。ギル様は全すべての事が終わるまで、当屋や敷しきから出てはいけません。その後であれば、私の命、如い何か様ようにも」

　狂くるおしい程ほどの意志。男装少女は本気で言っている。

「ど、うして……俺なんか、そんな価値……」

「貴方様が忘れられていようとも、私は貴方様をこんな所で死なせはしない。たとえ」

[image: ]

　この国を血に染め上げようとも。

　呆ぼう然ぜんとし立ち竦すくむ。自分が知らず知らず、軟なん禁きん状態にある現実に。行動を……そうだ。

　今すぐ、あの誰だれよりも頼たよりになり、信じられる先輩へ全てをぶちまけよう。

　そうすれば、まだ、まだ──。窓から闇やみが差し込み、俺達を覆おおい隠かくす。




　月にどす黒い雲。遠えん雷らいが近付いている。

　季節外れの嵐あらしが来るようだった。








あとがき






　四ヶ月ぶりの御ご挨あい拶さつ、お久しぶりです、七なな野のりくです。

　よ、四巻も出すことが出来ました。ありがとうございます。良かったぁ。

　本作はＷＥＢ小説サイト『カクヨム』で連れん載さい中のものに九割程度？加筆したものです。この巻にて、第一部完結。ようやく、物語の端たん緒しよを書き終えることが出来ました。

　きりが良い巻数ですので、カバーイラストに惹ひかれた方、既き巻かんも手に取っていただけると、大変、大変、ありがたく。どの巻もイラスト、本当に素す晴ばらしいですよ！




　さて、ここまで読んでくださった皆みな々みな様さまは一度ならずとも、こう思われた筈はずです。

『少しばかり……リディヤ、格上過ぎでは？』

　はい、そうです。アレンとリディヤは、他ほかの子達と比べて四年間の差があります。そのアドバンテージは大きく、我が儘まま御お嬢じよう様さまは絶対優勢を築いていました。

　──が、それもこの巻まで。五巻以降、戦せん況きようは激変します。

　リディヤはアレンが隣となりにいる限り、何が相手だろうと負けません。

　けれど、アレンが隣にいない時……彼女はいったいどうなるのでしょう？

　また、ティナを含ふくめ、各ヒロインはどうなるのでしょうか？

　そのことが試ためされる五巻以降の第二部、ご期待ください。

　ただし、ステラ様無む双そうは継けい続ぞくするかもしれないし、エリーは漁ぎよ夫ふるかもしれないっ。




　さて──宣伝です。ラ、ラノベっぽい（動どう揺ようを隠かくせず）。ＷＥＢマガジン「少年エースｐｌｕｓ」にて、コミカライズ始まりました！　漫まん画がは無む糖とう党たむらさんです。とても、面おも白しろく出来上がっていますので、そちらも是ぜ非ひ是非。（当たり前ですが）漫画のネームを初めて見ました！　人は驚おどろくと変な声が出るものなのですね。こちらも御期待ください。




　お世話になった方々へ謝辞を。

　担当編集様、今巻も大変、御世話になりました。五巻以降もよろしくお願いいたします。

　ｃｕｒａ先生、四巻は服が変わりまして……みんな、本当に、本当に可愛かわいいです！

　ここまで読んで下さった全すべての読者様にめいっぱいの感謝を。

　また、お会い出来るのを楽しみにしています。次巻はカレン巻。幼女カレンも！
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